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　Life.0







　夏に地上六階地下三階の大だい豪ごう邸ていにリフォームされた兵ひよう藤どう家。

　まあ、階ごとに部屋数も多いから、入居者が増えてもいまだ余よ裕ゆうに空き部屋が存在する。

　その空き部屋のひとつに俺こと兵藤一いつ誠せいは──連れ込まれていた！

　ほぼ何も置かれていない部屋に、ノートパソコンだけが床ゆかに無造作に存在し、その前に仁に王おう立だちするのはゼノヴィアだった。

　アーシアとイリナに「ちょっとついてきてほしい」とせがまれてこの部屋まで来たのはいいが、入った瞬しゆん間かんに鍵かぎをかけられてしまい、閉じ込められてしまった。

　バツの悪い表情のアーシアとイリナを置いて、ゼノヴィアが俺に言う。

「やあ、イッセー。よく来てくれたね。今日はイッセーに見せたいものがあるんだ」

「み、見せたいもの……？」

　疑念にかられながら訊きく俺。

　なんだか、ゼノヴィアのやつ、目を爛らん々らんと輝かがやかせていやがる。こういうときのゼノヴィアは大たい概がいろくでもないことをしでかすのでつい身構えてしまう。

　ゼノヴィアはひとつうなずくと後ろ手に隠かくしていたものを取り出した。

　──ゲームソフトの箱だった。

「うん、桐生きりゆうに頼たのんで新しい『エロゲ』を入手してきたんだ」

　ゼノヴィアが手に持つゲームのパッケージは……エロエロな女の子が前面に押し出されたものだった！　そう、どう見ても『エロゲー』だ！

　ゼノヴィアは嬉々としてそれを俺に見せつける。

「その名も『堕だ天てん使しシスターズ　～信しん仰こうと肉欲の狭はざ間まで～』だ！　タイトルの通り、敬けい虔けんなシスターを次々と辱はずかしめる内容の『エロゲ』のようだ。まったく、これだから日本人は無宗教すぎるんだ。シスターは尊ぶべき神の従じゆう僕ぼくなんだぞ」

　今度はゲームの箱を見ながら日本への不満を口にしてやがる……。

　俺は半眼になりつつも問う。

「……そ、それはわかった。……で、なぜに俺がこの部屋に拘こう束そくされて、そのようなものを見せつけられるわけだ？　ま、まさか、それを皆みんなでプレイしようなんてことはないよね……？」

　という考えに俺が至ってしまうのも無理もない。

　以前、ゼノヴィア、アーシア、イリナが秋あき葉は原ばらで買ってきたエロゲーを俺の前で女子全員がプレイするという、男子にとって耐たえがたいことがありまして……。

　そのときも──、

「ねえ、イッセー。これはどういう意味なの？」

「あらあら、まあ、イッセーくんったら、こういうのがお好みなのね」

「きゃっ！……イッセーさん、こ、こんなこともお望みなのですね！」

「うん、ためになるな。子作りにもいろいろな技法や手段があるんだね」

「堕おちちゃう！　私、こんなの見てたら堕天しちゃうぅぅっ！　で、でも、見なくてはいけないと思うしぃっ！」

「……エロエロですね。でもこれ、裏ルートがあったはずです。確か、とあるキャラをクリアすると、途と中ちゆうで新たな選せん択たく肢しが出てきて──」

　女子は恥はずかしがりながらも興味津しん々しんにそのエロゲーを全ルート、全エンディングを制せい覇はしていた。

　……ほら、エロいゲームってさ、男が深夜一人でひっそりとニヤニヤしながらプレイするものでしょう？　それを美少女軍団と共にプレイするだなんて……。アダルトＤＶＤを彼女と一緒に見るよりも難易度が高いと思うんだ！

　ま、まあ、俺、アダルトＤＶＤを彼女と一緒に……。……あー、秘蔵ＤＶＤを発見されてリアスに訊かれながら見たことあったかな。あれは……やっぱり辛つらかったなぁっ！

　などという過去を思い出していた俺。

　そんな俺のことなど露つゆ知らず、ゼノヴィアはうれしそうにうなずいた。

「さすがイッセーだ。話が早い。これを私たち三人とイッセーだけでプレイして、研究会としゃれこもうと思ってね。リアス部長が出張でいない今がチャンスと私は踏ふんだ！」

　……やっぱりか。

　俺はその場で頭を抱かかえてしまう。なぜ、俺を巻き込む!?　やるなら三人でプレイしてくれ！　俺、皆とエロゲーなんて恥ずかしくてできやしねぇよ！　つーか、男子なら誰しも女の子数人とエロゲーなんてまともにプレイできるわけねぇって！　しかもプレイ中の感想を訊かれながらだろう!?　無理無理！

「エロゲーは男にとって秘境に近いんだぞ!?　静かに一人でプレイさせてくれぇぇぇっ！」

　俺の心からの訴うつたえ！　しかし、ゼノヴィアは遠い目をして切々と語る。

「最近、私たちはリアス部長と朱あけ乃の副部長に後手後手になっている。どうにもあの二人の壁かべは厚く、イッセーまでの道のりが遠のくばかりだと感じていたんだ。そこで私たち三人は手を取り合い、イッセーを拘束する強きよう硬こう策に出た！　なあ、そうだろう、アーシア、イリナ？」

　訊かれたアーシアはもじもじしながら言う。

「わ、私は……イッセーさんと楽しくお話できればそれだけでいいので……」

　イリナも赤面しながら続いた。

「わ、私もイッセーくんとむかしのことを思い出しながらお茶が楽しめればいいかなーって」

　相変わらずこの二人は純じゆん粋すいな面が強い。だが、ゼノヴィアは語気を強める！

「生ぬるいぞ、二人とも！　そんなことだから、私たちは年上二人に追いつけず、年下の小こ猫ねことレイヴェルにまで先を越こされるんだ！　小猫なんて、逆プロポーズを済ませたんだぞ？　レイヴェルだって、イッセーと将来の誓ちかいを立てたというじゃないか。特にレイヴェルは常に傍かたわらにいるようになっている」

　中級悪あく魔まの試験後、小猫ちゃんに逆プロポーズされたなぁ……。「大きくなってほしい」というなんとも我ながら曖あい昧まいな答えだったが、小猫ちゃんはうれしそうだった。

　あの小猫ちゃんが黒くろ歌かみたいに成長したら……それはそれで最高かなって！

　そして、レイヴェルとは……将来のマネージャーとして誓いを立てたというか……。ま、まあ、ずっと傍そばにいてもらいたいのは確かだし、大事にしたいさ。

　今日はいつもよりもノリノリなゼノヴィア。そんな彼女にイリナが言う。

「エッチなゲームをイッセーくんと一いつ緒しよにするなんて……やっぱり、健全ではないわ！　もっと他にもイッセーくんと交流を深められる術すべはあると思うの！」

　うんうん、イリナの言うことは正しい！

　しかし、ゼノヴィアは目元をキラリと光らせて言う。

「そうは言うが、イリナ、私は知っているんだぞ？」

「な、何のこと……？」

　生なま唾つばを飲み込むイリナにゼノヴィアは不敵な笑えみを浮うかべてみせた。

「ふふっ、天界に訊いているそうだね。──悪魔と一線を越えても堕ちない方法とやらを。ミカエルさまが真しん剣けんにご一考中というじゃないか」

　それを聞き、一気に耳まで赤くなるイリナ。

「わ、わ、わ、私はっ！」

　声が上ずるイリナ！　イリナのやつ、そんなことを天界に訊いていやがったのか！　しかもミカエルさんまでそれを容よう認にんして対策案を考えているとか！

　アーシアがそれを聞き驚きよう愕がくしていた。

「イ、イリナさんはそこまでお考えだったのですね！　はぅぅっ、まさか、私が一番遅おくれを取っているだなんて思いもよりませんでした！」

　ゼノヴィアが続く。

「そうだぞ、アーシア。イリナはもう子作りのことまで視野に入れているんだ。皆、実は裏で自分を高めようと必死だったのさ。私だって、こうして『エロゲ』を使って、自分を高めようとしている！」

　それを知り、アーシアも決心した面おも持もちに変化する。

「わかりました！　私も『エロゲ』をプレイして、研究していきます！　リアスお姉さま、朱乃さん、ゼノヴィアさんにもイリナさんにも負けません！　もちろん、小猫ちゃんにもレイヴェルさんにも！」

「さすがアーシアだ。私の親友は強い精神の持ち主だね」

　友人の決意にゼノヴィアも喜んでいた。

　……何かが間違っているように思えてならない！　女子高生が『エロゲ』を間に挟んで子作りどうこうって、それでいいのか、キミたちは!?

　ゼノヴィアの視線が再びイリナを捉とらえる。

「イリナはどうする？　指をくわえて見ているだけかな？　自じ称しよう幼なじみは自称のまま役目を終えるのか？　桐生が言っていたぞ、幼なじみほど、男子に近づける属性はないが、逆に近すぎて先に進めないと。ふふふ、このままでは、そうなってしまうかもね」

『自称』は、イリナにとってタブーに近く、途と端たんに頰ほおをかわいく膨ふくらませて不満を爆ばく発はつさせた。

「もう！　ゼノヴィアったら、最近私のこと『自称』『自称』って言い過ぎよ！　私は正しよう真しん正しよう銘めいイッセーくんの幼なじみで、天使だもん！」

「そうだね、自称幼なじみ天使だな」

「合体させないでよ！　わかったわ！　私も『エロゲ』をプレイして、幼なじみとしてイッセーくんに認めてもらうんだから！」

　あーあ、ついにイリナまで丸め込まれてしまった。

　教会トリオは幼い頃から神の信徒として教育を受けてきたから、世せ俗ぞくにとても疎うとい。だから、わけのわからないことで盛り上がり、こうして結束までしてしまうんだ。

　……アーシアがゼノヴィアとイリナと付き合うようになってから、若じやつ干かん、違う方向に走りつつあるんで俺としては辛い面もある！　うーん、今度、付き合い方に関して少し言ったほうがいいような……。俺のアーシアが……俺のアーシアがっ！

　アーシアの今後について悩なやむ俺の前で、ふいにゼノヴィアが上着を脱ぬぎだした。

　ブラジャーを露あらわにした格好でゼノヴィアがアーシアとイリナに言う。

「ところで知っているか？　『エロゲ』は本来全ぜん裸らでやらなければならないそうだ。これも桐生から仕入れた情報なんだ」

　──ッ！

　な、なんてことを桐生は教えてんだ！　エロゲーを全裸でだと!?　いや、確かに全裸でプレイするってのは聞いたことある！　俺だって、しようかなって思ったこともあった！

　でも、女子がエロゲーをプレイするのに全裸って！　やめようよ！　それはやめておくんだぁぁっ！

　アーシアもゼノヴィアの発言に驚おどろく。

「ですが、前回皆でプレイしたときはそんなことしませんでしたよ!?」

「アーシア、あれは私たちがまだ情報不足だったためだ。思えばイッセーが乗り気でなかったのも全裸でなかったせいかもしれない。様式美、形から入ることこそ、日本人の美徳とされるからね」

　違うわっ！　そんな様式美は日本にない！

　イリナはゼノヴィアの言葉を受けてわなわなと震ふるえ出す。

「そ、そんなことが!?……わ、わかったわ！　これも自称を撤てつ回かいしてもらうためよ！　脱ぐわっ！」

　すでに吹ふっ切れているためか、イリナは躊ちゆう躇ちよなく上着もスカートも脱ぎ捨ててしまった！

「さすがイリナ。土ど壇たん場ばだと思い切りがいいね。さて、アーシアは？」

　ブラを外し、豊満な乳ちちをぶるるんと解き放ちながら、ゼノヴィアはアーシアに問う。

「はぅっ！　わ、私も負けません！」

　アーシアまで脱ぎ始めてしまった!?

　俺の眼前で三人は上も下も脱いでいき、生まれたままの姿となった！

「さあ、イッセーも脱ぐんだ」

　素す早ばやく俺に近づいたゼノヴィアは俺の衣類を一いつ瞬しゆんではぎ取っていく！　戦士だからか、手の動きが速いこと速いこと！

「いやぁぁぁぁぁっ！」

　女の子のような悲鳴をあげる俺！　だって、女の子に剝むかれちゃったんだもん！

　パンツだけ死守した俺が言う！

「い、いや、全裸でプレイだなんて！　わかるっちゃわかるが、それは男一人でひっそりと──」

　うしろから押さえる格好で、ぴとっと俺の背中に張り付くイリナ！　モチモチな天使の肌はだ触ざわりが俺の全身に癒いやしの効果を広げていく！

「イッセーくんを一人になんてさせないわ！　私たちがついているもの！」

　お、おっぱいが背中にむにむに張り付いて……たまらんことになってる！　イリナ、なんでそんなにもっちりと存在感のあるお乳をしているの!?

　ぴったりと俺の右腕にしがみつくのはアーシア！　成長途と上じようたるアーシアは、日に日に女性らしい肉付きを得てきて……やわらかさ、弾だん力りよく性、それらの感かん触しよくがパワーアップしているんだ！

「そうです！　孤こ独どくで『エロゲ』をプレイすることなんてないんです！」

　アーシアとイリナに連れられて、俺は床ゆかに置かれたノートパソコンの前に座らされる。

　背後から改めてぎゅっと俺を抱だきしめるゼノヴィア。逃にげないようにするためだろう。

　……背中に、ゼノヴィアの、ち、乳が……っ！　こいつもイリナ同様大きいから感触がたまらんのよね！　イリナのモチモチ感とは違って、瑞みず々みずしい反発力といいますか、健康的なエロスの塊かたまりと称していいと思うんだ！

　ゼノヴィアは背後から俺の手を取り、マウスを握にぎらせる。

「よし。イッセー、インストールとやらはできるな？」

「あ、ああ、できるけどさ……！」

　俺はＢＤ／ＤＶＤドライブにソフトを入れて、インストールさせていく。……インストールしている間の時間がとても長く感じられた。

　だって、俺の両りよう脇わきにアーシア、イリナがぴったりと座り、背中にはゼノヴィアが張り付いているわけで……。ゼノヴィアの鼓こ動どうと息づかいが直じかに背中から伝わってきて、たまらんものが体中を駆かけ抜ぬけていたよ！

　インストールも終わり、俺は三人に改めて言う。

「……ほい、できたよ。これでいつでもプレイ可能だ」

「では、やろうか」

　俺の肩かたから顔を覗のぞかせるゼノヴィア。

「おまえ、そこから見るのかよ!?」

「ああ、特等席だ。……しかし、なんだな」

　俺の肩に頭をのせながら、ゼノヴィアは恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。こいつのこんな顔、レアすぎる！　悔くやしいが、かわいいじゃないか！

「……イッセーの……男の背中、肌触りはやっぱりいいな。毎日こうしていたいものだ。そうだ、イッセー。これから学校が終わったら毎日ここで裸はだかでこうさせてくれ。なんだか、こうしているだけで疲つかれが取れて癒やされそうだ。というよりも今度真っ正面からぎゅっと抱きしめてくれないか？　そこに女の幸せがありそうな気がしてきたよ」

　そ、そうなのか……？　男の俺にはわからない領域だな。

　だが、それを聞いてイリナが俺の腕うでにつかまる！

「それなら私もしてもらうから！……堕おちない程度に！」

　逆の腕にアーシアも抱だきついた！

「イッセーさんの抱っこは私が先だったんですよ！」

　三人に動きを封ふうじられて、ゲームをプレイすることすらできない俺！

　い、いや、全裸の女の子三人に抱きつかれるって最高のシチュエーションなんですけどね、目の前でエロゲーのオープニングが始まってしまい、どうしようもない状じよう況きようになりつつあった！

「もう、キミたち！　プレイが見たいのか、見たくないのか、どっちなんだよ!?」

　叫さけぶ俺！　こんな場面、ルーマニアでがんばっているリアスに見せられないよ！　ああ、リアス！　俺の大事なヒト！　ごめんなさい！　俺、いまエロゲーを巡めぐってアーシアたちに取り付かれてしまってます！

　本当にごめんなさぁぁぁぁぃっ！

　海の向こうのリアスに謝罪の念を送っていると、ふと部屋の扉とびらが開かれる。

　そこから現れたのは縦ロールのツインテール──レイヴェルだった。

「イッセーさま、皆さん、ここにいらっしゃいます──」

　彼女が目にしたのは、裸で抱き合う男女四名が、エロゲーをしている姿であろう。もう、言い訳不可能な一シーンだっ！

　レイヴェルは一瞬、間の抜けた顔になるが、すぐに気を取り直してこう言う。

「で、出で遅おくれましたわ！」

　出遅れた!?　レイヴェルも全裸でエロゲーしたいの!?　カンベンして！

　──と、レイヴェルはさらに改まって咳せき払ばらいしてから続ける。

「って、そうではありません！　イッセーさま、皆さん、アザゼル先生から直通の回線が開かれましたわ。──事態が変化したそうです」

　俺たちが『エロゲ』『エロゲ』やっているうちにあっちは動きがあったようだ──。







　Life.1　オカルト研究部、ルーマニアへ！







　俺たちオカルト研究部、ソーナ会長、真しん羅ら副会長、天界サイド（シスター・グリゼルダさん、ジョーカー・デュリオ）が兵ひよう藤どう家上階にあるＶＩＰルームにて一堂に会していた。

　ルーマニア──カーミラ側の本ほん拠きよ地ちに赴おもむいているアザゼル先生から直通の回線が開かれている。

　俺たちは魔ま方ほう陣じんから映される立体の先生からすぐに事情を聞き、そして驚いた。

「──リアスたちが!?」

　俺の驚きに先生もうなずく。

『ああ、どうにもツェペシュ側のほうで大きな動きがあったようでな。ツェペシュ、カーミラ、両領地の境界線上が一時混乱状態になった。あちらでクーデターが起きたと見ていい。リアスと木き場ばはそれに巻き込まれた可能性が高い。というよりも拘こう束そくされているだろう。こちらからリアスに通信ができん。そちらも同様じゃないか？』

『…………』

　突とつ然ぜんの報告に全員が息を吞のんでいた。朱あけ乃のさんが小型の魔方陣を描えがいてリアスへ通信を送るが……反応はまったくなかった。

「クーデター……」

　小こ猫ねこちゃんがぼそりとそうつぶやく。

　……クーデターかよ。よりにもよって、リアスと木場があっちに行っているときに起こるなんてよ！

「…………あぅぅ、そ、そんな……」

　横でギャー助すけも顔を強こわ張ばらせていた。

　こいつにとっちゃ故郷の大事だ。心中、穏おだやかではないだろう。ちょうど、いずれ恩人を助けに行きたいと意気込んでいたところだしな。

　先生が報告を続ける。

『カーミラ側の幹部の話では、今回のクーデターでツェペシュのトップが入れ替かわったそうだ』

『──ッ!?』

　全員がその一報に表情を激変させる！

　……トップが入れ替わったって！　もう、事が終わったあとじゃねぇかっ！

「と、とんでもないことになってんじゃないですか！」

　驚きよう愕がくする俺の言葉に先生も息を吐はく。

『……現在、ツェペシュの当主、つまり、男尊派ツェペシュの大元たる王が首都から退たい避ひしたとのことだ』

「……ツェペシュの王が逃げるだなんて、相当なことが起きた証しよう拠こですわね」

　先生の報告に朱乃さんも眉まゆをひそめてそう漏もらした。

　ソーナ会長があごに手をやりながら言う。

「おそらく、聖杯に関与した件で『禍の団カオス・ブリゲード』の介入があったのでしょう。──ツェペシュは『禍の団カオス・ブリゲード』に裏から支配されたと見ていいと思います」

　ユーグリット・ルキフグス率いる現『禍の団カオス・ブリゲード』が、滅ほろんだ邪じや龍りゆうを連れている以上、生命の理ことわりを司つかさどるという聖せい杯はいをもつ吸きゆう血けつ鬼き側（ツェペシュ派）と繫つながっている可能性は極きわめて高いと俺も事前に報告を受けていた。

　つまり、『禍の団カオス・ブリゲード』は吸血鬼側と接せつ触しよくして、聖杯の力を得た。それを用いて滅んだ邪龍どもを復活させたのだろう──と、先生、ソーナ会長をはじめ、各陣じん営えいの方々の共通見解だった。

『ああ、裏で「禍の団カオス・ブリゲード」が手引きしたんだろうな。それについてカーミラ側も同意見だ』

　先生もおもしろくなさそうにそう漏らし、さらに続ける。

『……もともと、吸血鬼の連中はツェペシュもカーミラも他の勢力との接触を避さけて、内々に独自の内政をおこなっていた。だからこそ、「禍の団カオス・ブリゲード」もそこにつけいる隙すきがあったんだろう。内部に現政権を疎うとむ連中なんざ、どの勢力にも必ず一派はいるもんだ。聖杯の噂うわさを聞き、そいつらを通して、裏からじわじわと浸しん食しよくしていったんだろう』

「反政府の過激派の動きに気づいても現政府側は他に助けを呼ばなかったんですね」

　俺がそう言う。よほどのバカでもない限り、過激派の怪あやしい動きを多少なりともつかむだろう。王のそばにまで食い込まれる前に他へ助けを求めればよかったのに、ツェペシュは──吸血鬼はそれをしなかった。

　先生が言う。

『……自分たちのことを至高の存在と位置づけて、誇ほこりとやらを重んじた結果だろう。死んでも他に助けを求めたくもなかった。または聖杯の存在を意地でも他に漏らしたくなかった。そんなところだろう。というわけでツェペシュの本拠地が気がかりでな。俺はカーミラの根城からあっちに向かう予定だ』

　立体映像の先生が俺たちを見回す。

『──おまえらを召しよう喚かんすることになるな。てなわけですぐに飛んでこい。リアスたちと合流しつつ、ツェペシュ側の動向を探さぐらなければならん。おまえたちの戦力が絶対に必要だ。何せ、ツェペシュの反政府グループ以上に危険な者が関与しているだろうからな』

　──ってことになりますよね！　待ってました！

　俺は左手に右の拳こぶしを打ちつけながら応じる！

「もちろんっスよ！　主あるじたるリアスを守るのが俺やグレモリー眷けん属ぞく、いや、オカルト研究部の務めですからね！　なあ、皆みんな！」

『もちろん！』

　オカルト研究部は全員合意していた！　部長たるリアスを助けてこそ、オカルト研究部ってもんだ！　先生が言う反政府グループ以上に危険な者ってのも気になるしな。

『だが、戦力をこちらに集中させるわけにもいかない。そこは一度襲しゆう撃げきを受けているからな。こちらに来るのはグレモリー眷属とイリナだけでいいだろう。シトリー眷属とグリゼルダ、ジョーカー、「刃狗スラツシユ・ドツグ」鳶とび雄おはその町に待機してもらう』

　先生の言うようにこの町は先日襲撃を受けている。二度とあんなことのないよう町を覆おおう結界、関係者の出入りにも細心の注意をいままで以上に払うようになった。

　俺たちグレモリー眷属だけじゃなく、シトリー眷属まで出払うことに先生は懸け念ねんを抱いたのだろう。

　先生の指示にシスターも応じる。

「了りよう解かいしました。デュリオ、この町へ来て早々で申し訳ないのですが、守備に徹てつしてもらいます」

　──と、デュリオが挙手した。

「俺が行ってツェペシュの町ごと荒あれた天候で閉じ込めてもいいんスけどね～」

　……首をかしげてそう進言するデュリオ。極ごく短い期間の付き合いであるが、このヒトがイリナ以上に天然なのはすぐにわかった。

　物もの凄すごくとんでもないことを口にしているのだが、彼的には冗じよう談だんでもないんだろう。命令があれば、本当に飛んでいって吸血鬼の町を氷漬づけにしてしまいそうだ……。

　シスターがデュリオの額をコツンと叩たたく。

「あなたは天界と吸血鬼の関係を悪化させる気ですか。まったく……」

　大変そうだな、シスター・グリゼルダ……。

　先生は苦く笑しようしながらも続ける。

『こちらも重要だが、そちらも大事だからな。神滅具ロンギヌスの所有者が複数いる以上、そっちとこっちで分散させたほうがいいだろう』

　──っ。俺は先生の言い方に引っかかった。

「もしかして、そっちにも味方の神滅具ロンギヌス所有者がいるんですか？」

　俺の問いに先生は頷うなずいた。

『ああ、ヴァーリが吸血鬼の領域に潜せん入にゆうしている。そっちはジョーカーと「刃狗スラツシユ・ドツグ」、こっちは二に天てん龍りゆう。こんなときに不ふ謹きん慎しんだが、豪ごう華かすぎて神器セイクリツド・ギアマニアとしては大いに興味をそそられる』

　……あっちにヴァーリの野や郎ろうがいるのか。なんでだ？　聖杯に絡からんだことか。それとも邪龍の匂においを感じたのかもしれない。あいつならあり得ることだ。

　そんなふうに思し慮りよする俺だったが、ソーナ会長の挙手に視線が移った。

「いい機会です。グレモリーの皆さん、うちの新人二名を連れていってもらえないでしょうか？」

「ベンニーアとルガールさんですか？」

　俺がそう訊きく。会長はうなずいた。

「ええ、彼らはまだ悪あく魔まとしての戦いが経験不足な面があります。それに今回の一件、彼らの力が役立つ可能性も高いでしょう」

　ほうほう、経験値稼かせぎってやつですか？　しかもあの二人の能力が吸血鬼の一件に使えると？　ベンニーアは死神グリム・リツパーだとして、ルガールさんの能力はいまだ不明なんだよね。

　先生はあごに手をやり、うんうんと肯こう定ていの意思を見せていた。

『確かにな。特にルガールはいざとなったときの戦力になりそうだ。送ってくれるなら、それに越こしたことはないが……』

「では、連れていってもらいましょう」

　ルーマニアにベンニーアとルガールさんが参戦か。

　先生がレイヴェルに視線を送った。

『レイヴェルはそこに残れ。さすがに今回は客分のおまえさんが立ち会うには辛つらい局面だ。いくらイッセーのマネージャーといってもテロリストが潜せん伏ぷくするであろう場に連れ出すわけにもいかない。わかってくれるな？』

　レイヴェルも先生の言葉にうなずいていた。

「はい。心配事もありますけれど、兵藤家と駒く王おう学がく園えんはお任せください」

　聞き分けのいい子だよ、本当に。文句ひとつ言わず応じてくれた。

　確かにレイヴェルはいろんな面で俺やオカルト研究部のフォローをしてくれるが、事重大な局面に連れ出せる要員ではない。俺たちはこの娘こをフェニックス家から預かっている手前があるんだ。危険な場所にはおいそれと連れていけないよ。

　……ま、まあ、巻き込まれることはしばしばなのだが……。俺のドラゴンの特性がそれを呼び寄せているようで申し訳ない部分もある。

　先生が俺たちを再度見み渡わたす。

『詳くわしいことは現地で話す。──では、準備ができしだい、こちらにジャンプしてくれ。カーミラ側に受け入れ用の転移魔ま方ほう陣じんを敷しく。状況開始だ』

『はいっ！』

　皆が応じる。──ルーマニアに突とつ入にゆうだ。現地に行くメンバーはオカルト研究部＋ベンニーア、ルガールさん。他のメンバーはここに待機。

　リアス、木場、俺たちが行くまで無事にいてくれよ！







「──クーデターか。ったく、どうしてグレモリー眷属はイベント満まん載さいなのかね」

　自室にて一人ごちる俺。

　あのあと、すぐに解散となって、各おの々おの出発の準備を急ぎで進めていた。

　俺も自分の部屋で旅支じ度たくだ。旅りよ行こう鞄かばんに必要最低限のものを入れていく。

　しかし、クーデターとはね……。吸血鬼とこれから交こう渉しようしようってときにその相手側でそんなことが起きるなんてさ。

　俺たち、何か変なものを引き寄せすぎだろう。……俺もそれに強く関与してそうで、なんとも言えないんだが……。

　息を吐く俺。ふと、部屋のドアがノックされた。

　入ってきたのは──匙さじだった！　これは珍めずらしい奴やつが来たわ。

「おっ、匙か。見送りに来てくれたのか？」

　匙が「ああ」とうなずいた。

　匙は俺の机の椅い子すに座って、困こん惑わく顔をしていた。

「……ヴァンパイアがクーデターとはな。まったく、いろんなことが起こるもんだ」

「俺もそれを考えていたところだ。リアスがあっちに行っている間にこんなことが起きるなんてよ」

「ギャスパーくんの秘密について訊こうとしていたんだろう？」

「ああ、どうにもそれどころじゃなさそうだけどな」

　リアスからの報告では、ヴラディ家との交渉は順調に続いているところだったのだが……。

「俺たちのほうはともかく、シトリーのほうはどうなんだよ？　ベンニーアとかルガールさんとかさ」

　俺がそう訊く。新しいメンバーが増えたことで、いろいろと変化もあっただろうしさ。

　匙が机に頰ほお杖づえをつきながら言う。

「新しいフォーメーションについては定まってきたよ。まあ、シトリーのほうはそれ以上に重要なものが本格的に動こうとしていてさ」

「へぇ、なんだ、そりゃ」

「会長が出資した学校の建造だよ。今度、正式に着工することになってさ」

「学校？　レーティングゲームのか？　すごいな！　確か、上級も下級も関係なく悪魔なら誰でも入れるところだよな？」

　そう、シトリー眷属──ソーナ会長は誰でも通えるレーティングゲームの学校を建てるのが夢だった。その学校の教員になることが匙の夢でもあったよな。

「ああ、第一号がようやくな。サイラオーグの旦だん那なも協力してくれていたから、これでも大分計画は早めることができたんだぜ？」

　サイラオーグさん、会長に協力していたのか。そっか、サイラオーグさんのお母さんはシトリー領の病院でお世話になっていたし、あのヒトが会長の計画に全面協力していてもおかしくない。

「次以降の学校の建造はまだまだ先になりそうだが……。それでも、階級関係なしに広く募ぼ集しゆうし始めていてよ、魔力に乏とぼしい子供たちも受け入れようって話になってる。もう、親おや御ごさんたちが子供を連れてきてさ、入学をお願いしてきてるんだってよ」

　匙はうれしそうにその話をしながらも少し語気に勢いがなかった。

　複雑そうに深く息を吐はきながら匙は続ける。

「……俺な、ほら、冥めい界かいの学校の教師になるのが夢だって言っただろう？　いざ、話が現実味を帯びてくると、怖こわくもなってさ……。もし、その学校が建ったら、将来ちゃんとした教師になれっかなって……。最低でも中級悪魔にならないとあっちで教員の免めん許きよが取得できないっていうんだ。俺、まだ下級だしさ……」

　いつも気合いをいれて学園を駆かけ回っていた生徒会役員の匙元げん士し郎ろうとは思えないほどの気弱な独白だ。

　匙は目を細めながら机に頰杖をつく。

「つーか、子供たちに何を教えていいのかさえわからない。サイラオーグの旦那は、魔力の乏しい子供たちに体術を教えるって張り切ってる。俺は……何を教えればいいんだろうな……」

　悩なやめる匙は自身の手のひらを見つめる。

「神滅具ロンギヌス所有者たちとの合同訓練でも俺は……禁手バランス・ブレイカーに至れないヘタレだしさ」

　……匙が言うように、俺たちは合同でジョーカー・デュリオや刃狗スラツシユ・ドツグ・幾いく瀬せ鳶雄さんとさっそくトレーニングをしたんだ。

　使い手であるデュリオと鳶雄さんは噂うわさ以上の能力を見せてくれて、俺も大いに苦戦を強いられた。ていうか、お互たがい本気を出したら無事に済まないことがわかったので、トレーニングは調整が必要と判断した。

　木場とやっているときは双そう方ほう実力がわかっているから、トレーニングのパワー出力を容易に調整できたんだけどね。今後も二人とトレーニングをするのなら、その辺りをすり合わせていかないといけないだろう。

　そのなかで匙は俺たちとのトレーニングに付き合ったものの、禁手バランス・ブレイカーに至れてはいなかった。

「まだ始まったばかりじゃねぇか。悲観的になるなよ」

　俺は匙にそう告げる。神滅具ロンギヌス所有者との修しゆ行ぎようは辛そうにしている面も見えたが、今後のやり方しだいだと思うし。

　匙が頭を下げる。

「……ああ、そうだな。ゴメン、俺、どうにも最近焦あせっててさ。暗くて変な話ばかり聞かせて悪い」

　悩める匙のことをソーナ会長から聞いている。

『サジはイッセーくんの成長に羨せん望ぼうの眼まな差ざしを送っているのです。そしてどうしても同期であるイッセーくんと己おのれを比べてしまい、自信を失いかけている……。イッセーくんのようになりたくてもなれないことがあの子を徐じよ々じよに追い詰つめているのかもしれません』

　……匙、俺がどうこう軽く言えるものではないけど、自分の強さにもっと誇ほこりを持ってくれ。おまえにはおまえの強さがあるんだから。

　俺は頭を振って話を続ける。

「いや、俺だってデュリオたちと戦って自分の足りない部分がよく見えたところもある。これからだろうさ。それに学校の話が聞けてよかったよ」

　シトリー眷けん属ぞくの野望が前進していると聞いて俺も素す直なおにうれしかった。

「ああ、今度、皆みんなと一いつ緒しよに学校を見に来てくれよ！　兵藤たちが訪おとずれてくる頃ころにはいい感じに工事も進んでいるだろうからさ」

「それは楽しみだ。……必ず、皆と行く」

「だから、リアス先せん輩ぱいを連れて帰ってこい。ギャスパーくんの秘密も探さぐってさ」

「ああ、もちろんだ」

　──と、途と端たんに匙が半眼になり、俺の持つ物に指を突つきつける。エロ本だ。

「それは……あっちで必要ないんじゃないか？」

「え？　これないと俺、生きていけないし……」

　エロ本の一冊ぐらい見み逃のがしてください！







　兵藤家の地下にある巨きよ大だい魔ま方ほう陣じんの中央にルーマニア出発組が集結していた。

　それを見送る形でレイヴェル、ソーナ会長、匙、シスター・グリゼルダ、黒くろ歌か、ルフェイ、オーフィスがこの部屋に来てくれていた。

　ジャンプの先はすぐにカーミラの領土だ。なんでも現地までの複雑な経路を行かなくてもいいように直接あちらの本ほん拠きよ地ちに転移魔方陣の展開ができるよう先方が配はい慮りよしてくれたという。

　……ぶっちゃけ、リアスたちが出発するときからそうしてくれれば良かったのにと思わなくもないが……。飛行機やらを経由してあっちに着いたわけだしさ。

　でもまあ、今回は緊きん急きゆうの召しよう喚かんだ。吸きゆう血けつ鬼き側も危機感を持ったからこそ、特例として俺たちの本拠地直入りを認めたのだろう。

　俺たちの格好は制服の上に防寒着という出いで立ちだった。あちらは現在日本以上の寒冷状態だそうだ。着ていって正解だろう。

「じゃあ、行ってきます」

　俺はここに残る皆にそう告げる。

「ええ、吉きつ報ぽうを待っています。ベンニーア、ルガールさん、彼らのフォローを頼たのみます」

《合がつ点てんですぜ》

「……ああ」

　会長の言葉に死神少女とルガールさんが応じる。

　我がマネージャーたるレイヴェルが一歩前に出て心配そうな表情を浮うかべていた。

「イッセーさま……」

「レイヴェル、心配すんな。必ず皆と一緒に帰って──」

　頭のひとつでも撫なでてあげようと思ったのだが──。

「ハンカチとティッシュはお持ちになられました？　あちらで書類や色紙にサインを求められることもあるかもしれないでしょうから、ペンも常に懐ふところにしまっておいてください。あと、ブレスケアと歯ブラシもいつでも使えるようにしておいてください。有名人は歯が命です！　赤せき龍りゆう帝ていはハードスケジュールなのですから時間は有効にお使いくださいましね。それとですね──」

　母親のごとく、俺の身み支じ度たくについて事細かに言い聞かせてきたのだった！

「大だい丈じよう夫ぶ！　大丈夫だって！　心配性だな、レイヴェルは……」

　ははは、レイヴェルらしいや。──と、レイヴェルは小包をひとつ渡わたしてくれる。

「これは先ほどお兄さまから届いたフェニックスの涙なみだですわ。なかに三つほどあるそうです。イッセーさまがルーマニアに行くと知ったら急いで送ってくださいました」

「え……ライザー……さんからねぇ」

　……おいおいおい、こういうのはリアスに送ったほうがいいんじゃないの？　いや、いまリアスいないけどさ……。俺宛あてかよ！　なんだかな、知り合いの男どもはなんで俺の好感度を上げようとしているんだ……？　お願いだから止めて！

　頭を振ふって気を取り直す俺は、黒歌とルフェイに視線を向ける。

「黒歌、ルフェイ、とりあえず、ここを頼むぞ」

「にゃはは♪　ま、この家だけは死守してあげるにゃ」

「あちらでヴァーリさまや兄に会うことがありましたら、よろしくお伝えくださいませ」

「ああ」

　うなずいた俺は最後にオーフィスに視線を移す。ラッセーを頭部にのせた龍りゆう神じんさま。「イッセー、邪じや龍りゆうはしつこい」

　……オーフィスはなんとなく俺たちが邪龍と遭そう遇ぐうする予感があるのかもしれない。俺もそんな気はしてるんだ。

「わかってるよ」

　俺はそれだけを伝え、改めて現地入りメンバーと応じあう。

「てなわけでオカルト研究部、ルーマニアに行ってきます！」

　朱乃さんが操作する転移魔方陣はいっそうジャンプの光を強めて──弾はじけていく。

　向かうはルーマニア！　課外授業といきますか！




　　　　─○●○─




　光が止やんだ先は──見知らぬ広い空間だった。

「よう、来たか」

　聞き覚えのある声のほうに顔を向けると、アザゼル先生がそこにいた。

　先生は歩み寄りながら言う。

「さっそくで悪いが移動するぞ。詳くわしい話は移動中の車内でする。エルメンヒルデ、案内を頼む」

　先生がそう言うと、傍かたわらから姿を現したのは先日駒王学園を訪れた吸血鬼の少女だ。

「かしこまりました。皆さま、カーミラの領地までよくぞお越こしになられました。──手前どもはギャスパー・ヴラディだけでよろしかったのですが……」

　俺たちを邪じや魔まそうに見てくる彼女。相変わらず刺とげ々とげしい言動と態度だ。

　彼女はこちらの心中など露つゆ知しらずに淡たん々たんと話を進めていく。

「到とう着ちやく早々で申し訳ございませんけれど、車まで案内致いたしましょう」

　言うやいなや、俺たちは転移してきた部屋を抜ぬけて、階段を上がる。どうやら、地下だったようだ。ここに着いてからすぐに強い寒さを感じた。防寒着の上からもそう感じたのだから、相当低い気温と言える。石造りの建物内を歩き、ついに外に出た。

　──外は深夜。そして一面雪景色だった。

　こっちはもう雪か。日本と同じ季節を巡めぐるっていってもルーマニアのほうが寒いっていうしな。しかも吸血鬼の領地は人里離はなれた山奥だ。極きわめて低温なのは当然と言える。

　エルメンヒルデはこの寒さでも白い息ひとつ吐かない。純血の吸血鬼だから、寒さとは無む縁えんなのかな。うちのヴァンパイアくんは……。

「さ、寒いですぅ……」

　ぶるぶると大いに震ふるえていた。……純血とハーフの差って、こういうところにも出るものなのかな。

「わぁ……」

　感かん嘆たんの息を漏もらすアーシア。彼女の視線を追うと──眼下に広がる光景は城下町だ。中央の立派な城を囲むように建物が建ち並んでいた。しかも周囲は雪山ばかりという絶景だ。

　すげえ、山奥にこんな立派な城下町があるなんてさ。しかも近代的な建物も散見するぞ。案外、吸血鬼も現代の人間の文化に感化されている面もあるんだろうな。

　ゼノヴィアが雪景色の城下町を見ながらつぶやく。

「あれが教会が長年探し求めていた吸血鬼の本拠地か。教会の戦士だった頃は、尻尾しつぽすらつかめなかったのに、まさか悪魔になってからここへ来られるなんてね。皮肉も相当効いているよ」

　まあ、それだけ当時と各勢力の関係図が変へん貌ぼうしたってことだろう。

　俺たちが出てきたのは領地の端はじっこにある監かん視し用の塔とうだったみたいだ。外敵の侵しん入にゆうを察知するための塔だ。その地下に転移用の魔方陣を展開したという。

　俺たちは塔を抜け出て、彼らが用意してくれていた二台のワゴン車に分乗して乗り込んだ。運転は先生とロスヴァイセさんだ。ちなみにロスヴァイセさんは運転免めん許きよをきちんと取得している。

「…………悪魔の趣しゆ味みは理解できませんわ」

　エルメンヒルデをはじめ、吸血鬼たちがルガールさんを見たときの反応が驚おどろきだった。皆一様に嫌けん悪おと畏い怖ふの表情をしていたからだ。ルガールさんはいったい……。

　そんなことがありつつも俺たちはカーミラの吸血鬼たちに別れを告げて、出発する。車中で俺たちは先生から説明を受けた。

「──っ！　ツェペシュの新たなトップが……ヴァレリー!?」

　俺は驚きよう愕がくの声を車中で吐はき出していた。

　当然だろう。クーデターが起きたとはいえ、まさか、あっちのトップがギャスパーの恩人だなんてさ！

「……ヴァ、ヴァレリーが……っ」

　ギャー助すけの狼ろう狽ばいぶりは凄すさまじいものだった。そうなって当たり前だ。救おうとしていたハーフヴァンパイアの子がツェペシュの頭になっているなんてさ。予想なんてできるはずがない。

「男性の真祖を尊ぶツェペシュ派のトップがハーフのしかも女性だなんて……。かなりのことがあちらで起こっているのは明白ですわ」

　朱乃さんがそう言う。

　ああ、俺もそう思う。純血たる真祖を尊ぶヴァンパイアが、ハーフの子を王に選ぶわけがない。それはエルメンヒルデと日本で会ったときに嫌いやというほど突つきつけられている。

　──世界には純血の吸血鬼とそれ以外の存在しかいないと彼らは断じているのだから。

　先生が言う。

「『禍の団カオス・ブリゲード』が裏から奴やつらを誘ゆう導どうしてそういう状態を作り出したんだろう。『禍の団カオス・ブリゲード』と手を組んでいるのは、ツェペシュの反政府グループだ。現政権への不満と、聖せい杯はいによる『弱点克こく服ふく』の恩おん恵けいに目がくらみ、テロリストどもの甘かん言げんに乗っかっちまったんだろうさ。強化した吸血鬼をカーミラ側にぶつけていたのもそいつらだ」

　……そんなことが起きたんじゃ、ツェペシュの城は相当混乱しているんじゃないか？　リアスたちへの心配が高まるなか、先生が言う。

「さすがにツェペシュの政府側もテロリストと結けつ託たくした反政府グループには対処できなかったのか、カーミラのもとに援えん助じよを求めてきたのさ。ツェペシュの王に貸しを作るのはカーミラとしても願ったり叶かなったりだろう」

　先生が息を吐きながら続く。

「んで通信でも言ったが、俺はツェペシュのほうも気がかりになったので行くことにしたってわけだ。さすがに俺だけじゃなんともしがたいんでな。リアスたちを迎むかえに行くのも含ふくめて、おまえたちを緊きん急きゆうに召しよう喚かんしたってことだ」

　先生は髪かみをかきながら言う。

「悪いな、おまえたち。どうにも荒あら事ごとになりそうだ。まずは話し合いをするつもりだが、戦せん闘とうも念頭に置いておけ。何せ、カーミラサイドも今回のクーデターの沈ちん静せいに参戦するっていうからな。報復の相手も断定できたんで、カーミラ側もやる気だ。すでにツェペシュの城下町を囲むようにカーミラのエージェントが配置されつつある。俺たちはそんななかに飛び込むことになる。なかで内情を探さぐり、場合によっては中央突とつ破ぱしなければならない。……あの野や郎ろうが関かかわっているのなら、高い確率でろくでもないことになる」

　……まあ、そんなことになるだろうとは予想していましたよ。先生が憎にく々にくしげに言う「あの野郎」ってのがもの凄すごく不安をかき立てられるが……。

　俺は息を吐いて苦く笑しようする。

「俺たちが召喚された時点でそうなるのはだいたいわかってましたよ。どうにもこの手のイベントに遭遇する確率がほぼ百パーなんで。──皆、覚かく悟ごして来てますよ」

　俺の言葉に他のメンバーも強くうなずいていた。

　それを確かく認にんして先生も不敵に笑えむ。

「ったく、変に若い連中がこの手の荒事に場慣れしちまうのも頼たのもしいやら申し訳ないやら。──俺たちはリアスと木場と合流し、あわよくばヴァレリーを連れ出せばいい。あとの始末はツェペシュの現政府側とカーミラ側がやってくれるだろう」

「……ヴァレリーは僕が……っ！」

　俺の隣となりでギャスパーが強い眼まな差ざしをし始めていた。

　俺がギャー助の肩かたを抱だいて言う。

「気負うなよ？　皆で助ければいいんだからさ」

「イッセー先せん輩ぱい……。はい！」

　よし、強い男の子になってきたじゃないか！

　後輩男子の成長に喜ぶ俺。ワゴン車はツェペシュとカーミラの領土を繫つなぐ巨きよ大だいな橋を抜けて、さらに進んでいく。

　二時間ほどの車での移動を終えた俺たちは、とある山の中腹にあるゴンドラ乗り場に到着していた。

　乗り場にて待つと、雪景色の向こうからゴンドラが向かってくる。

　ゴンドラの扉とびらが開いたのを確認して、先生が言う。

「これがカーミラ側が確保できたツェペシュ城下町に続くルートのひとつらしい。この先にツェペシュの城下町があるって話だ。……このゴンドラはツェペシュ派が敷しいた多重結界を通れる特別なものなんだとさ」

　俺たちは降りてきたゴンドラに乗り込んでいく。

　ゴンドラが動きだし、深夜の雪山を昇り始めた。外から風景を見ても雪山のみ。夜の悪魔の視力をもってしても、風景が変わらなければ意味もなさない、か。

　各おの々おの、ゴンドラのなかで待機しているが、ふと俺の視線にゼノヴィアの妙みような行動が映り込む。

　単語帳を取り出して、確認し始めたのだ。

「……ゼノヴィア、おまえ、何してんだ？」

　俺が訊きくと、ゼノヴィアが単語帳を見せながら言う。

「ん？　ああ、これか。これは単語帳だよ。日本の難しい文字、漢字を覚えるためのものさ」

　本当だ。単語帳に文字や漢字が書かれてる。

「へぇ。おまえが単語帳まで使って覚えるなんてな。テスト、そんな悪かったっけ？」

「国語は苦手だが、平均点を毎回超こえているよ」

　そういや、オカ研のメンバーって皆テストの点数良かったな。世せ俗ぞくに疎うとい戦士のゼノヴィアやイリナも紙の上での評価も難なくこなしている。

　ゼノヴィアは単語帳をめくりながら言う。

「やりたいことができたんだ。そのためにも知識が必要になってね。必死に覚えているところなんだよ」

　やりたいこと？　知識が必要？　いや、ゼノヴィアは世間知らずなだけで学校の勉強は十分にやれていると思うんだが……。疑問に首をかしげる俺。

　隣に座るアーシアが俺にこっそり教えてくれる。

「ゼノヴィアさん、実は学校の行事にとても関心を示すようになりまして……。学生という立場をもっと堪能したいとおっしゃっているんです」

　それは興味深いね。そういえば、ゼノヴィアは学校のイベント事に毎度楽しそうに参加していたな。体育祭も学園祭も全力で楽しんでいるようだった。

　イリナが横から出てきてゼノヴィアに言う。

「うふふ、私でよかったら日本の言葉を教えてあげるわ」

　しかし、ゼノヴィアは手を出して拒きよ否ひの姿勢を作り出す。

「いや、イリナの日本の知識は怪あやしいところが多々ある。独学か、リアス部長や朱乃副部長に訊いたほうが確実だ」

　途と端たんにイリナが不満の声を出した。

「な、何よ！　失礼しちゃうわ！」

　ゼノヴィアが嘆たん息そくして言う。

「この間、盛せい大だいに四字熟語を間ま違ちがえていたじゃないか。『弱肉強食』は弱者でも強者でも平等に焼き肉を食べられる権利を持つ──という意味ではないそうだぞ？　他国でも同じような言葉があるというのになぜ故国のだけ間違えるんだ……」

　そ、それは酷ひどい。イリナのやつ、変に日本を勘かん違ちがいしているからか、よく大きな間違いをするんだよね。

　イリナが目を泳がせながら言い訳をする。

「うっ……。そ、それは弱肉強食と焼肉定食のパロディを私が勘違いしていただけよ！」

「……自じ称しよう『日本育ち』か。ここまで来るとすごいと思えるよ」

　ゼノヴィアの一言にイリナは涙なみだ目めになって頰ほおを膨ふくらませた。

「じ、自称じゃないもん！　日本で生まれて育ったもん！」

「はいはい、わかったよ。焼肉定食のＡエース」

「うえーん！　ゼノヴィアがいじめるわ、アーシアさーん！」

　アーシアに泣きつくイリナ。

「え、えーと……今度、一いつ緒しよに日本語の勉強しましょうね、イリナさん」

「そんな！　アーシアさんまで！」

　アーシアの天然な返しにイリナはさらにショックを受けたのだった。

　ははは、ゼノヴィアとイリナの口げんかはなんというか、本当に微笑ほほえましいね。

　──と、俺は隣で小さく笑う朱乃さんに訊く。

「そういや、朱乃さん、シトリー出資の学校が建てられるって知ってました？」

「ええ、ソーナ会長から聞いてますわ」

　ま、朱乃さんならソーナ会長から聞いていて当然か。

　ロスヴァイセさんが会話に参戦する。

「私も聞きましたよ。会長さんから将来的にその学校の教師にならないかとオファーをいただいたほどです」

　──っ！　なんと、教師のオファーとな！

「マジですか!?　そ、それは知らなかった……」

　いや、あり得る話だ。ロスヴァイセさんは魔ま法ほうの使い手だ。その会長たちが建てる学校で魔法の先生として声がかかってもなんら不思議じゃない。

「それでロスヴァイセさんはどう返事を？」

　俺が問う。ロスヴァイセさんは難しそうに眉まゆを寄せていた。

「まだ考え中です。断る理由もなかったものですから。確かに駒王学園で教員になって、教職というもの──ヒトにものを教えることが楽しいと思えているのも事実ですからね。今度、その学校が建ったら一度見学に行こうと思ってます。そのためにも今回の事件が穏おん便びんに済めばいいのですが……」

　そうだな、シトリー眷けん属ぞくが出資した学校を見学に行くにもまずは今回の事件を解決しなきゃどうしようもない。

「じゃあ、皆で無事に日本に帰き還かんしたら、今度、その学校を見に行きましょうか」

　俺がそう言うとロスヴァイセさんも笑顔でうなずいてくれた。

「ええ、ぜひそうしたいですね」

　この手の話に入ってきそうなアザゼル先生が声をかけてこないので怪け訝げんに思っていると──ゴンドラの窓から眼下の風景を見つつベンニーアとルガールさんで話していた。

「──なるほど、では冥めい府ふは──」

《まあ、クソ親おや父じとハーデスさまの考えることなんざ──》

「──で、ルガールのほうもそちらの業界はどうなんだ？」

「……今回の騒さわぎに乗じようという動きは聞いていない。おそらく、一族は静観を決め込んだと見える」

「そうか、確かにおまえさんのところの一族は──」

　うーん、気にはなるが、俺が入っていったところで一から説明を受けることになり、会話の流れを悪くさせそうだしな。

　あとでそれとなく先生に訊いてみるかな。機会があればいいんだけど、あっちに着いたら、結構状況がぐるぐると展開しそうだ。

　入国を前にして俺たちはゴンドラ内で各自のやり方でリラックスを心がけていた。




　ゴンドラに揺ゆられること三十分──。

　山をいくつか越こえて着いたのは、ツェペシュ城下町近きん郊こうのゴンドラ乗り場だ。

　ゴンドラから出た早々に迎えの吸きゆう血けつ鬼きが数名現れる。俺たちを確認すると訊いてきた。

「アザゼル元総そう督とくと──グレモリー眷属の皆さまですね？　我らはツェペシュ派の者です」

　俺たちが無言でうなずく。もう把は握あくされているのか。まあ、密入国というわけじゃないしな。それを認識すると、彼らは紳しん士し的に招きいれる姿勢でこう述べた。

「こちらへどうぞ。リアス・グレモリーさまはツェペシュ本城でお待ちです」

　クーデターが起こったばかりだというのに、あっさり通してくれるものだな。

　つーか、リアスは本城にいるのか。ヴラディ家に滞たい在ざいしていたと聞いていたんだが……そっちに連れていかれて拘こう束そくされたのだろうか。

　彼らが俺たちを城に連れていく目的は……先生の神器セイクリツド・ギア知識だろうか。それとも……。

　思し慮りよしているヒマもなく、俺たちが連れていかれたのはゴンドラの外に待機している馬車だった。豪ごう華かな装そう飾しよくが施ほどこされている。貴族の来客仕様ってことかな？

　つまり、城から出てきたものなのだろう。これで城まで連行ってことか。

　……ふと、ベンニーアとルガールさんがいないことに気づく。きょろきょろと見み渡わたす俺に朱乃さんが耳打ちする。

「……お二人は別行動ですわ。独自に市街の様子を探さぐるそうです。いざというときの脱だつ出しゆつ用のルートも確保しておきませんと」

　マジか、音もなく消えていったぞ！　ツェペシュの吸血鬼たちにまったく感づかれずか……。

　吸血鬼たちも俺たちの数が合わなくなったことで戸と惑まどいの声が上がり、上に報告していたが、俺たちを通すことを優先されたためか、渋しぶ々しぶ馬車に乗るように促うながしてきた。

　俺たちはうなずき合い、馬車に乗り込んでいく──。

　……リアス、木場、もうすぐ会えるぞ。




　　　　─○●○─




　城までの道中、馬車の窓から見える町の光景は、別段変化も見られずといったところだった。

　クーデターが起こったにしては静かすぎるほどに、住民は町を普ふ通つうに歩いている。

　町中で破は壊かいされたあととかあるのかなって思っていたけど……そういう痕こん跡せきは一いつ切さいうかがえなかった。

　先生が言う。

「おそらく、住民に知られぬよう最低限の行動でクーデターを成功させたんだろう。となるとだ。謀む反ほんを起こした連中は、内政の深部にまで話をつけていたと見える。……聖せい杯はいを餌えさに貴族の上役を何名か丸め込んだのかもしれないな」

　……住民に知られず、内部で静かにクーデターを成功させたってことか。王やその側近も一方的に退たい避ひを余よ儀ぎなくされた──と。

　……内部に裏切り者が結構出たんだろうな。じゃなきゃ、そんなにスムーズにクーデターが成功するはずがないって、高校生の俺でも想像できるもの。

　町を通り抜け、ツェペシュの城に入ろうとする俺たちを乗せた馬車。

　巨きよ大だいな正門の壁が上に上がり、馬車が入城を果たす。

　城はグレモリー城に引けを取らない規模の大きさだ。石造りの古めかしい趣おもむきであり、異形が住む独特の魔のオーラも城全体から醸かもし出している。

　馬車の降り口で下車した俺たちはそのまま城の内部に通されて、仰ぎよう々ぎようしい扉とびらの前に連れてこられた。

　……明らかに玉座に続くって感じの大きな両開きの扉だ。魔物を象かたどった見事なレリーフが扉に刻まれていた。

「ここでしばしお待ちください」

　案内をしてくれた執しつ事じさんがそう告げて去っていく。

　数分ほど、扉の前に待つ俺たちのもとに、懐なつかしい声が聞こえてくる。

「イッセー！　皆みんな！」

　愛いとしいヒトの声を聞き、そちらに顔を向けると──メイドに付き添そわれたリアスの姿が！　後方には木場も付き添っていた。

「リアス！　無事でしたか？」

　俺が近寄り、そう訊きくと彼女は笑え顔がおでうなずいてくれた。

　ああ、変わらず美しい！　かわいい！　よかった！　リアスに何もなくて！

「ええ、なんとかね。……クーデターのことは察知したようね、アザゼル」

　リアスの言葉に先生がこくりと頷うなずく。

「ああ、何か起こるだろうなと思ってこいつらを召しよう喚かんして、ここまで連れてきた。文句はないだろう？」

　先生の問いにリアスは応じる。

「そうね。私もどうにかして皆を呼ぼうと思っていたから。ただ、この城に軟なん禁きんされていて、どうにも動けない状態だったのよ。けど、王にお招きいただいた割に今のいままで謁えつ見けんはなかったわ。そうこうしているうちに先ほど『お客さまが来たからついてきてほしい』と言われて……ここに来たというわけ」

　じゃあ、クーデターが起きている間は、特にリアスに変わったことは起こらなかったんだな。俺は木場に視線を移す。

「何事もなかったようだな、木場」

　木場が肩かたをすくめる。

「拍ひよう子し抜ぬけするほど、僕にも部長にも火の粉はかからなかったよ。内部で争っていてこちらにまで手を出すほど、ヒマではなかったんだと思う。少なくとも今のいままではね」

　そう言いながら、木場は両開きの扉に視線を送っていた。

　……そうか、役者が揃そろったから、まとめて面会というわけか。

　扉の両りよう脇わきにいた兵士──時代に取り残されたような鎧よろいに剣けんという出いで立ち──が俺たちを確認すると言う。

「では、新たな王への謁見を──」

　そう言うなり、彼らは巨大な両開きの扉を開けていく──。重々しい音を響ひびかせながら、扉が開かれた。

　先生が先に進み、そのあとにリアスが続く。俺たちはさらにそのうしろから歩を進めていった。

　広大な室内。下には真っ赤で大きな絨じゆう毯たんが敷しかれており、扉のレリーフと同デザインの魔物の刺し繡しゆうが金色に輝かがやいていた。

　絨毯の先には──一段高いところに玉座が置かれていた。

　玉座に座るのは若い女性。その玉座から少し離はなれた位置に若い男性も列席している。男性は人形のように美しい顔立ちだが、生気を感じさせないのは純血ゆえだろうか。

　広い王の間は、玉座の女性、玉座近くにいる男性のほか、兵士が数名と貴族服を着た者──やはり、こちらも中世の貴族という出で立ちだった──が数名という、意外にも少数の者しかいなかった。

　……もっといろんな奴やつがここにいて、俺たちを囲むものかと覚かく悟ごしていたんだが……案外静かなものだな。

　そうか、だからこそ、スムーズにクーデターが成功したわけだ。ここまで彼らは食い込んでいたんだ。王の座をすり替かえるだけの下準備を進めていたってことになる。

　……『禍の団カオス・ブリゲード』が協力したんだろうけど、俺たちの目の届かないところでこんなことをしているなんてね。

　いや、他の勢力と距きよ離りを置いていた吸血鬼の根城だからこそ、いらぬ邪じや魔まをさせずにここまで計画を通すことが可能だったんだろう。

　テロリスト組織の暗あん躍やくに嫌いや気けがさす俺だが、玉座を目の前にして姿勢を正した。

　玉座に座るのは砂色の色合いが強いブロンドを一本に束ねた女性──。あまり派手さのないドレスに身を包み、やさしそうな微笑ほほえみを浮うかべていた。

　歳としは俺よりも三つぐらい上に見える。端たん整せいな顔立ちだ。美女と言える。エルメンヒルデのように完全な人形じみた造形の美でなく、人間味も有する美しさだった。

　……このヒトがハーフだからこそ、吸血鬼、人間、両方の美を持っているのだろう。

　ただ──。このヒトが美女というだけだったら、俺は喜んでスケベ顔をここで見せていたかもしれない。でも……。

　このヒトの赤い双そう眸ぼうは──虚うつろだった。輝きを失った瞳ひとみ……。

　虚ろな眼めをした女性が俺たちにあいさつをくれる。

「ごきげんよう、皆さま。私はヴァレリー・ツェペシュと申します」

　その微笑みは──儚はかなさと痛々しさをもにじみ出している。

「あ、えーと、いちおうツェペシュの現当主──王さまをすることになりました。以後、お見知りおきを」

　……声こわ音ねはとても軽かろやかなものだ。でも……視線は朧おぼろ気げで誰をも正確に捉とらえていない。唯ゆい一いつ、見知った者を捉えて、視線を定めた。

「ギャスパー、大きくなったわね」

　ギャスパーに話しかけるヴァレリー。ギャスパーは……彼女の姿を把握して、悲ひ壮そうな表情を浮かべた。それでもギャスパーは無理矢理笑顔を作り出した。

「ヴァレリー……。会いたかったよ」

「私もよ。とても会いたかったわ。もう少し近くに寄ってちょうだい」

　招き寄せるヴァレリー・ツェペシュ。ギャスパーは彼女のほうに近寄っていく。ギャスパーの接近を兵も側近の吸きゆう血けつ鬼きも別段止めようともしなかった。

　ヴァレリーはギャスパーを抱だき寄せると一言漏もらす。

「……元気そうで良かった」

「うん、悪魔になっちゃったけど……僕は元気だよ」

「ええ、そのことは報告を受けていたわ。あちらでは大変お世話になったそうね」

「うん、友達や先せん輩ぱいもできたんだ。もう一人じゃないよ」

　ギャスパーの視線が俺たちに向けられる。ヴァレリーも俺たちを見て微笑んだ。

「まあ……ギャスパーのお友達なのですね。……あら」

　ヴァレリーはふとあらぬ方向に顔を向けると、

「────────。───────」

　聞いたこともない言語を口にして、何もない空間に一人話しかけていた。

　……悪魔に転生した俺は、すべての言語を共通のものとして捉えられる。それが、いままったく機能していない。この世のものとは思えない言葉を彼女は口にしているんだ。

　他のメンバーも彼女の言葉に眉まゆ根ねを寄せていた。俺と同様に彼女が口にする言語が理解できないんだろう。

　途と端たんに彼女はパァと顔を輝かせた。

「そう、そうよね。私もそう思うわ。え？…………けれど、それはまだ……──────────。────本当？　そうよねぇ……─────」

　なおも何もない誰もいない空間と話し続ける恩人の姿にギャスパーも強い戸と惑まどいの表情となっていた。

　先生がぼそりと言う。

「……おまえたち、あれを真っ正面から捉えるな。聖杯に引っ張られる。特にアーシア、ゼノヴィア、イリナ、教会出身のおまえたちはあれから視線を外しておけ」

　先生の言うことが即そく座ざに理解できたのか、アーシアたちは視線を床ゆかに移していた。

　俺が先生に訊く。

「どういうことですか……？」

「……あれが聖杯に取り憑つかれた者の末路だ。決して見てはいけないモノが見えてしまうんだよ。詳くわしい話はあとでする」

　パンパンと手を鳴らされた。手を鳴らしたのはヴァレリーの近くに待機していた若い吸血鬼の男性。

「ヴァレリー、その『方々』とばかり話しこんでいては失礼ですよ？　きちんと王として振る舞まわなければなりません」

　男性の話を聞いて、ヴァレリーは「そうでした」と笑顔で相づちを打った。

　ヴァレリーは虚ろな眼のまま、笑顔でこう続ける。

「うふふ、ごめんなさい、皆さん。でも、私が女王さまである以上、平和な吸血鬼の社会が作れるそうなの。楽しみよね。ギャスパーもここに住めるわ。だーれもあなたや私をイジメることなんてしないもの」

　……誰が見ても、それが彼女の本心からのものではなく、いいように騙だまされたものだとわかる発言だった。

　……ヴァレリーはクーデターを起こした者たちに利用されているのだろう。心も神器セイクリツド・ギアも深く、深く──。

「……ヴァレリー……」

　恩人の姿にギャスパーはただただ涙なみだを流す。

　アザゼル先生が若い吸血鬼の男性を睨にらんだ。

「よくもまあここまで仕込んだものだ。それを俺たちに堂々と見せるたぁ趣しゆ味みが悪すぎだ。おまえさん、この娘むすめを使って何をしたい？　見たところ、おまえさんが今回の件の首しゆ謀ぼう者しやなんだろう？」

　若い男性は人形のような端整な顔立ちを醜しゆう悪あくな笑みで歪ゆがませる。

「首謀者といえば、そうなのでしょうね。おっと、そういえば、ごあいさつがまだでした。私はツェペシュ王家、王位継けい承しよう第五位マリウス・ツェペシュと申します。暫ざん定てい政府の宰さい相しよう兼神器セイクリツド・ギア研究最高顧こ問もんを任されております。どちらかというと後者のほうが本職なのですが……叔お父じ上うえ方に頼たのまれましてね。一時的に宰相となっております。いちおう、系図的にヴァレリーの兄でして、ツェペシュの将来を憂うれいたかわいい妹が王としてどう吸血鬼の世界を変えていくのか、そばで見守りたいのですよ」

　ペラペラと軽い口調でそう述べた。王族かよっ！

　ヴァレリーに関しての発言はすぐに見え透すいた噓うそだと取れた。それほどの強きよう烈れつな悪意を感じさせる冷れい笑しようだった。

　先生が言う。

「……こちらがカーミラ側と接せつ触しよくしているのは知っているんだろう？　ここにまで招き入れてもよかったのか？」

　肩かたをすくめるマリウス。

「新政府はカーミラだろうと、堕天使の総そう督とく様であろうと友好的に交こう渉しようをしていきたいというスローガンを──。まあ、半分冗じよう談だんですが。いえ、正直な話、私は別に政治など、興味はあまりありません。それはクーデターに乗った私の同士に任せるだけですので。ただ、今回はヴァレリー女王があなた方に会いたいとおっしゃったものですし、私もあなた方に興味があったのですよ。何せ、協力者からよくあなた方のお噂を伺うかがっているものですから」

「まあ、それはこの際、置いておく。──では、主犯のおまえさんに訊きこう。なぜクーデターを起こした？　あの野や郎ろうの立案か？」

　いきなり、核かく心しんに触ふれる先生。相変わらずガンガン容よう赦しやなく訊くねぇ……。この場にいるツェペシュの吸血鬼たちもこのやり取りにどよめいていた。

　先生の問いにマリウスは平然とこう答えた。

「私が聖せい杯はいで好き勝手できる環かん境きようを整えているだけです。ヴァレリーの聖杯は興味の尽つきない代しろ物ものでして、いろいろと試ためさせているのですよ。はい、本当にそれだけでしてね。そのため、前王──父や兄上たちが邪魔でしたので、退たい陣じんしていただきました。『あの野郎』とは、あの方をさしているのでしょうが……今回の行動は我々が起こしたことです」

　…………。

　……なんてこった。

　こんな奴のためにこの国の内部がめちゃくちゃになってんのか……っ！

　それを聞いてもなおヴァレリーの表情は笑えみを浮かべたまま。……このヒトの心をここまで操ってんのかよ……っ！

　いまの発言でこの場にいる吸血鬼の貴族たちもざわついた。

「マリウス殿でん下か、それはいまここで話すべきことではありませぬぞ！」

「こ、ここは仮にも謁えつ見けんの間です！　ざ、暫定の宰相といえど、それ以上のことは謹つつしんでいただきたい！」

「相手はグリゴリの元総督とグレモリー家の次期当主なのですから、いまの発言を総意と取られてしまうと我々の立場がありませぬ！」

　マリウスの大だい胆たんな物言いに仲間であろう貴族服を着た男性たちですら、慌あわてて窘たしなめようとするほどだった。とうの本人は「これは失敬。早く宰相の任を解いてもらいたいぐらいです」と苦笑いと共に皮肉をかますしまつだ。

　なんつー態度だ。それにこんな態度を見せる者に対して、周囲の者も止められないって状じよう況きようも異常だぜ。やっぱり、このマリウスってのが全部を握にぎっているとみていいのか。

　腸はらわたが煮にえくり返ってきた俺。見れば仲間たちも嫌けん悪おの感情を最大にして、マリウスを睨んでいた。

「……酷ひどいです。酷すぎます」

　やさしいアーシアはこの現状に涙を流す。

「……ヴァレリー・ツェペシュは解放できないというのね？」

　リアスがそう訊くが、マリウスは「当然です」と返すだけだった。

「話し合いは無む駄だだよ、リアス部長」

　いままでにないほど冷たい表情のゼノヴィアは亜空間からデュランダルを取り出そうとしていた。ゼノヴィアのやつ、キレてやがる！

「こいつを消してさっさと帰ろうじゃないか。このヴァンパイアは生きていても害になるだけの存在だろう」

　ゼノヴィアは吸血鬼にいい感情を持っていない。マリウスの強烈な正体を見て、それが一気に噴ふき出したのだろう。

「おやめなさい、ゼノヴィア！……相手は宰相なのよ」

　たしなめるリアス。

　マリウスは聖せい剣けんを取り出すゼノヴィアを見ても平然と笑みを浮うかべるだけだった。

「怖こわいですね。では、ボディガードをご紹介致しましょうか。私が強気になれる要因のひとつをね」

　指を鳴らすマリウス。刹せつ那な、俺たちを突とつ然ぜんの悪お寒かんが襲おそう！

　──ッッッッ!?

　一いつ瞬しゆんで全身の毛穴が開き、体中を冷たいものが通り抜ぬけていくのがわかった。

　強大な何かにターゲッティングされたかのような感覚。自分が危機的状況に置かれていると認にん識しきさせるだけのプレッシャー。

　俺だけではなく、オカ研メンバー全員が険しい表情で視線を一点に集中させていた。

　俺もそちらに目を向けると──そこには黒いコートに身を包んだ長身の男性が一人、柱に背を預けていた。

　金色と黒色が入り乱れた髪かみ。その双そう眸ぼうは右が金で、左が黒という特とく徴ちよう的なオッドアイだった。黒ずくめの男性は俺たちを一いち瞥べつしたあと、目線を床に移してしまった。

　強こわ張ばった表情に脂あぶら汗あせを噴き出させながら、木場が言う。

「……明らかに一人だけレベルが違ちがいすぎるね。感じからすると吸血鬼ではないようだけど……」

　木場もそう感じたか。ああ、俺もだ。あれはヤバい。この王の間で一番危険だとしたら、あの男だ。

　体に漂ただよわせる静かなオーラは、その実、あり得ないほどの濃のう密みつさをにじませている。

　……強敵ばかりと戦ってきたからか、俺でもわかっちまうんだわ。

　──あれは怪かい物ぶつクラスの強つわ者ものだ。

　ゼノヴィアも頰ほおに伝う汗を拭ぬぐいながら言う。

「もし、あの男がクーデターに関与したというのなら、それは成功するだろう。あれに対処できる者など、現在の吸きゆう血けつ鬼きにいるかどうか怪あやしいからね」

　全員が黒ずくめの男性のプレッシャーに気け圧おされているなか、ドライグが俺の内に語りかけてくる。

『レベルが違いすぎて当然だ。あれはいまのおまえたちでは対応できないだろうからな』

　……ドライグ、知っているのか？

『ああ、人間の形を取っているが、ひと目でわかったよ。──三日月のクレツセント・暗黒龍サークル・ドラゴン、クロウ・クルワッハだ。邪じや龍りゆうのなかでも最強と称しようされるドラゴンだよ』

　──ッ!?

　……マジかよ。あれが……邪龍最強の一角、クロウ・クルワッハ……ッ！

　息を吞のむ俺。邪龍グレンデルと相対したことのある俺でも、男性が漂わせるオーラは、あのイカレたドラゴンよりも危険なものだと認識できるほどだぞ……っ！

『絶対にやるな。成長しているおまえなら大たい概がいの敵は相手にできると俺も思っていたが……あれは別だ』

　……ちなみに訊きたいんだが、あっちはこっちをわかっているのか？

『ああ、おまえが赤せき龍りゆう帝ていだと把は握あくしているはずだ』

　……怖い怖い。あとで「戦ってくれ」と言われないよう願うだけだな。

　皆にこの事実をどうやって伝えようか……。

　マリウスは再度パンパンと手を鳴らした。

「今日はここまでにしましょうか。お部屋をご用意しています。皆さまもしばしご滞たい在ざいください。ああ、そうでした。ヴラディ家の当主様もこの城の地下室に滞在しておりますのでお会いになるとよろしいでしょう」

　謁見はその言葉をもって終わりを迎むかえ、俺たちは王の間からの退室を余よ儀ぎなくされた。

　マリウス・ツェペシュ──。こいつがクーデターの首謀者で危険そうな相手だってのはこの数分でよーくわかったぜ。

　黒ずくめの男性──クロウ・クルワッハを視界に捉とらえつつも俺たちは王の間をあとにした──。







　王の間を出た俺たちは、用意したという部屋まで案内されていた。

　マリウスとのやり取りで不ふ機き嫌げんな調子だった先生がぼそりと言う。

「……吸血鬼とは思えない異い端たんの男だな」

　リアスもうなずいていた。

「ええ、誇ほこりや血筋よりも己おのれの欲求を満たすために動いている吸血鬼なんてそういないわ」

　確かに、あのマリウスという男はエルメンヒルデなんかとは明らかに違う性質だったな。言動は少ししか聞いてないが、己の欲望に素す直なおだって気がした。

　先生が目を細める。

「だからこそ、あの手合いは厄やつ介かいだ。種族の定めたルールを全速力で突つき破ってくるからな。このクーデターもそこから始まったんだろう。それに乗っかった者たちが、あそこにいた貴族どもだ。マリウスは己の欲求のため、政治家に協力者が必要だった。あいつに乗った政治家──お偉えらいどもは聖杯による強化と、現政府への不満解消を同時に叶かなえた。聖杯によって蘇よみがえらせた邪龍がいれば王側の打だ倒とうも容易たやすかっただろうよ。……それらをおこなわせた切きっ掛かけは『奴やつ』なんだろう……。鎖さ国こくされている国だからこそ可能な腐くさった貴族とテロリストどもの宴うたげだったわけだ」

　……他の勢力と国交を持たない国で起こったお家騒そう動どうか。そこにテロリストが関かかわったと。それに巻き込まれた俺たち。うーん、厄介ごとばかりだぜ！

　廊ろう下かを歩きながら俺はリアスに訊く。

「本来のツェペシュの当主──王さまは今どこにいるんですか？」

　あのマリウスの野郎の父がどうなったのか気になったんだ。

「……瀕ひん死しの重傷を負い、現在はこの領土から退たい避ひしているそうよ」

　ケガを負ったのか。よほどの交代劇があったようだ。あんな凶きよう悪あくそうな邪龍がボディガードについている以上、どうしようもなかったのはわかる。ツェペシュの王さまがどれほど強いかは知らないが、あんなのを相手にしたら逃にげの一手しかなかっただろうさ。

「ツェペシュの王側はカーミラ以外に助けを呼んでいないんですか？」

　俺がいちおう訊いてみる。先生は嘆なげくように息を吐はくだけだった。

「ああ、呼んでいないだろう。『禍の団カオス・ブリゲード』が裏で関わっている以上、他の勢力も介かい入にゆうしようと根強く交渉しているだろうが、いまのところそれは叶っていない。特例で俺たちは迎え入れられたがな」

　国のピンチでも吸血鬼以外には助けを求めない。ここまでくるとイカレているとしか思えないが、彼らには彼らの価値観があるんだろうな……。俺にはわからん。

　ふと、先ほどの謁見で気になったことをアザゼル先生に訊きく。

　ヴァレリーが何もない場所に話しかけていた件だ。

「……彼女は何と話していたんですか？」

　先生は目元を厳しくしながら言う。

「……あの世の亡もう者じやどもさ」

　亡者……ときたか。

「地じ獄ごくの……冥めい府ふとか冥界に行った人間の魂たましいですか？」

　なんとなく、俺が想像できるのは死者の魂とかなんだけど……。怨おん霊りようとか邪じや霊れいとかさ。

　先生が続ける。

「人間のものもあれば、それ以外の異形のものも……混在しすぎて元がなんなのか、いまがどういう状態なのか、それすらもわからない存在と話していたんだよ」

「よ、よくわからないんですけど……」

「よくわからないモノと話していたと思えばいい。……聖せい杯はいを酷こく使ししたせいで相当な精神汚お染せんが進んでいるな」

　精神汚染か。それは理解できそうだ。……表情からしてまともじゃなかったもんな。

　先生の言葉にリアスもうなずく。

「ええ、私もすぐにわかったわ。──ヴァレリー・ツェペシュは心、感情を曖あい昧まいなものにしている、と」

　ああ、リアスの言う通りの状態だったと思う。目も虚うつろで、表情もぎこちないものだった。

「……ヴァレリーにいったい何が……」

　表情を曇くもらせるギャスパー。一番ショックを受けているのはこいつだろう。ヴァレリーの顔を見たときからずっと泣きそうな顔をしている。

　少し前のこいつなら、しくしくと泣いていてもおかしくない状況だろう。

　先生は言う。

「──聖杯だ。生命の理ことわりに触ふれ、命とは、魂とは、それらがどういうものか、神器セイクリツド・ギアを使えば使うだけ、その『作り』を強制的に知ることになる。命の情報量ってのは、思っている以上に果てしなく膨ぼう大だいだ。聖杯を使うたびに生きた者、死んだ者、様々な者たちの精神、概がい念ねん、そんなものを取り込んでしまうのさ。自身の心に、魂にな。……無数の他者の意識が心に流れ込み、浸しん食しよくしてきてみろ。……壊こわれて当然だ」

　……魂に無数の意識が流れ込んでくる……。俺が歴代赤龍帝の怨えん嗟さに包まれたとき、心がどうにかなりそうだった。黒い感情に支配されそうになった。

　ヴァレリーは──それよりも強きよう烈れつなものに強制的に何度も触れさせられてしまっているのか。俺の場合は歴代赤龍帝の残留思念だったが、彼女の場合はそれを超こえた代しろ物ものがなだれ込んできてしまったのだろう。

「じゃあ、彼女は……」

　ロスヴァイセさんの言葉に先生は息を吐く。

「もう、普ふ通つうの状態じゃない。亡者が話しかけてくるのもその特性の一いつ端たんだ。奴らと楽しげに話してしまっている時点で精神汚染は致ち命めい的な領域に突とつ入にゆうしている。マリウスは、ヴァレリーに聖杯を相当使用させたな。……滅ほろんだ邪龍を現世に蘇らせるほどだ。その使い方は大規模で大だい胆たんかつ乱用も極きわまりない」

　……致命的か。あれほど凶悪な邪龍グレンデルも先ほどのクロウ・クルワッハも復活させた。あいつらレベルのドラゴンを蘇らせるのに強いられた環境は想像を絶するんじゃないだろうか。その末に心が壊れてしまってもおかしくはない。

　いや、それでもギャスパーは彼女を救いにここまで来たんだ。助けられる方法も探さぐりたいじゃないか。

「先生、助ける方法はないんですか？」

　俺が問う。先生はあごに手をやりながら、思し慮りよしている様子だった。

「……まずは聖杯、神器セイクリツド・ギアの活動自体を──」

　先生はそこまで言って口をつぐんだ。

　前方から歩いてくる誰かに気づいたからだ。

　……廊下の先から、銀ぎん髪ぱつの中年男性。歳としは四十代ほどだろうか。

　──っ。

　……俺は、いや、俺たちはその男性が身につけているものを見て言葉を失う。

　──サーゼクスさまと同様の魔ま王おうの衣い装しようをしているからだ。

　ただし、こちらは真しん紅くではなく、銀色が目立つものとなっているが……。面おも影かげもどこか、見知っているようにも思えて……。

　身に漂わせるオーラの質から悪魔なのは理解できる。……底知れない不気味な雰ふん囲い気きのオーラを有しているが……。

　先生が──両目を見開き忌いま々いましそうな表情をもって男性を迎えようとしていた。

　男性がこちらを視界に映すなり、見た目の歳よりも無む邪じや気きに思える笑みを作り出す。

「およよ？　こいつぁ、奇き遇ぐうだな♪」

　想像以上に軽い口調で気軽に話しかけてくる男性。

　先生は何か溜たまっていたものを吐き出す勢いで言う。

「…………やっぱり、てめえなのか……っ！」

　その反応を嬉き々きとして受け入れる男性。

「んほほっ！　おっひさしぶりぶり♪　アザゼルのおっちゃん、元気そうじゃん？」

　……アザゼル先生よりも年上に見えるが……悪魔であれば見た目は好きに変えられる。

「……アザゼル、誰なの？」

　リアスにも覚えがないようで、先生に確かく認にんを取っていた。

「…………リゼヴィム。若いおまえでも、この名を親から聞いているはずだ。グレモリーであれば知っていて当然の男だろう」

　その名を聞いて、リアスの表情がかつてないほどに強こわ張ばった。

「──ッ!!…………ウソ……でしょ？」

　声が震ふるえるほどに驚おどろいている様子のリアス。……なんだ、リゼヴィムってなんだよ。

　先生とリアス以外は名前にも覚えがなく、疑ぎ問もん符ふを浮うかべている状態だった。先生が男の紹しよう介かいをし始める。

「…………こいつのクソったれな顔は忘れられねぇよ。なあ、──『リリン』、いや、リゼヴィム・リヴァン・ルシファーッ！」

　──ッ!?

　ル、ル、ルルルルルルルルルルルルル、ルシファーッ!?

　いや、ちょっと！　ルシファーって！　なんで魔王さまの名前がここで出てくるんだよ!?　それを名乗っていいのは、サーゼクスさまと……。

　俺はそこまで頭に巡めぐらせて、ひとつの可能性に行き着く。

　……もう一人、ルシファーを名乗れる奴を俺は知っている。

　男性──リゼヴィム・リヴァン・ルシファーと呼ばれた存在は口の端はしを愉ゆ快かいそうに笑えます。

「そーんな、怖こわい顔すんなよぉ。老ふけちゃうぞ♪」

　……いまだ軽い口調の男。

　俺は先生に問う。この頭に浮かんだ予想が本当かどうか知りたくなった。

「……先生、ルシファーって」

「ああ、正しよう真しん正しよう銘めいの前ルシファーと──悪魔にとって始まりの母たる『リリス』の間に生まれた息子むすこ。『リリン』として聖書に刻まれた者。──そして、歴代最強と称しようされる現白はく龍りゆう皇こうヴァーリの実の祖父だ」

　──ッ！…………ヴァーリの、そ、祖父……。ヴァーリの祖じ父いさんッ!!

　そして、前ルシファーの息子でもあるっていうのか!!

　そう、いままで考え至らなかったけど、よくよく思えばヴァーリはルシファーの血族であり、親だって存在していた。あいつだって、無から生まれたわけじゃない。ヴァーリは確かに自分のことを前ルシファーのひ孫だって言ってた。系けい譜ふとしては前ルシファー→目の前の男性→ヴァーリの父親→ヴァーリということになる。

　血けつ縁えん者がいて当然だった。だから俺はルシファーと聞いて思い浮かんだのは、サーゼクスさまとヴァーリだ。

　この男性の銀髪はヴァーリの色合いとそっくりであり、面影もどことなくあいつを思わせる。まさか祖父さんとはね……。

　しかし、そのヴァーリの祖父さんがなぜここにいるのか？　謎なぞだらけのなかで、先生が続けざまにこう口にした。

「そして、こいつがいまの『禍の団カオス・ブリゲード』の首領だ。俺がここに来るまでの間、ずっと言っていた『あの野や郎ろう』ってやつだ」

『──ッッ!?』

　ここにいる全員が驚きで言葉を失っていた！　と、当然だろうがッ！

　こ、このおっさんが……現『禍の団カオス・ブリゲード』の……首領ぉぉぉっ!?

　じゃ、じゃあ、ユーグリットが言っていた新たなボスってのが……このヴァーリの祖父さんだってのか!?

　……『禍の団カオス・ブリゲード』は今回の吸きゆう血けつ鬼きのクーデターを裏で手伝っていたという。だから、このおっさんがここにいてもおかしくないっつーことか……？

　いや、だからって、そんな……。ヴァーリの祖父さんが、前ルシファーの息子が、『禍の団カオス・ブリゲード』の首領かよ。確かに旧魔王派っていう反政府の連中があっちに集まっていたが……。

　このおっさんもシャルバ・ベルゼブブみたいに憎ぞう悪おで動いているっていうのか……？

　疑問の尽つきないなか、リアスがつぶやく。

「過去、まだ前魔王の血族が冥界を支配していた頃ころ、リゼヴィム・リヴァン・ルシファーは当時のお兄さま──サーゼクス・グレモリーとアジュカ・アスタロトさまと並び『超ちよう越えつ者』として数えられていたわ」

　……『超越者』。先生から、かつてそう呼ばれる悪魔が過去に三名だけ出現したとは耳にしたことがある。あまりに他とは違ちがう桁けた違いの能力を持ち、本当に悪魔であるのかさえ疑わしいとされるイレギュラーな存在。それが『超越者』。現悪魔世界にはサーゼクスさまとアジュカ・ベルゼブブさまが現げん役えきで存在されていた。

『超越者』の一名は姿をくらましてしまったと聞いていたが……このおっさんがその最後の一人だっていうのかよ……っ！

　先生が忌いま々いましそうに言う。

「こいつが姿をくらましてから、二名の『超越者』──サーゼクスとアジュカが現悪魔を引っ張ってきた。ま、こいつはもともと前魔王一派の中心の一角だった。平和、種の存続を願うサーゼクスどもと話が合う道理はねぇよな」

　そりゃ、テロリストの頭になっているぐらいだからな……。

　先生が続ける。

「悪魔側の旧政府と反政府の内戦時、途と中ちゆうで姿を消した男が今いま頃ごろになって……。今いま更さら、旧魔王派の連中のごとく現悪魔政府への怨えん恨こんではないんだろう……？」

　先生の問いかけにリゼヴィムは不快な笑いを廊ろう下か中に響ひびかせる。

「うひゃひゃひゃひゃ、ま、やりたいことができたから帰ってきたっつーだけだ。アザゼルおじちゃんも元気してた？　なんか、全勢力と和平結ぼうとめっちゃがんばってるそうじゃん？　俺、マジ応おう援えんしたいわ～♪」

　ふざけた口調だ！　さっきから発言ひとつひとつが軽くて、邪じや気きを孕はらんでる！

　見た目以上に軽々な口ぶりにこちらの調子も狂くるっちまうよ！

　リゼヴィムがリアスに視線を移す。

「紅べに髪がみのお嬢じようちゃん、お兄ちゃんは元気かな？」

「……お兄さまに何か含ふくむものでもあるのかしら？」

「ないわけじゃねーな。同じルシファー名乗ってんだしぃ。でも、まあ、どうでもいいっちゃーどうでもいいんだけどね。いずれ、会いそうだからよろしく言っておいてちょーよ？」

「…………ッ！」

　ふざけた言葉にリアスも眉み間けんにしわを寄せていた。

　相手の立ち位置がわかったところで全員が身構えるが、リゼヴィムは一向に戦せん闘とう態勢を取ろうとしなかった。この状じよう況きようを見てケラケラと笑うぐらいだ。

「ま、シャルバくんや他の前魔王の血族みたいに憎悪やら、怨恨やらで動いているわけじゃねぇさ。悪魔の政治なんざ、サーゼクスくんたちで十分だろうし？　俺は俺で別のやりたいことを、この組織を使って実行したいだけなんだよー？」

　先生がこめかみに血管を浮き出させながら憎にく々にくしげに言う。

「……ここでおまえをぶん殴なぐってそれの邪じや魔まをするってのもアリなんだが……ここは俺たちにとってまだ正式な協力関係を結んでいない中立の国だからな。簡単に手を出すわけにもいかないか。どうせ、この国では表面上正体を偽いつわってＶＩＰ扱あつかいを受けているんだろう？」

　先生の問いにリゼヴィムはいっそう不快な笑いを発す。

「うひゃひゃひゃひゃひゃひゃっ、そうそう、その通り。俺はマリウスくんの研究と革命の出資者でね。いまの暫ざん定てい政権にとっては国こく賓ひん扱いなのですよ。ここで俺に手を出すのは得策じゃねぇな。負けるつもりもねぇけどよ？」

　──っ！　いつの間にか、気配もなく男の背後から小さな人ひと影かげが現れていた。

　……背の低い少女。黒いドレスに身を包んだ……って！

「……マジか」

　俺はその姿に声を詰つまらせる。

　──オーフィス、そっくりだ。

　リゼヴィムはオーフィスに似た少女の頭に手を置く。

「奪うばったオーフィスの力を再形成して生み出した我が組織のマスコットガール──リリスちゃんだ。よろしくね～♪　俺のママンの名前をつけてみたのよ。いいでしょー」

　……やっぱり、そうなのか！　曹そう操そうがサマエルの力で奪ったオーフィスの力！　『禍の団カオス・ブリゲード』に捕とらわれたままのその力はあんな少女の姿に変えられていた！

「…………」

　無言と無表情。オーフィス以上に見た目からは何も感情を感じられない。

　リゼヴィムが言う。

「この子、ちっこいけど、腐くさってもオーフィスちゃんなんでめっちゃ強いよ？　僕ちゃんの専属ボディガードでもあるの～。ユーグリットが留守の間はこの子が僕ちんを守ってくれます！　おじさん、感激！　ちっこい子が強いってロマン溢あふれるよね♪」

　少女からにじみ出る言いようのないプレッシャー。先ほどのクロウ・クルワッハと同様、畏い怖ふすべき存在感を醸かもし出してくれている。

　……邪じや龍りゆうの最強格、前ルシファーの息子、それにもう一人のオーフィス──。

　想像を遥はるかに超こえた者たちが、この城に集まってやがるっ！

「んじゃ、俺はマリウスくんにお話があるのでここを通らせてもらうよ？　ここでは平和に過ごしましょうね～。ここはヴァンパイアくんたちのお家うちなのですよ～。ケンカはよくありませ～ん。プライドが高くて、鎖さ国こくなお国は最高です♪」

　心底楽しげにリゼヴィムはもう一人のオーフィスを付き従えて、俺たちの横を通り過ぎていく。

　俺たちは……ただじっと何もできずに奴やつらが通るのを見ているしかなかった！

　去っていくなかで先生がリゼヴィムに告げる。

「リゼヴィム、ヴァーリがおまえを狙ねらっているぞ」

「あーあー、そういやー、俺っちの孫息子くんをグリゴリが育ててくれたんだったな」

　リゼヴィムが振ふり返り、先生に訊きく。

「ちったぁ、強くなったん？　俺ん家ちの愚ぐ息そく──あいつの父親よりは強かったけどさ」

「いずれ、おまえの首も取れるさ」

　それを聞き、口の端を最大にまで笑ます。

「わーお、そりゃ、おじいちゃんとしてはむせび泣きそうだわ」

　ふとリゼヴィムの視線が俺に移った。楽しげに目を細める。

「現赤龍帝ねぇ。グレートレッドとオーフィスの力を有する唯ゆい一いつの存在っつーとプレミアム感満まん載さいだわな。──うち来ない？」

　──っ！　勧かん誘ゆうかよっ！　冗じよう談だんじゃねぇ！

「行くわけねぇだろ」

　間かん髪はつ入れずに拒きよ否ひする俺！　それを見てリゼヴィムは愉快そうに笑う。

「あらら、そりゃ残念♪」

　不快な笑みを残してリゼヴィムは廊下を進んでいく。後ろ手に手を振りながら──。

「吸血鬼カーミラと結けつ託たくしてクーデター返しをするなら、いつでもいいぜぇ♪　すんげえ期待してっから」

　最後までふざけた口調の中年男性──リゼヴィム。

　──と、盛せい大だいな破は砕さい音が廊下に響き渡わたる。

　珍めずらしく、先生が怒いかりを抑おさえることができずに廊下の壁かべを拳こぶしで破は壊かいしていた。

「……ヴァーリ、おまえの気持ちが理解できて仕方ないよ」

　魔ま境きようと化しているツェペシュ本城──。

　俺たちは、用意された部屋に移動したあと、地下室にいるというヴラディ家の当主──ギャスパーの父親に会いに行くことにしたのだった。







　Life.2　闇やみ夜よの血族







　城のなかは、静せい寂じやくであり、すれ違うのはメイドと巡回中の兵士ぐらいのものだった。

　俺たち──オカルト研究部の面々はギャスパーの父親が閉じ込められているという地下室までメイドに案内してもらっていた。

　リアスとギャスパーはヴァレリーが面会したいとのことで王の部屋に連れていかれ、先生はマリウスの息がかかった上役の吸血鬼らしき者についていった。

　前者は単にヴァレリーの話し相手だろう。後者は先生の神器セイクリツド・ギア知識について聴ききたいためだと思う。

　……んで、俺たちは待機させられていたのだが、ギャスパーパパとの面会は許されていたので、会いに行くことにしたんだ。

　石造りの城内。明かりを持ったメイドが先導していき、地下への階段を下りていく。

　しばらく下ったあとで広い空間に出た。扉とびらがいくつも存在し、そのひとつにメイドが歩み寄った。

「ここがヴラディ家当主さまがおられる客室でございます」

　客室、ねぇ……。貴族を迎むかえ入れるには大分質素な場所だけど……。牢ろう屋やみたいな場所でないだけ、マシなのだろうか。

　メイドはノックのあと「お客さまがお見えです」と中の者に報告する。施せ錠じようされた扉を開き、中に入るよう俺たちを促うながした。

　俺たちはうなずき合い、入室していく。

　中は……思ったよりも随ずい分ぶん豪ごう華かな造りの室内だった。天てん井じようには高そうなシャンデリア。部屋の家具もすべて高級感溢れるものばかり。

　なるほど、貴族が幽ゆう閉へいされてもあまり差し障さわりなさそうな造りだ。

　中のソファに座る人物が俺たちを捉とらえると立ち上がった。

　若い金きん髪ぱつの男性だ。三十代ほどだろうか。父親らしく、ギャスパーに面おも影かげがある。

　朱あけ乃のさんが一歩前に出てあいさつをする。

「はじめまして、私たちはリアス・グレモリーさまの眷けん属ぞく悪あく魔まです。私はリアス・グレモリーさまの『女王クイーン』、姫ひめ島じま朱乃と申します。このたびはごあいさつだけでもと思いまして、この場に馳はせ参じさせていただきました」

　リアスが不在時、朱乃さんが眷属の長だ。失礼のないよう優ゆう雅がに振る舞まった。

　男性はひとつうなずくとソファに座るよう促してくれた。

「どうぞ、お座りください。──アレ、いえ、ギャスパーについて、話をしに来たのですね？」

　用件はすぐに理解されたようだ。

　朱乃さんがソファに座り、俺たちはその背後に並ぶように立った。

　……ギャスパーに面影があるけど、あいつよりも顔色が悪く、どこか作られたような美を感じさせる。影かげもないしな。純血の父君ということなのだろう。

　ギャスパーの親おや父じさんが口を開く。

「すでにリアスさまとは話をしましてね。お互たがいにアレの情報を交こう換かんしあいました。今後、アレの処しよ遇ぐうを巡めぐってグレモリーとヴラディでどうしたらいいのか話し合いを進めるなかで私がこの城に召しよう喚かんされまして……情けない話ですが、ここに幽閉されたのですよ。まさか、こんなにも静かにクーデターが起こり、ツェペシュ王が退かれるなど、想像もしていなかったものでしてね。私が幽閉されたことで、マリウス殿下側が息子むすこにリアスさまをこの城に連れてくるよう命じたようです」

　話の内容の割に落ち着いた声こわ音ねだ。特にこれといって動どう揺ようしている様子もない。この状況を受け入れている様にさえ、見受けられる。

　……しかし、先ほどから気にかかることがある。

　アレ、と口にしていることだ。

　それって、あまり思いたくはないけど……。

　引っかかる俺をよそに朱乃さんが問う。

「アレ、ですか」

「アレは……ギャスパーは悪あく魔まとしては機能しているのですね。リアスさまからそれを聞き、正直驚おどろきました」

　実の父親が「アレ」呼ばわりか。

　……ひでぇな。いくら純血と非純血で区別しているからって、実の息子をそんなふうに呼ぶなんてさ……。

「……ギャスパーくんのお母さまはやはり……」

　朱乃さんがそう訊くとギャスパーの父親は首を縦に振る。

「ええ、すでに亡なくなっております。アレを産んだ直後にね」

「難産だったと？」

　朱乃さんの問いにヴラディ家当主は初めて表情を変化させる。目元を細め、眉まゆ根ねを寄せた。

「……いえ、ショック死です」

　──っ！

　そりゃ、どういうことだ？　全員が訝いぶかしげに感じるなかでギャスパーの父親は手を組み、恐おそろしげに話を続ける。

「彼女の腹から産まれたのは──禍まが々まがしいオーラに包まれた何か別のモノでした」

「何か？」

　朱乃さんも当主の言葉の意味がよく把は握あくしきれずにいる。俺たちもそうだ。

　この親父さんが何を話しているか、まったく理解できねぇ。

　俺たちが知っているギャスパーとこのヒトが知っているギャスパーでは、決定的な違ちがいがあるように思えてならない。

　当主は絞しぼり出すように口にしていく。

「……生まれたとき、アレは……人の形をしていなかったのです。黒くうごめく不気味な物体が腹から出てきた。形容しがたい何かが母体より生まれ出た。人でもなく、吸きゆう血けつ鬼きでもなく、怪かい物ぶつとも言えぬものが自分に宿っていた。アレの母親はそれを目まの当たりにして精神に異常をきたし、そのまま死に至ったのです」

　…………。

　……ちょ、ちょっと待てって。んだ、それ。それは……本当にギャスパーの話なのか……？　黒くうごめくって……。まるで怪物の出産に立ち会った話をしているかのようじゃないか。

　いや、確かに最近覚かく醒せいし始めたあいつの力は……黒い闇やみの能力だ。

　当主は続ける。

「その場に居合わせた産さん婆ばを含ふくめた複数の従者たちもそれから数日のうちに次々と変死しました」

　……変死。出産に立ち会った者が……？

　当主が一言告げる。

「呪じゆ殺さつ、でしょうね」

　……呪のろい殺されたってのかよ。

「ギャスパーが？　呪いを？」

　俺がつい立場を超こえて訊きいてしまう。当主は特に気にすることもなく答えてくれた。

「ええ、無意識のうちに振ふりまいた呪いなのでしょう。産まれて数時間ののち、通常の赤ん坊ぼうの姿に変化したのですが、もうそのときにはアレの母親はショック死したあとでした」

　……おいおいおい、マジか。

　想像の遥はるか上の出来事だぞ、それ！

「それをギャスパーくんは知っているのですか？」

　朱乃さんの質問に当主は首を横に振る。

「いえ、知らせていません。何が切きっ掛かけで真の姿に戻もどるかわからなかったものですから。いたずらに刺し激げきしたくなかったのです。……事情を知らない近きん縁えん者が時間停止の神器セイクリツド・ギアを薄うす気き味み悪わるがっておりましたが、私ども真相を知っている者にとってみれば時間を停止させる力よりもアレの正体のほうがよほど畏い怖ふすべきものでした」

　当主は口元を手で隠かくして重々しく言葉を発する。

「……グレモリーの皆さん、我々はアレを吸血鬼としても人間としても認にん識しきできないのですよ……。異物の存在としか、識別できないのです。アレをハーフとしていちおうの扱あつかいとさせましたが……それが正しかったのかさえ、わからないのです。そして、正体がわからぬまま私たちはアレを外部に出してしまった……」

　困こん惑わくの顔色が濃こい当主に俺は正面から言った。

「むかしはあいつがどうだったのかわかりません。けど、いまギャスパーは悪魔です。俺の後こう輩はいです。たとえ、体が闇に塗まみれようとも──仲間ですから」

　小こ猫ねこちゃんも一歩前に出る。

「……ギャーくんは私の大事なお友達です。初めて出来た、同い年のお友達なんです」

　小猫ちゃん……。誰よりもギャスパーと仲良しの小猫ちゃんだからこそ、率そつ直ちよくに言えるものだと思えた。

　当主が一言訊く。

「あなた方はアレの正体をご覧になられたのでしょう？」

　影を操あやつり、闇に塗れたギャスパーのことか。俺たちはひとつうなずく。

　それを聞き、当主は苦く笑しようされる。

「……やはり、グレモリー眷属なのですな。リアスさまにも同様のことを問い、同様のことを言われました」

『人間でもなく、吸血鬼でもないのなら、ギャスパーは悪魔です。何せ、私がこの手で悪魔に転生させたのですから。正体がなんであれ、紛まぎれもなく、あの子はグレモリー眷属の悪魔ですわ』

　リアスはそう告げたという。

　俺は……俺たちはリアスの言葉に感かん銘めいを受けていた！

　俺の愛したヒトは……俺たちの主あるじは……やっぱり最高だっ！

　当主は小さく笑えみを作りながらこう漏もらす。

「…………我々には理解しがたい感情ですが、なるほど。あの力を見た上でそうおっしゃられるのなら、アレは少なくともあなた方に救われたと思っていいのでしょうな」

　当主との会話はその後、二、三続いたのだが、ギャスパーの正体をつかめそうなことはそれ以上わからなかった。

　ただ明確に理解できたのは、彼らは──ヴラディ家はギャスパーの存在を歓かん迎げいしていないことだ。……リアスとの会談もおそらくグレモリー側にあいつを正式に預ける格好で話が進んでいたと思う。

　つまり、この地にあいつの居場所はすでにないことを意味しているのだろう。

　会談を終えて、俺たちが地下室を出たところでメイドが会え釈しやくして報告を告げる。

「兵ひよう藤どう一いつ誠せいさま、塔とう城じよう小猫さま、ヴァレリー陛へい下かがお呼びでございます」

　顔を見合わせる俺と小猫ちゃん。

　……今度は、ギャスパーの恩人からのお誘さそいか。

　出しゆつ立たつ前、赤せき龍りゆう帝ていはハードスケジュールとレイヴェルに言われたが、それは本当と思えてならなかった。

　けど、ここに来てから気がかりなことが多すぎる──。







　俺と小猫ちゃんが連れていかれたのは城の上階に位置する室内庭園だった。

　一いつ切さい窓のない密閉された空間だが、人工的な明かりのもと、色しき彩さい鮮あざやかな花々、穏おだやかに流れる水の音が目に耳に飛び込んでくる。

　庭園の中央にはテーブルが置かれ、すでにリアスとギャスパー、ヴァレリー・ツェペシュが席に座っていた。

　メイドに通された俺と小猫ちゃんは空いている席に腰こしを下ろす。

　……横からの不気味なプレッシャーに気づく。目線を送ればそこには王の間にいた黒ずくめの男──クロウ・クルワッハが壁かべに背を預けていた。

「…………」

　無言でこちらに一いち瞥べつしたあと、すぐに目をつむってしまった。

　ヴァレリーがクスクスと小さく笑う。

「あちらは私のボディガードさん。──クロウ・クルワッハさんです」

　……そりゃまた最強のボディガードなことで。ヴァレリーが邪じや龍りゆう、リゼヴィムとかいうおっさんがもう一人のオーフィスを傍かたわらに置いている。

　ボス格さまが連れているガードマンも結構なもんだ。下手に手を出せないってことか。最悪、隙すきを見てヴァレリーを強ごう引いんに連れ出してしまうのも手かななんて浅あさ知ぢ恵えを働かせていたんだが、あんなのがそばにいるんじゃどうにもな……。

　俺の前にカップが置かれ、ヴァレリーが紅茶を注いでくれる。

　ヴァレリーが微笑ほほえみながら俺に言う。

「リアスさまから日本でのギャスパーの生活を訊かせていただいたの。日本はとても平和な国だそうですね、兵藤一誠さん」

　返そうにも敬語は当然だよな……？　ギャスパーの恩人だとしても現在は国のトップというわけだし。

「え、ええ。日本は美お味いしい料理や楽しいものがたくさんありますよ、ヴァレリー……陛へい下か」

　俺がそう言うとヴァレリー・ツェペシュはクスクスとおかしそうに笑う。

「敬語はやめてください、兵藤一誠さん。リアスさまにも普ふ通つうに接してくれるようにお願いしているのよ。ヴァレリーと呼んでくださいね」

「ええ、ぜひそうなさい、イッセー」

　リアスもそのように言ってくれる。当人にもリアスにもお許しが出たのであれば、遠えん慮りよなくそうしよう。

「はい、わかりました、ヴァレリー」

「うふふ、ありがとう」

　とても可か憐れんな女性だと思う。

　ただ、その表情は……その笑顔には陰かげがあり、儚はかなげで、痛々しい。彼女がどれほどの環かん境きよう下で暮らしてきたか、なんとなく察してしまえるぐらいに──。

　ヴァレリーは小猫ちゃんにも問う。

「塔城小猫さんは美味しいお菓か子しをたくさん知っているのでしょう？　日本にはどういうのがあるのかしら」

「えーと、私が好きなのは──」

　そこから俺たちは他た愛わいもない会話を続けていった。

　俺たちからすれば、何気ない日常的な出来事もヴァレリーにとって新しん鮮せんで興味が惹ひかれるものが多く、予想もしないところからの好こう奇きの質問が飛んできたりもした。

「そうなの。ギャスパーが女の子の格好をするのは小さい頃ころに私が着させて遊んでいたからなのよ。最初は嫌いやがっていたけれど、いつの間にか自分から着るように……うふふ♪」

「も、もう！　ヴァレリー、それは言っちゃダメだよぅ！」

「そういえば、ぬいぐるみを抱だかないと寝ねられないくせは直ったのかしら？」

「そ、それは……」

「うふふ、まだなのね。ギャスパーらしいわ」

　二人の様子はとても心和なごむものだった。ギャスパーも遠慮なく話しているし、自然だな。

「いいわねぇ。私も日本のケーキを食べてみたいわ。きっと神秘的な美味しさがあるような気がするの。私、血よりもお菓子のほうが好きだわ。人間の血のほうが濃いのでしょうね、うふふ」

　浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きを出していた彼女も、会話をしてみれば普通の女の子と同じ反応を示してくれた。

　だが──時折、何もないところに話しかけていく。

「────そうよね。……────わかるわ。────────けれど、それは……」

　……聖せい杯はいの力を通して、俺たちに見えない亡もう者じやと話しているのだろう。

　小猫ちゃんがこっそり俺に言う。

「……ヴァレリーさんが話しかけているほうに負の気が渦うず巻まいています。目には見えませんが、私でも気配だけは感じ取ることができます」

　小猫ちゃん、仙せん術じゆつの応用で得体の知れないモノの気配まで感知できるようになってきたか。短時間で聖杯の力に引き寄せられた亡者を捉とらえられるなんてすごいな。

　俺が小猫ちゃんの成長に感心していると、ふとヴァレリーは天てん井じようを見上げた。

　儚げな表情でつぶやく。

「……ギャスパーはお日さまを見たことがあるのよね」

「うん。僕はデイウォーカーの力を持っているから……ヴァレリーだってそうじゃないか」

　ギャスパーの言葉に彼女は薄うすく笑みを浮かべた。

「そうよね。けれど、私は……外に出してもらえたことがないから……。一度でいいから、お日さまの下でギャスパーとお茶がしたいわ。ピクニックってとても楽しいものなのでしょう？」

　……外に出たことがない、か。生まれてからずっと幽ゆう閉へいされていたんだっけ。聖杯の力に目覚めてからは、きっと俺たちが想像もできないような拘こう束そくをされてきたんだと思う。

　俺たちが普ふ段だん何気なくお日さまの下で暮らしていることも、彼女にとっては非日常のことなのだろう。

　リアスがそれを聞いて微笑みながら提案する。

「それなら、皆みんなで行きましょう。オカルト研究部のメンバーとヴァレリーとで、日本の行楽地に行きましょうか」

　リアスの提案にヴァレリーは──目に輝かがやきを取り戻して笑った。

「まあ、それは素す敵てきだわ。お日さまの下で皆とピクニック、とてもとても楽しそう」

　こんなに素敵な笑みを浮かべられるんだな、このヒトは。

　……うん、そうだ。リアスの言う通りだ！　俺は勢いよく立ち上がる！

「ああ、日本のいいところを皆で回ろうぜ！　ギャー助すけも日本のいいところ、たくさん知っているだろう？　それをヴァレリーに見せればいいんだよ！」

　俺の言葉にギャスパーも表情を明るくさせて何度もうなずいた。

「は、はい！　そうだよ、ヴァレリー！　僕と一いつ緒しよに日本に行こう！　女王さまになったばかりで大変かもしれないけど……混乱が落ち着けば、お暇ひまをいただけるかもしれない！　ううん、僕が迎むかえに来るよ！　日本はとてもとてもやさしいヒトばかりで、美味しいものもたくさんあって、四季がとっても華はなやかなんだよ！」

　いつも以上にハイテンションになっているギャスパーに俺はイタズラな笑みを浮かべて言う。

「ははは、引きこもりのギャスパーにしちゃ、ノリノリだな」

「も、もう！　イッセー先せん輩ぱい！　ひ、冷やかさないでくださいよぉっ！　ぼ、僕は真しん剣けんにヴァレリーに提案しているんですぅっ！」

「そうです、先輩。ギャーくんは人生初のデートのお誘いをしているんです。冷やかし禁止です」

　あらら、小猫ちゃんにまでそんなこと言われちゃったよ！

「うふふ」

　リアスもおかしそうに笑っていた。

　そうさ、どうにかして彼女を連れ出せばいい。彼女は聖杯に囚とらわれているのだろう。それでも──普通の女の子としての面もまだこんなにも残っているじゃないか！

　だったら、皆で一緒に楽しいことをしていけば、元の精神状態に戻ることだって──。

　俺たちが楽しく会話をしていたところで、その流れを裂さくように第三者の声が介かい入にゆうしてくる。

「何が楽しいのかな」

　この庭園に入ってきたのは──マリウス・ツェペシュだった。作った微笑みで、歩み寄る。悪意、というものが服を着ているように見えるからすごい。

　一いつ瞬しゆんで、ヴァレリーの瞳ひとみから輝きが失われていった。ヴァレリーもまた不自然な笑みで答える。

「マリウスお兄さま。ギャスパーとリアスさま方とお話をしていたのです」

　マリウスは俺たちに改めてあいさつをくれた。

「これはどうも。失礼します。ヴァレリーがお客さまと面会されていると聞いて、顔だけでもと思いまして。お邪じや魔までしたかな？」

　……わざとらしく聞いてきてくれるじゃないか。

　俺たちが変な横やりでも入れるかもしれないと見にきたのだと思う。

　先ほどまでいつもの笑顔をしていたリアスも渋しぶめの笑みで反応する。

「いいえ、そんなことはありませんわ。こちらこそ、先ほどは眷けん属ぞくの『騎士ナイト』がご無礼なことをしまして大変ご迷めい惑わくをおかけしました」

　ゼノヴィアの非礼を改めて謝罪するリアス。

　マリウスは苦笑した。

「いえいえ、下界の者がこの世界に飛び込めばわからないこともおありでしょう」

　肩かたをすくめるだけで特に糾きゆう弾だんはしてこなかった。

　ギャスパーが意を決した表情でマリウスに言う。

「あ、あの！」

「何かな、ギャスパー・ヴラディ」

　ギャスパーは臆おくすることなく、真まっ直すぐに言った。

「……ヴァレリーを解放してもらえませんか？　僕ができることがあるのなら、なんでもします。だから！　どうか、ヴァレリーをこれ以上、苦しめないで……」

　……よく言えたじゃないか。最近、ギャスパーの男としての成長が著いちじるしい。もしかしたら、将来的に俺たちグレモリー男子のなかで一番の男気溢あふれるナイスガイになるかもしれない。

　……まあ、ちょっと想像できないけど。

　言われたマリウスはしばし考えるようにあごに手をやる。

「…………」

　そして、ニッコリと微笑んでこう答えた。

「わかりました。解放しましょう」

　……意外な反応だ！　いや、しかし……これはもしかして……。

　マリウスが続ける。

「ただし、少しだけ時間をください。何せ政権が移り変わったばかりですから、女王にと据すえたヴァレリーがいきなり降りるのも体てい裁さいが悪い。しばし、お時間をいただければヴァレリーをあなた方にお渡わたし致いたしましょう」

　マリウスがヴァレリーに言う。

「ヴァレリー、日本に行ってもいいですよ。あちらでギャスパー・ヴラディと平和に暮らせばいいでしょう」

「けれど、聖杯は……」

　当とう惑わくするヴァレリーにマリウスは肩に手を置いて微笑ほほえんだ。

「気にする必要はありません。あなたはもう使わなくていいのですよ。十分に役目を果たしてくれましたからね。聖杯から『解放』されてもいいでしょう」

「ほ、本当ですか？　わぁ、ギャスパー。私、日本に行けるみたいよ」

「うん！　良かった！　ほ、本当に良かった！」

　手を取り合い、喜び合う幼なじみ同士。

　ギャスパーがマリウスに頭を下げる。

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

「いいえ、いいのですよ。ふふふ」

　意味深な笑みを浮かべるマリウスに──俺、リアス、小猫ちゃんは口をつぐんでいた。

　……怪あやしいなんてもんじゃない。

　あり得ないだろう。こいつがヴァレリーを、聖杯を手放すことなんてさ。

　それに俺同様、リアスも小猫ちゃんも勘かんづいて、疑念の眼まな差ざしを奴やつに向けていた。

　マリウスの言葉に疑うことなく、ただただ喜ぶギャスパーとヴァレリー。

　──『解放』、か。

　不ふ吉きつな雰囲気を孕はらんだ言葉だ。俺たちは疑心を抱きながら、ヴァレリーとのお茶会を終えることになる。




　　　　─○●○─




「あー、案外、普ふ通つうなんだな、吸きゆう血けつ鬼きの町って」

　俺の眼前に広がるのは──純白の雪に包まれた見知らぬ町並み。よくテレビで見かけるヨーロッパ風の造りの建物がずらりと並んでいた。

　俺、アーシア、ゼノヴィア、イリナ、ロスヴァイセさんの五人は深夜の城下町に視察という名目の軽い下見に来ている。

　というのも、あのヴァレリーとのお茶会から二日ほど過ぎており、その間、目立った動きもなかったため、客室で暇ひまを持て余あましていた俺たちにリアスが城下町の下見を提案してくれたんだ。

　出てきたのはこの五名。他のメンバーはというと、まず先生は吸血鬼の神器セイクリツド・ギア研究機関に連れていかれたままだ。そのまま二日間、一度も帰ってこなかった。……悪いことにはなってないだろうけど、先生ったら何をしているんだか……。

　リアス、朱乃さんはここ二日間、地下室のヴラディ家当主と話を進めている。木場は護衛としてそれに付き添そっていた。なんでもリアスは正式にヴラディ家からギャスパーを引き取る形で話を進めているのだという。悪魔と吸血鬼の貴族間の話し合いなので、価値観の相そう違いがありながらも話は穏おん便びんに進められそうだと聞いた。

　とうのギャスパーは小猫ちゃんと共に連日ヴァレリーとお茶会だった。意外にも暫ざん定てい女王であるヴァレリーの自由時間は多く、疑問を覚えるほどだ。

　……王さまって、そんなに暇じゃないだろう。しかもこのクーデター後の状況下でさ。バカな俺でも王さまはこんなときにこそ動かなきゃいけないと思うんだ。傀かい儡らい政権なのかもしれないけど、それにしたって王を自由にさせすぎている。

　……マリウスが語った「解放」ってのが気になってさ……。どう考えても不吉だ。この二日間、目立った動きがないのも逆に気になるし……。

　どうにかしてヴァレリーを連れ出せればいいんだろうけど、邪じや龍りゆうやらがそばにいるってのがな……。

　いや、怖こわがってもいられねぇか。いざとなったら、邪龍と戦ってでもヴァレリーを無理矢理連れ出したほうがいい。

　ドライグの忠言もありがたいが、みすみす彼女の危険を見過ごすというのもな。

　さて、どうしたものか。いつまでもこの国に滞たい在ざいするわけにもいかないし……。

「イッセーさん、どうかしたんですか？」

　顔を覗のぞき込んでくるアーシア。

「あ、ああ、ごめん。ちょっと考え事をしていたんだ」

　気を取り直そう。せっかく、リアスが俺たちを外出させてくれたんだ。この機会に町を見て回ろうじゃないか。

　──と、考えこんでいるうちにいつの間にか繁はん華か街がいに到とう着ちやくした。

　様々な店の看板が出ており、服屋から雑貨屋まで何でもそろってそうだった。飲食店もあるんだな。人間から吸血鬼になった者は、血以外にも人間の食事も摂とることが可能だ。ただし、純血ほど、血を多く採らないといけないようだが。

　うちのギャスパーは人間の食事のほうが割合的に多いかな。血も飲まないといけないようだけどさ。

　……店を見て回ろうとしたが、どうにも周囲の反応がね。

　ちらりちらりと俺たちに視線を送る者が多い。

「余よ所そ者だとわかるみたいだね」

　ゼノヴィアがそう言った。

　イリナが肩をすくめる。

「城下町とはいえ、閉へい鎖さされた世界だもの。やっぱり、外の世界から来たヒトって、空気が違ちがうんじゃないかしら？　ほら、ゼノヴィア、私たちが任務で外国に行くと浮ういたじゃない？」

「そういえばそうだな。教会で育った者が任務先の外国で最初にぶつかる障害は異文化の壁かべだね」

　うん、二人は来日したときに相当浮いてたよね。ま、エージェント用の格好してたし、最初から日本の空気に溶とけ込む気はなかっただろう。

　アーシアも続く。

「私も日本に来たばかりの頃ころは知らないものだらけで戸と惑まどいました」

　アーシアも日本に慣れるまでいろんなものに驚おどろいていたな。食事もそうだけど、生活面でもね。特に生活家電の便利さにはビックリしていたな。質素な生活をしていたから、カルチャーショックも大きかっただろう。

　便利といえば、ここの住民も車やバイクなどの移動手段を使っているんだね。町に出たら普通に走っていた。ここに住む者は人間から吸血鬼になった者が多いっていうから当然か。便利だもんね、人間界の電化製品って。

　俺はてっきり馬でも使っているかと思った。なんか、他勢力から一歩も二歩も距きよ離りを離はなしていると聞いていたから異文化のものを嫌きらっていると勝手に思っていたんだ。城のなかは主な現代家電とかなくて、中世ヨーロッパの趣おもむきと道具が目立ったからさ。城の兵士も中世っぽい鎧よろいという出いで立ちだったし。

　町の様子は別なんだな。近代的なものが散見する。

　考えてみればカーミラの者も車を持っていた。

　そこは冥めい界かいに住む悪魔たちと同じで便利なものは取り入れる柔じゆう軟なんな部分もあるようだ。

　ま、吸血鬼なんで生活時間は人間と真逆で、日中はお休み、夜に活動開始だそうだが。

　ゼノヴィアがふいに息を吐はく。

「……あとをつけられるのは好きではないんだけどね」

　そう、ゼノヴィアが言うように俺たちのあとを何名かつけている。それは城から派は遣けんされた監かん視し役だ。最初からその旨むねは伝えられているため、認識はしているのだが……。ゼノヴィアが言うようにつけられているのは気になっちゃうよな。

「仕方ないだろう。外出を許されたとはいえ、俺たちはあの城に滞在の身だからな」

　俺がそう言う。あちらとしても俺たちが外で何をするのか、気になるのだろう。住人とトラブルを起こすかもしれないし、余計なことを伝えるかもしれないと監視しているんだと思う。

　いまはそんなことするつもりもないんだけどね。

　ふとロスヴァイセさんに視線が行く。ずらりと並ぶ各店てん舗ぽに興味深そうに目を向けていた。

「ロスヴァイセさんがついてくるなんて意外でした」

　俺が言うと、ロスヴァイセさんは当然のごとく胸を張る。

「当然です。私は駒く王おう学がく園えんの教師であり、あなたたちは生徒なんです。これは言わば引いん率そつですね。今回のルーマニア入りも課外授業に他なりません」

　そんな仰ぎよう々ぎようしいことを言っておいてロスヴァイセさんは目を輝かがやかせながらお店を冷やかして回っている。

「……むむむ、何やらおもしろそうなお店……」

　一番今回の外出を楽しんでいるのはロスヴァイセさんかも……。

　──と、リアスたちにもいちおう見てきておいてほしいと言われた町の様子だが、クーデターの影えい響きようはまったく出ていなくて、道を行き交かう住民も混乱している様子はない。

　やっぱり、クーデターのことは知らないってことだろう。本当、静かに内乱が起こって人知れず王が逃にげる事態になったんだな。民たみを置いて王が逃げるってのも……。

「いらっしゃい、この地方特産のお茶はいかがでしょうか？」

　などと、俺たちが余所者と知りながら軽快に話しかけてくるお店のヒトもいる。

「やはり、ディスカウントショップはなさそうですね……。吸血鬼の世界でも値段均一ショップは流は行やってもいいと思うのですが……」

　ロスヴァイセさんが嘆なげくように息を吐く。

　……そ、それを期待されていたんですか……。どんだけ百均に愛着と執しゆう着ちやくがあるんですか、あなたは……。

　心中にツッコミを入れていた俺だったが……ふいに視界に驚くべきものが映り込んだ。

　──オーフィスの分身体の少女が、露ろ店てんの前で座り込んでいたからだ。

「…………」

　じーっと露店に出ている品を見ていた。アクセサリーのお店のようだ。

　赤いドラゴンの形をしたアクセサリーを見ている様子だった。

「……えーと、お嬢じようさん、どれが欲ほしいんですかな？」

　露店の主あるじもじーっと無言で品物を見るだけの少女への対応に苦く慮りよしているようだ。

　皆もオーフィスの分身──リリスが眼前にいることに気づき、大いに驚いていた。

　……周囲に怪あやしい奴がいるようにも感じられない。この子一人で買い物に来ているのか……？

　皆でどうしたものかと当とう惑わくの表情で視線を交わしていたのだが……。俺は息をひとつ吐いて決心する。

　リリスの横について俺は商品に指をさす。

「……これ、欲しいのか？」

　問うと、こちらに気づいて俺の顔をじっと見るリリス。

「…………」

　無言で反応がない。俺は店主に言う。

「これ、ください」

　リアスからもらったこの国で使えるお金で赤いドラゴンのアクセサリーを買う。

　そのままリリスに渡わたした。

「ほら、じゃ、じゃあな」

　それだけ言い残して俺は皆を連れて去ろうとする。ま、これ以上の接せつ触しよくは危険そうだし、他の場所に移動しようかなって。

　──ところが、俺の服が引っ張られる。見れば、リリスが俺の服をつかんでいた。

「……な、なんだよ？」

　問う俺だったが、少女は無表情でこう言う。

「……おなか、へった」







　目の前でパクパクとロールキャベツやグリルされた肉などを口に運んでいくオーフィスの分身少女。

　俺たちはこの子を連れて仕方なく近くの料理屋に入ることになった。

　テーブルにずらりと並ぶルーマニア料理。それ以外にも多た国こく籍せきな料理が楽しめるようだった。当然か。吸きゆう血けつ鬼きになった者が世界各地からここを訪おとずれるというのだから、料理もインターナショナルなのだろう。

　俺もルーマニア料理を楽しみつつも馴な染じみ深い日本料理に手を出していた。まさか、吸血鬼の国で豆とう腐ふが食えるとは……。ひとつまみひとつまみ。

　うげっ、なんか、豆腐の形をしているけど、味はいまひとつだ……。やっぱ、日本のものは日本で食うのが一番か。

　そんな豆腐さえ文句も言わず口に放ほうり込んでいくリリス。

「うまいか？」

　俺が訊きく。

「……わからない」

　簡素に答える少女。口元は食べかすやソースでえらいことになってる。

「あ、口にソースがついちゃってます」

　アーシアがハンカチで口についたそのソースを拭ふいてあげていた。

「はい、キレイになりましたよ」

　口元がキレイになるとまた食べるのを再開する。……また口が汚よごれていく。

　この光景を、頰ほお杖づえをつきながら見ているゼノヴィアが言った。

「これがオーフィスの分身だとはね。……どうしたものか。いろいろとチャンスか？」

　チャンスとは、奴やつら──新生『禍の団カオス・ブリゲード』について聞き出したり、この子自身をどこかに連れ出してしまうか、そういうことをさしているのだろう。

　イリナが息を吐きながら肩かたをすくめる。

「……やめといたほうがいいわよ。いちおう、監視されているんだし、下手にこの子に手を出したら大変なことになりそう。だって、『禍の団カオス・ブリゲード』の一員でしょうし、対外的にはオーフィスさんってことでしょうから。兵藤家にいるオーフィスさんはいないことになっているのだから、いまはこの子が各勢力的に『オーフィス』なのよ」

　そうだよな。監視役は店内にも入って離れた席から俺たちを見張っているし、下手なことはできない。どちらにしてもめちゃくちゃ強そうだし、抵てい抗こうされたら俺たちでは対処ができないだろう。

　俺たちや他の者に遭そう遇ぐうしてもこの子が連れ出されないという余よ裕ゆうが奴らにはある。

「ま、食事ぐらいならいいだろう」

　という結論に俺は至った。ここではこれ以上関かかわらず食事程度で濁にごらせる。

　もちろん、観察はさせてもらうさ。うちにも龍りゆう神じんさまがいるんだし、この子はそのオーフィスの分身体なのだから。

　食事が落ち着いたのか、フォークを置いたリリスは突とつ然ぜん俺を──嗅かぎ出した。

　くんくんと俺の体を嗅いでいる。……え、臭くさい？　などと思って自分でニオイを確かく認にんしてしまうが……。

　リリスは言葉少なに言う。

「…………リリスとおなじにおいする」

　無表情だが、首をかしげる仕草をしていた。オーフィスそっくりの首のかしげ方だ。

「……あー、オーフィスのニオイが移ってるとか？」

　俺はそんなことを口にした。もしかしたら、俺の体からオーフィス──本体のニオイを感じ取ってしまったのかもと思ってしまった。

「……イッセーくんのいまの体についているのかもしれませんね」

　ロスヴァイセさんがそう言うが、リリスは続けてこう漏もらした。

「…………なつかしいにおいもする。あかい、おおきくて、あかいドラゴンのにおい」

　──っ。

　赤くて大きいドラゴン。グレートレッドのことか。

　俺のいまの体はグレートレッドの一部を借りて作り出されている。グレートレッドのニオイが感じ取られたとしてもなんら不思議じゃない。言い方から察するにグレートレッドについて本体のオーフィスほど知り得ていないようだが。

　しかし、驚おどろいた。本体のオーフィスもグレートレッドにご執しゆう心しんだけど、分身体であるこの子もあの赤せき龍りゆう神しん帝ていを認識するなんて……。

　オーフィスとグレートレッドの関係は思ったよりも深いんだろうな。

　俺は気を取り直して改めてリリスに自己紹しよう介かいを始める。

「俺は兵藤一誠だ。こっちはアーシア、そっちはゼノヴィア、イリナ、んで、ロスヴァイセさん」

　アーシアたちも「よろしく」と笑え顔がおで対応した。

「……ひょうどう、いっせい……ひょうどう……いっせい……」

　反はん芻すうするように俺の名を口にするリリス。ん？　若じやつ干かん、覚えづらかったかな？

「イッセーでいいよ」

　そうフレンドリーに言ってみるものの、

「…………」

　無言になってしまい、オーフィスとの違ちがいが垣かい間ま見みえてしまう。オーフィスよりもさらに表情のない子だ。奪うばったオーフィスの力を使ってどんな作り方をしたのか、気になってしまうところだよ。

　満足したのか、少女は特に何も言わず、席を立ってしまった。

「なんだ、帰るのか？」

　俺が訊くと、リリスは振ふり返ることもなく、

「…………リゼヴィム、まもる、リリスのやくめ」

　と述べるだけだった。

　俺たちは顔を見合わせたあと、食事を手早く済ませて城への帰路についた。




　　　　─○●○─




　外出組である俺たちが客室に帰ると、ようやくアザゼル先生も戻もどってきたようで他のメンバーと話し込んでいた。

　先生が俺たちに話しかけてくる。

「おっ、おまえらか。俺もちょうどいま戻ったところなんだ。……で、どうだった、外は？」

「普ふ通つうでした。先生が言っていたようにクーデターのことは知らないみたいです」

　──と、俺が感想を言うと、「だろうな」とだけ先生がつぶやく。

　ギャスパーが珍めずらしく、先生に話しかける。高いテンションの笑顔で──。

「アザゼル先生、聞いてください！　マリウスさんが、ヴァレリーを解放してくれると約束してくれたんですよぉ！　良かったですぅ。これでヴァレリーを日本に連れていってあげられます！」

　そのギャスパーの反応と言葉ですぐに察したのか、先生が俺たちに視線を向ける。

「……話せ、何があった」

　俺たちはヴァレリーとの話を先生に伝えた。ヴラディ家当主との会話はすでにリアスたちから聞いた（ギャスパーには出生の情報を伝えるのは避さけることにした）ようで、およそのことは把は握あくしているようだ。

　先生が部屋の隅すみから俺とリアス、朱乃さんを手招きする。

　先生はギャスパーとアーシアに聞こえないよう小声で漏らす。

（わかっていると思うが、おそらく解放ってのは……）

（はい、やっぱり、よくないことですよね……）

　俺のつぶやきに先生はうなずいた。

（抜き取るつもりだろう、聖せい杯はいを。ヴァレリーの体から。堕だ天てん使しの技術は流出している。抜き取る技術がここにあっても何らおかしくないさ。何せ、奴らのバックは『禍の団カオス・ブリゲード』ときているからな）

　……抜き取る。

『聖母の微笑トワイライト・ヒーリング』を抜き取られたアーシアの姿が脳のう裏りをかすめた。

　……あんなことをしようとしているのか、マリウスの野や郎ろうは。あんなものをギャスパーに見せようとしているのかよ……っ！

　リアスの瞳ひとみは怒いかりに燃え上がっていた。

（……『解放』を口にしたマリウスのことだから、行動を近々起こすでしょう。早めにそのことをギャスパーに伝えなければならないわ。……本当に卑ひ劣れつすぎるわ、マリウス・ツェペシュ……っ！）

　自分の眷けん属ぞくを騙だましたマリウスも許せないが、あんなに喜ぶギャスパーに真実をおいそれと伝えられない自分にも怒りを感じているのだろう。やさしいリアスだからこその葛かつ藤とうだ。

　俺もふつふつと怒りが沸わき上がってくるが、いますぐどうこうできるわけでもない。

（でも、いざとなったら、無理矢理にでも彼女を連れ出したいです。このままじゃ、絶対に危険なことになりますよ）

　俺がそう熱を帯びた声で言う。

　リアスも同意のようで首を縦に振る。

（隙すきを見て共に国外に脱だつ出しゆつしたいわね。いちおう、いざというときの脱出用のルートをベンニーアに用意してもらっているのだけれど……。この件、一考すべきだわ）

　そうだ、ただ見過ごすわけにもいかない。あとはタイミングかな……。

　部屋の隅から皆のもとに戻る俺たち。俺は頭を振って、話題を切り替かえる。

「ところで先生はこの二日間、何をしていたんですか？」

「……ハーフヴァンパイアの者たちが有する神器セイクリツド・ギアについて調べていたんだ。どうにもな、昨今、神器セイクリツド・ギアを持って生まれてくるハーフが多いらしい。理由はわからんが」

　ハーフヴァンパイアの神器セイクリツド・ギア所有者か。ギャスパーもヴァレリーもそうだよな。

　……増えてんのか。所有者のハーフヴァンパイアが……。

　先生が続ける。

「問題は吸きゆう血けつ鬼き側の研究者が神器セイクリツド・ギアに関する知識に明るくないということだ。いちおう、マリウスのように独学で調べ上げようとする者はいるようだが、それにしたってグリゴリの研究に比べたらまだ到とう達たつできていない部分も多く目立つ。そこでいろいろと伝えるべきことは伝えてきた」

「……いいんですか？　クーデターを起こされたばかりの国が内政で揺ゆれている時期にそんなことをして……。それに吸血鬼ってそういうの嫌きらうんじゃ……？」

　下手すりゃ、いまこの国を操あやつっているクーデター派に情報を利用されてしまうのではと心配になってしまった。それと、他勢力の介かい入にゆうを嫌う彼らに先生の話はいらぬものではとも思ってしまった。

　先生が言う。

「俺と会談した研究者たちは、クーデターが起こる前から研究に没ぼつ頭とうしている者たちだ。吸血鬼の誇ほこりうんぬんよりも俺の話に耳を傾かたむけていたぞ。聖杯に関しても主にマリウスが当たっていたようだからな、彼らに直接的な謀む反ほんの気はなかっただろう。だから、まあ、教えるべき最低限の情報は提供した。この国も神器セイクリツド・ギアで危機に瀕ひんしている面もあるしな」

「どうしてですか？」

　問う俺に先生は複雑そうな表情で言った。

「──禁手バランス・ブレイカーだよ。曹そう操そうが各勢力に禁手バランス・ブレイカーに至る方法を流したのは知っているだろう？」

　思い当たったイリナが言う。

「あ、現状に不満を持ったハーフが神器セイクリツド・ギアを至らせて暴走したら……」

　先生がうなずいた。

「そういうことだ。いびってきていた相手から逃にげ出すために禁手バランス・ブレイカーになるのはいい。復ふく讐しゆうに使われるのもよくあることだ。問題は禁手バランス・ブレイカーの力に魅み了りようされて、辺り構わず暴走することだ。現にその傾けい向こうが観測されたそうだからな。緊急に禁手バランス・ブレイカーの対応策を講じたいところもあったんだろう。だから、それに関しても教えたつもりだし、グリゴリからの派は遣けんも約束したよ。悪あく魔ま側と同じ問題を抱かかえ込んでいるな、ここも」

　協力を約束したのか。本当、神器セイクリツド・ギアが絡からむと先生は手が早いね。

　ゼノヴィアが苦く笑しようした。

「やはり、アザゼル先生は甘いところがあるね」

　先生は頭をかく。

「……神器セイクリツド・ギアに関するものはできるだけ回収したいだけさ。こう予測不可能なことが立て続けに起きている状じよう況きようで、一番重要なのは情報だからな。特に近年の禁手バランス・ブレイカーバーゲンセール状態は大昔じゃ考えられないことだ。どんなものでも貴重な情報になるんだよ」

　曹操たち英えい雄ゆう派が行き着いた禁手バランス・ブレイカーへの至り方──。ここにまで飛び火しているのか。そりゃ、純血とそれ以外で差別している世界でそんなものが下の者に流布されれば、試したくなる者が出て当然だろうな。

　しかもこの吸血鬼の業界は、いまのいままで他勢力に協力を求めてこなかった。内々で起こる禁手バランス・ブレイカーの脅きよう威いに自分たちだけで当たることになったのだろう。

　禁手バランス・ブレイカーが使える神器セイクリツド・ギア所有者のヴァンパイアハーフなんて、悪意を持って人間界に降りてきたら……。いや、すでに降りて人間界の町に潜せん伏ぷくしているのかもしれないが……。それをいま考えても仕方ないか。

「聖杯──ヴァレリーと接せつ触しよくできなかったのが心残りだ。マリウスが独どく占せんしているそうだからな。……少しでも調べられれば対処も考えられそうなものなんだが……」

　先生はそう悔くやしそうにしていた。先生とヴァレリーの会談だけは許されなかったようだ。神器セイクリツド・ギアに詳くわしい者に聖杯を調べられたくないんだろうな。

　俺は次の疑問を先生に問う。

「冥めい界かいは……サーゼクスさまのところは今回の件はどうなんですか？　先生はすでに報告されたんですよね？」

　吸血鬼ツェペシュのクーデター派に裏で協力していた前ルシファーの息子むすこ──リゼヴィムの存在は冥界で無視できるものじゃないだろうし。特に同じルシファーを名乗るサーゼクスさまの心中は……。

　先生が瞑めい目もくして口を開く。

「……いちおう、リゼヴィムの関与について報告をしたが、まだ悪魔上層部から返信は来ないな。ユーグリット・ルキフグスの生存で混乱状態だったところにリゼヴィムだ。あっちは大混乱確定だろうよ。サーゼクスは対応に追われて身動きひとつ取れないさ。それだけ、『ルシファー』ってのは悪魔にとってあまりに特別なんだよ。特に……今回はいままで姿をくらませていた前ルシファーの息子たるリゼヴィムの登場だ。冥界の隅に隠いん匿とくしていた前政府の支持者が決起してもおかしくない」

　……全員、先生の言葉にしんと静まりかえってしまった。

　ルシファーの特別性──。それは悪魔歴の短い俺でも強く認にん識しきできるものだ。……前政府の支持者があのおっさんの再起で復活とか、そんなことになったら冥界はどうなっちまうんだ……？　ついこの間、英雄派の暴走の陰かげで旧魔王派が冥界の各都市で暴れ回ってサイラオーグさんはじめ、現悪魔たちがそれを沈ちん静せい化させたっていうのに……。

　──キミにとっての平和を苦痛と感じてしまう者がいるってことだ。

　悪神ロキとの戦いでヴァーリが俺に言っていたことが脳裏を過よぎる。

　……俺が平和だって感じる限り、どこかの誰かは苦痛だって思っているのか……。

　──っ。

　会話をしていた俺たちを突とつ如じよ不思議な感覚が襲おそう。

　この部屋が何か結界のようなものに包まれたような──。嫌いやな感じではない。見知ったオーラを感知できたからだ。

　──と、部屋の天てん井じようにシトリーの魔方陣じんが浮うかび、そこから逆さまに何者かが頭を出してきた。

　──死しに神がみっ娘このベンニーアだった！

《どうも。外とここを繫つなげるのに大分時間がかかりやしたが、なんとかなってよかったですぜ》

　人知れずゴンドラ乗り場から市街のほうに移動していたベンニーア。ようやく顔を出した。城下町でも会えなかったからな。ま、監かん視しの目があったし当然か。

　この部屋に結界を張ったのも直接ここに移動するためのものか。これがリアスの言っていた脱出ルート？……この城の者たちに感知されてないよね……？

　そうこうしていると、天井の魔方陣から何かが通り過ぎてきて降ってくる。

　ドスンという床ゆかに落ちる音と共に「きゃっ」というかわいい女の子の声。

　見れば、着地に失敗したエルメンヒルデが腰こしを手でさすっていた。次に降ってきたのは巨きよ漢かんのルガールさんだったが、こちらはうまく床に着地していた。最後にベンニーアが天井からひらりと飛来した。

　俺たちの間の抜けた顔を見て、エルメンヒルデは「ハッ」と気づいたようですぐに立ち上がり、咳せき払ばらいして改まった。

「ごきげんよう、皆さま。お元気そうで何よりですわ」

　高圧的な態度であいさつをくれるが……着地に失敗した彼女がちょっとだけかわいいと思えてしまえて悔しい！

「エルメンヒルデ、この国に潜せん入にゆうしていたのね」

　リアスの言葉にエルメンヒルデはこくりとひとつうなずいた。

「当然です。町で城へのルートを工作員と決めかねているときにそこのベンニーアさんと裏路地でお会いできたものですから。──お知らせすることがありますわ」

　改まる彼女は、真しん剣けんな表情でこう伝えてきた。

「──間もなく、マリウス・ツェペシュ一派は聖せい杯はいを用いた一連の行動を最終段階に移行すると密告がありました」

　──っ！

　それを聞いてギャスパーの顔が引きつる。

　最終段階に移行……？

「最終段階……まさか」

　先生のその一言にエルメンヒルデはこう言う。

「ヴァレリー・ツェペシュから聖杯を抜ぬき出して、この国を完全に制圧するようです。聖杯の力を高めて、この城下町の住民すべてを作り替える計画を発動させるそうですわ」

　……やっぱり、行動に出やがるのか……っ！

　聖杯を抜き出すってよ！　その上でこの国を完全に制圧する？　住民を全部聖杯で作り替えて！

　先生があごに手をやり、目を細めた。

「聖杯のことは予想できたが……住民を全員弱点のない吸血鬼にしちまうのか。それはすでに吸血鬼と呼べる存在なのか？」

　エルメンヒルデも嫌けん悪おの表情を浮かべていた。

「おぞましい限りです。聖杯の力で吸血鬼の特性を持った他の生物に変える気なのですから。我々、町に侵しん入にゆうしたカーミラの者はもうすぐツェペシュ派の政府側と共に反政府派の打だ倒とうを開始するつもりです」

　彼女たちはすでにクーデターの鎮ちん圧あつを開始するところか。

　図はからずも真実を知ってしまったとうのギャスパーは……小こ柄がらな体を震ふるわせて、曇くもった表情となっていた。

「……あの、聖杯を抜き出されたら、ヴァレリーは……」

「──死ぬ。奴らは最初から聖杯の成長、研究が進めば、彼女から抜き出すつもりだったのだろう。所有者が死ねば、神滅具ロンギヌスは次の宿主のもとに行ってしまう。そうならないように神器セイクリツド・ギアを抜き出して手元に置けば損失の心配をせずに使えるからな」

　ハッキリとした先生の言葉にギャスパーは床にくずおれる。

「……そ、そんな、マリウスさんは解放してくれるって……日本に行ってもいいって……。全部、噓うそだったの……」

　ポロポロと涙なみだをこぼすギャスパーをリアスはやさしく抱だいた。

「あそこまでの卑ひ劣れつ漢もそうそういないものよね。──不ふ愉ゆ快かい極きわまりないわ」

　リアスの双そう眸ぼうは危険なほど、怒いかりの色に充みち満ちていた。

「ええ、やっぱり、こうなったら解放とやらの前にヴァレリーを──」

　俺が息巻いて決意の言葉を吐はき出そうとした矢先、窓からまばゆい光量が室内にまで届いた。

　朝というわけではない。日の出まではまだ大分ある。

　俺たちは急いで窓から外の様子をうかがう。

　──巨きよ大だいな光の壁かべが城を覆おおうように発生していた！

　これは……魔方陣の光か？

　先生がその光景を見て舌打ちした。

「……先手を取られたか！　おそらくカーミラ側の動きが察知されているな。奴ら、この時点で聖杯を抜き出す儀ぎ式しきを展開する気だ！　これは……かなりオリジナルの紋もん様ようが刻まれているが、神滅具ロンギヌスを所有者から取り出すときに描えがく術式で間ま違ちがいないっ！」

　神滅具ロンギヌスを取り出す術式魔方陣の光──。

　クソッ！　マリウスの野や郎ろう、もう手を出したのか！　急がないとヴァレリーが手て遅おくれになるぞ！

　ベンニーアが城の外と繫げている魔方陣の中央にエルメンヒルデは立つ。

「私は外から仲間と共に行動します。あなた方は早く脱出してください」

　先生がエルメンヒルデの言葉に嘆たん息そくした。

「この状況でも俺たちの介かい入にゆうを拒こばむつもりか？　相手はテロリストも絡んでいる。間違いなく、邪じや龍りゆうどもも出てくるぞ？」

　この状じよう況きよう下かでもエルメンヒルデは強気に笑えむ。

「ええ、吸きゆう血けつ鬼きの問題は吸血鬼が──」

　そこまで言ってエルメンヒルデは瞑目した。

「……と言いたいのですが、我らが女王カーミラがあなた方の援えん助じよをお認めになられましたわ」

　不満な口調でそう漏もらす彼女。認めるとか認めないとかのレベルじゃないと思うんだが……彼女たちには彼女たちの言い分と体てい裁さいがあるのだろう。クソ食らえと感じるが。

　エルメンヒルデはギャスパーに視線を向ける。

「ギャスパー・ヴラディ、聖杯を──ヴァレリー・ツェペシュを奪だつ還かんしたいと考えていらっしゃるのでしょうか？」

「もちろんです！」

　ギャスパーは間かん髪はつ入れずにそう答えた。それを聞いてエルメンヒルデはひとつうなずく。

「いいでしょう。ギャスパー・ヴラディがいくというのであれば、あなた方の同行を認めます。彼の補ほ佐さ、護衛をお願いしますわ。手前どもは、もともとギャスパー・ヴラディを使ってヴァレリー・ツェペシュの行動を止めるのが目的でしたから」

　なんたる傲ごう慢まんな言い方だ！　この女は、この状況下で、んなことばかり……っ！

「それではごきげんよう。お手数ですけれど、外と繫げてください」

　ベンニーアに転移魔方陣を再度展開するよう願うエルメンヒルデ。

「案外、あっさり任せるんだな？」

　いろいろと言いたいこと言われたが、奪還に関しては特に文句もなく任されてしまった。それが気になって俺は訊きいてしまう。

「あなた方の実力は買ってますので」

　皮肉げな笑みを見せる彼女は、転移の魔方陣から──スポッと落ちていく。

「きゃぁぁぁああ──」

　魔方陣の先から悲鳴が聞こえてくるけど……。ベンニーアが舌をちろりと出した。

《繫げた先もどっかの屋内の天井ですぜ》

　……あーあ、また落ちたのか、あの娘こ……。

　ギャスパーが強い瞳ひとみで訴うつたえる。

「──救います。僕、ヴァレリーを救いたい！　皆さん！　どうか！　どうか、僕に力を貸してください！」

　──っ。

　……男の顔するようになったじゃないか。

　俺は後こう輩はいに笑顔を向ける。

「当然だ。そのために来たってのもあるからな！　救おうぜ、ヴァレリーを！」

　ゼノヴィアもデュランダルを担いで不敵に笑う。

「力を貸すぞ。おまえは私の後輩だからな。先輩を頼たよれ。パワー勝負ならいくらでも披ひ露ろうしてやるぞ？」

　木場も続く。

「じゃあ、僕はテクニック勝負かな。強化された純血の吸血鬼たちを相手にどこまで試ためせるか、グレモリーのナイトとしてぜひ参戦したいね」

　イリナとアーシアも一歩前に出た。

「そうそう、一年生を助けてこその二年生よね！　天界代表として悪いヴァンパイアを断罪しちゃうわ！」

「はい！　私もがんばります！　い、いざとなったら、パ、ファーブニルさんを呼びますし！」

　小猫ちゃんがギャスパーの手を取って微笑ほほえむ。

「……友達の友達は私の友達でもある。ギャーくん、私も手伝うからね」

　朱乃さんがギャスパーをやさしく抱きしめる。

「うふふ、私もお手伝いしますわよ」

　そして、我らの主あるじ──リアス・グレモリーがギャスパーに力強く宣言した！

「いきましょう、ギャスパー。グレモリー眷けん属ぞくは、オカルト研究部は、困った部員をほっとけるはずがないのだから！」

　ギャスパーは皆の戦意に涙ぐむがそれをぐっと我が慢まんした。

「イッセー先輩、部長、小猫ちゃん、皆さん……。はい！　僕、がんばります！」

　ベンニーアとルガールさんも言う。

《あっしらも手伝いますぜ。ねぇ、ルガールの兄ちゃん》

「……うむ。ソーナ殿どのからの命令を果たしてこそ、シトリー眷属だろう」

　俺たちが意気込みを高めるなか、先生とロスヴァイセさんが少し離はなれたところで話し合う。

「いいねぇ、若いもんは。なあ、ロスヴァイセ先生」

「私も若いのですが。まあ、私も存分に魔ま法ほうを振ふるわせてもらいましょうか」

　全員の意見が合がつ致ちしたところで、俺は高々に拳こぶしを振り上げた。

「んじゃ、オカルト研究部＋生徒会の新人二名、本格的に出しゆつ陣じんだ！　見せてやろうぜ、火力バカと言われてる俺たちの突とつ破ぱ力をッ！」

『おおっ！』

　駒王学園の悪魔、出しゆつ撃げきだっ！







　Life.3　お日さまを一いつ緒しよに







　客室に臨時の結界を張り巡めぐらせて、そのなかで密談を交かわす俺たち。

　あの魔方陣じんが大々的に展開した以上、この城の中と外はすでに臨戦態勢だろう。つまり、この客室にクーデター派からの攻こう撃げきが入ってもおかしくはない。

「ま、外からカーミラと結けつ託たくした政府側の者たちが攻せめ込んでくるだろうから、そっちに主な人員を割さくだろうけどな。いちおうの警けい戒かいは必要だ」

　と、先生は言う。

　確かに先生が言うようにこちら側に兵士たちが来る様子も気配も感じられない。

　外からはすでに爆ばく音おんやら兵士たちの叫さけびが聞こえ始めてきたけどね。……戦せん闘とうは開始されたってことだ。

　先生は懐ふところから一枚の図面を床ゆかに広げる。城の見取り図だった。

「くすねてきた見取り図だ。これを見ろ。城の地下深くに広大な空間が存在する。地下は深いが、主な階層は四つ。ツェペシュ派は吸血鬼に関する主立った儀式をその一番下──最下層の祭さい儀ぎ場でおこなっていたそうだ。あの魔方陣が城を中心に展開したということは、聖せい杯はいの取り出しもこの最下層でおこなっていると見て間ま違ちがいない」

「そして、ここに『禍の団カオス・ブリゲード』もいるわけだね」

　ゼノヴィアがそう言い、先生も肯こう定ていしてうなずく。

「クーデターに関与している上役やその近この衛え兵たちも現在はここにいるだろう。んで、俺たちが向かうのもこことなる」

　木き場ばが見取り図に印をつけていく。

「この二日間で城に待機している兵士の活動範はん囲いはだいたい把は握あくしました。いちおう、地下まで、できるだけ兵士と遭そう遇ぐうしないルートは用意できそうです。『いちおう』というのはこの非常事態なので、兵士の守備も変わっていると思うからです」

　おおっ、ここに滞たい在ざいしている間、時折木場が客室からいなくなっていたが、城のなかの様子を調べていたのか。神速の木場だからこそ、兵士に見つからずに済んだのだろう。

「どちらにしても、地下で必然的に強敵と遭遇するのは僕たちということですね」

　木場が不敵に笑んだ。

　そういうことだよな。重要な聖杯の取り出しをここでおこなっている以上、マリウスもその近辺の重じゆう鎮ちんも……あの邪龍もここに集合しているってわけだ。

　俺たちが進む道に強敵がわんさかってか。まあ、グレモリーの戦闘らしいというか。

　俺は深く息を吐はき、頭をぽりぽりかいた。

「俺たち、本当、こういうのばかりですね」

　先生が俺の頭に手を置いた。

「ま、だからこそ、著しい成長を遂とげて、それに相応ふさわしい火力、突破力を有したんだろうさ」

　先生が見み渡わたすように告げる。

「目的は聖杯の抜ぬき出しを阻そ止しすること。残ざん酷こくなことも言うが、最悪、取り出しがされたあとでもマリウスを捕ほ縛ばくする。マリウス以外の上役は……できるだけ生き残らせろ。──それでだ、テロリストどもは問答無用で始末していい。それは俺が許す。邪龍に襲おそわれ、危なくなったら、ヴァレリーと聖杯だけでも取り戻もどして逃にげの一手だ。無理に倒たおそうとするな。邪龍を退治しろとは言わん」

　わかりやすくていい。邪龍は……相対しても危機を感じたら逃げる方向で。

　あのクロウ・クルワッハ、できることなら戦いたくはないからね。ドライグにも忠告を受けたぐらいだからさ。

「ぼ、僕はヴァレリーを取り戻します！」

　ギャスパーが立ち上がり、気合いの一声。

　皆がそれを確かく認にんして、いい笑顔となった。

『もちろん！』

　異口同音に意見が合致した！　そういうことだ！

　俺たちは一同に立ち上がり、客室を勢いよく飛び出した──。







　地下への階段を下りていく俺たち。

　木場がルートを確保してくれたおかげでここまで特に目立った襲しゆう撃げきはなかった。やはり、兵士の待機場所は変わっていたけどね。それでもここまで軽い戦闘は二度だけで済んだ。

　外からの激しい戦闘音は聞こえてきていた。表の攻こう防ぼう戦せんの流れ弾だまが飛んできて城のあちらこちらが破は壊かいされていたしな。まあ、地下にまでその流れ弾は来ないだろうけど、表の戦闘で起こったであろう地鳴りのような振しん動どうはこちらにまで響ひびいている。

　地下への階段をしばらく歩いていくと、最初の階層に出る。

　開けた空間。少々の暴れ方をしても平気そうな規模はある。天てん井じようの照明で中は奥まで光が届いている。悪魔だから暗くら闇やみでも見えるんだけどね。

　──と、ずらりと並ぶ人ひと影かげ。鎧よろいを着込んだ吸きゆう血けつ鬼きの兵士たちが空間の半分を埋うめ尽つくすほど、集まっていた。全員、手に得え物ものを持ち、赤い双そう眸ぼうを危険なまでに輝かがやかせる。

　数は……百以上いるかな。彼らは元人間の吸血鬼。吸血鬼としての特性は、純血に比べると薄うすいものだが、その身体能力は並の人間では太た刀ち打ちできないほどだ。

　先生が手元に光の槍やりを作り出して言う。

「さて、誰がいく？　結構な数だ。この下に手て練だれが待ち構えているとすると、ここで無む駄だな体力は使いたくはない」

「アザゼルは聖杯までたどり着いたらお仕事があるのですから、こんなところで下手に消しよう耗もうしてもらっても困りますわ」

　と、朱あけ乃のさんが言う。もっともだ。先生は前線を引いた身なんだから、集団同士のバトルではうしろで指揮してくれていたほうが適役かもしれない。

　ゼノヴィアがデュランダルを肩かたに担かつぐ。

「私が開幕の合図としてデュランダルのオーラを出したいところだが、それはよしたほうがいいんだろう？」

　リアスがうなずく。

「ええ、あれはそう連発できるものではないのでしょう？　なら、邪じや龍りゆうクラスに使うのが妥だ当とうだわ」

　そら、そうだ。ったく、ゼノヴィアはすぐにそちらに思考が働くんだもんな！　ちょっとこの間、エクス・デュランダルを扱あつかえてきたなと思ったらこれだもん！

　イリナがゼノヴィアに注意する。

「ゼノヴィア、ちょっとは考えて。テクニック的な動きをしたと思えばまたパワー思考なんだから！」

　ゼノヴィアは首をかしげる。

「どうもな、やっぱり、木場がいると私が細かいことをしなくてもいいように思えてならないんだ」

　木場もそれを聞いて深く息を吐いた。

「……いや、何度も言うけど、その理り屈くつはおかしいよ、ゼノヴィア……。帰ったら、ミーティングをしようか……はぁ」

　……同じグレモリー『騎士ナイト』の木場の心中は察してあまりある……。

　イリナがゼノヴィアに代わって木場に謝った。

「ごめんなさいね、木場くん。ゼノヴィアはむかしから、こうなの。人手が足りなければ率そつ先せんして穴を補おうとするんだけれど、人手が足りていると途と端たんに抜けちゃうの」

　木場は合が点てんがいったようにうなずく。

「ああ、最初はクールな様相だったのに日に日に考えるのを止やめたのはそういうことなんだね……」

　ゼノヴィアがこめかみをピクピクさせて口を尖とがらせた。

「失敬な奴らだ！　これでも私は日々考えているんだぞ！」

　なんて説得力のない台詞せりふなんだ！　初遭遇のときならいざ知らず、いまじゃあまりに威い厳げんのない台詞に聞こえる！

　額に手をやってリアスが言う。

「……それで、この状況、どうしましょうかね。各個撃げき破はがいいのかしら」

　──と、一歩前に出る二人の影かげがあった。

「…………問題ない」

《ま、ここはあっしらってことでしょうねぇ》

　ルガールさんとベンニーアだった！

「ベンニーア！　ルガールさん！　二人だけじゃ、この数は厳しいんじゃないか？」

　俺がそんなふうに心配するが──ベンニーアは手元に自身の身長よりも長い鎌かまを亜空間から出現させる。

《あっしも働かないと連れてきてもらった意味がなくなりやすからね～》

　緊きん張ちよう感のない声こわ音ねでそう口にしながら──小こ柄がらな死神少女が音もなく飛び出していく！

　走るというよりも滑すべるように吸血鬼兵士の一団のほうへ斬きり込んでいった！　残像を作りながら高速で動き回るのは死神グリム・リツパー特有のものだ。

《ほらほら死しに神がみっ娘このお通りですぜ》

　軽い口調の彼女は、分身を幾いく重えにも出現させて兵士の一団を翻ほん弄ろうしていく！　彼らも手に持つ剣けんの先を定められずにいた！　仮に振ふったところで分身を切り払はらうだけで直ちよく撃げきを与あたえることなど叶かなわない。

　木場がベンニーアの動きを見て感かん嘆たんの息を漏もらす。

「……あの残像は目で捉とらえられるけど、超高速の末に生じたものだ。実際に捕つかまえようとしてもそう容易たやすくはいかない動きだよ」

　木場が高速の末に生み出す分身と似た性質ってことだよな。

　目では追える。──が、攻こう撃げきしても直撃はできず、分身を消すだけでその隙すきに死角から攻撃されてしまうってやつだ。

　つまり、彼女は木場と同じ芸当ができるってことだ。……死神グリム・リツパーと同じ動きができる木場がすごいのか、それとも実力者たる木場と似た速さを持つベンニーアがすごいのか。どっちもすごいで結論は出せそうだが……。

《死にやすぜ……あっしの姿を見た者は皆死んじまいやすぜ》

　ベンニーアが鎌で兵士を切り刻む。しかし、兵士に外傷らしきものが生まれた様子もない。だが、ベンニーアの鎌で斬られた者は例外なくその場でくずおれていった。

　まるで、魂たましいが抜けたように兵士たちはそれっきり動かなくなってしまう。

　先生が言う。

「死神の鎌デスサイズだ。あれに斬られた者は外傷もなく、魂だけを刈かり取られる。魂に損傷を与えるダメージ量は持ち主の技量に比例するが……。聖せい杯はいで強化された吸血鬼の兵隊を一ひと太た刀ちで沈しずめるということは、ベンニーアの実力は目を見張るものがあるということだろう」

　俺たちもあの鎌で襲われたことがある。そう、冥めい界かいで英えい雄ゆう派に襲撃されたときだ。ハーデスから派は遣けんされてきた死神グリム・リツパーの群れと戦ったからな。

「少なくとも中級以上はありますよ。中級悪あく魔まの試験後に出会った死神グリム・リツパーどもよりもいい動きをしてますからね」

　俺の素す直なおな感想だ。明らかにあのときに戦った中級クラスという死神グリム・リツパーたちよりも動きが機き敏びんで、鎌の一太刀が鋭するどい。

　冥めい府ふのお偉えらいさんの娘なだけはあるね。木場が深く感動していた。

「さらに『騎士ナイト』でスピードも底上げされている。本人の資質と好こう相あい性しようだ。ゼノヴィア、見ておくんだよ？」

「……それは皮肉か？」

　半眼のゼノヴィア。いや、ゼノヴィアの動きも速いんだけどね。けど、ベンニーアのほうが速さでは上だろうな。パワーじゃゼノヴィアの圧勝だろうけど。

　死神少女が斬り込んでいるなか、ルガールさんが上着のコートを床ゆかに脱ぬぎ捨てた。シャツの上からでも鍛きたえ上げられたであろう肉厚の身体が見て取れる。

「…………いくぞ」

　そう、一言つぶやいたのち、彼の体の節々が脈動し、隆りゆう起きしていく！

　盛り上がっていく体の変化に衣類が耐たえきれず、ミチミチと音を立てて破れていった。

　ルガールさんの口に鋭い牙きばが生えそろい、獣けもののように口全体が突つき出していく！　爪つめが鋭えい利りに伸のびていき、全身に灰色の体毛が出現していった！

　オオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォン……っ！

　地下室に響き渡わたる獣の咆ほう哮こう──。

　それは、狼おおかみそっくりの鳴き声だった！　姿形も狼のフォルムをした人型！

　そう、俺たちの眼前に出現したのは──人間から変へん貌ぼうした灰色の毛並みの獣人！　ルガールさん、狼男だったのかよ!?

　変化したルガールさんは首をコキコキと鳴らす。

『俺もシトリーの者としてやらせてもらおう』

　構えるルガールさんを見て吸血鬼の兵士たちにどよめきが生まれる！

「狼男だと!?」

「くっ！　悪魔に転生した狼男がいたというのか！」

　吸血鬼たちの驚おどろきようと憎にく々にくしげな視線といったらなかった。

　怪け訝げんに感じていた俺にリアスが説明をくれる。

「吸きゆう血けつ鬼きと狼男は古くから争っているから、お互たがいに天敵として認にん識しきしているのよ」

　なるほど。カーミラの領地で、カーミラ派の吸血鬼たちがルガールさんをあまりいい目で見ていなかったのは、狼男だとわかったからか。

『吸血鬼とはやり合い慣れているのでね。容よう赦しやはせん』

　そう言うなり、ルガールさんは高速で飛び出していき、兵士たちをまるで紙くずのように引き裂さいていく！　前に聞いたことがあるけど、狼男って獣人のなかでも上位クラスなんだよな。

「おのれっ！」

　兵士たちが剣や槍で攻撃を仕し掛かけても──素すで頑がん丈じようなのか、『戦車ルーク』の特性がプラスしているのか、一いつ切さい傷つけることができないでいた。逆に刃はが欠けているほどだ。

《ルガールの兄ちゃんはただの狼男じゃありやせんぜ》

　ベンニーアが攻撃をしながらそう言う。

　すると、ルガールさんの両りよう腕うでに紋もん様ようが浮うかび上がった！　それは魔法の術式にそっくりな紋様だ。ルガールさんの手元に炎ほのおが生まれると、そのまま豪ごう快かいに殴なぐりつけていく！

　炎のパンチ！　吸血鬼の兵士たちの全身が燃え上がっていく。身につけていた鎧すらも溶とかしていくほどの熱量！　大分強力な炎の魔法と見受けられた！

「魔法も使えるのか！」

　驚く俺にベンニーアは言う。

《高名な魔女と、灰色の毛並みで有名な狼男一族の間に生まれたハイブリッドっつーチートウルフガイですぜ》

　なんじゃそりゃ！　攻こう守しゆ共に身体能力に優すぐれた狼男で、魔法も得意だと!?

「……とんでもない逸いつ材ざいを『戦車ルーク』に据すえたものよね、ソーナったら」

　リアスもルガールさんの特とく徴ちように舌を巻いている様子だった！　現に後発の攻撃とはいえ、すでに先発のベンニーアよりも多くの兵士を屠ほふり去っている！

『戦車ルーク』の特性によって上乗せされた攻守をさらに魔法で底上げ！　相手の攻撃をものともせずにいまだ無傷！

　動きも狼らしく、軽かろやかでスピーディだ。取りこぼした相手も──ベンニーアがフォローして残さず狩かっていく！

　シトリーの新人二名はすでに頼たのもしい戦い方を演じて見せてくれた！　ソーナ会長が吸血鬼の根城で役に立つと太たい鼓こ判ばんを押すはずだっ！

　──と、俺たちの後方、地上への階段から複数の足音が聞こえてくる。皆もそれを察知していた。禍まが々まがしいオーラの質。おそらく、敵の増ぞう援えんだ！

『行け、グレモリー眷けん属ぞく。ここは俺とベンニーアに任せてもらう』

　ルガールさんが兵士を引きちぎりながらそう言った。

「任せてもいいのね？」

　リアスの言葉にベンニーアも鎌を振るいながら肯こう定ていする。

《そのために派遣された面がありますぜ。新人コンビは能力の初はつお披ひ露ろ目めと主役のための足止めが適任なんでさー》

『さっさと悪魔としての戦いに場慣れしろということだろう。我が主あるじはスパルタだ』

　そう漏らす割には頼もしい攻撃を繰くり広げてくれているけどね！　これなら、上から来た増援の吸血鬼も任せられるだろう。

　俺たちはうなずき合い、戦せん闘とうの合間をぬって戦場を駆かけ抜ぬけた！

　奥にある地下への階段にたどり着いた俺たち！　リアスが振り返りながら言う。

「では、ここを頼むわ、ベンニーア、ルガール！」

　ベンニーアとルガールさんが親指を立てる。

　あとは頼んだぜ、シトリーのニューフェイス！

　俺たちは足早に階段を下りていった──。







　階段を下りていくなか、ゼノヴィアがぼそりとつぶやく。

「……シトリーの戦力増強は凄すさまじいな。ゲームをしたら次はかなり食い込まれるんじゃないか？」

　先生が言う。

「ゲームでの総合的なバランスなら、すでにソーナ側のほうが上だろう。火力重視じゃ、将来のゲームで苦戦するぞ、リアス」

　リアスが息を吐はいた。

「わかっているわよ。私はソーナをなめたことなんて一度だってありはしないわ」

　その通りだ。会長をなめることなんてできやしない。先日の魔法使い集団とのバトルでも自らの眷属と俺たちグレモリー眷属を同時に操あやつっていたからね。

　階段を進むと、再び開けた空間に出て行く。

　城の地下は最下層を含ふくめて四つの空間がある。これがふたつめだ。

　俺たちの前方に立つのは──。

「来た来た。主どのがおっしゃった通りだ」

「うむ、噂うわさのグレモリー眷属」

「強化された我々にとってはいい相手になりそうだ」

　明らかに上階の兵士たちよりも格上の雰ふん囲い気きを醸かもし出す吸血鬼たち。兵士の鎧よろいではなく、普ふ通つうの衣類を身にまとっているが、全身から放つプレッシャーは兵士たちの比じゃない。

「クーデター派の上役の直属戦士だろう。純血ではないだろうが、吸血鬼の特性を色いろ濃こく持つ戦士だ」

　先生がそうつぶやく。

　次は強化された戦士かよ。さて、今度は誰が出るべきか。

「とりあえず、禁手化バランス・ブレイク」

　俺は素早く鎧を装着。そろそろこれを着ておいてもいいだろう。階層を下るたびに危険度は増すのだから。

「さーて、どうすっかな。そうだ、木場」

「なんだい？」

　俺が木場に提案を持ちかける。

「同時攻撃ってのはどうだ？」

　木場が不敵な笑えみを漏らした。

「キミにお誘さそいを受けて断れるわけもないさ。いいだろう、赤せき龍りゆう帝ていと聖魔剣で踊おどろうじゃないか」

　よし、男子コンビで飛び込みましょうかね。

　──などと、一歩前に出たときだった。

「お先に」

「行くわよ！」

　俺たちの横を通り過ぎていく──ゼノヴィア、イリナのコンビ！　先手を打ったのは教会の戦士コンビだった！

　二人は敵との距きよ離りを一気に詰つめ寄ると、聖剣、量産聖魔剣を交こう錯さくさせて吸血鬼の戦士たちに斬きり込んでいった！

「くっ！　聖剣か！」

　毒づく吸血鬼は身を霧きりに変えて、初しよ太だ刀ちを回かい避ひする。──が、ゼノヴィア、イリナが振ふった一いち撃げきはそれだけでは終わらず、刀身から聖なる波動も飛んでいった！

　後方に位置していた吸血鬼の男が自身をコウモリに変化させて、間かん一いつ髪ぱつで波動を避よけた。

「伸のびろっ！」

　ゼノヴィアが二撃めとばかりにデュランダルの刀身を鞭むち状に変えて、横の吸血鬼に切りつけた！

「ぬわっ！」

　その吸血鬼は回避できずに一発受けるが……ダメージはあるものの聖剣の効果は思ったよりも通っていない。

　元来、吸血鬼は悪魔同様、聖なる攻こう撃げきに弱い。それが致ち命めい傷しようとなっていないということは、聖せい杯はいによって、その弱点を克こく服ふくしていると見ていいのだろう。

　ゼノヴィアとイリナが息を吐く。

「うーん、軽く振ったとはいえ、吸血鬼にデュランダルが効かないのは遺い憾かんだね」

「けど、勝てない相手じゃないわ。一撃一撃加えていったら確実に勝てる。……問題は時間をかけられないってことよね」

　そう、いまの攻こう防ぼう戦でわかったことは強化した吸血鬼であろうと、俺たちの敵ではないことだ。ただ、聖杯で強化されている分、面めん倒どうくさい相手には違ちがいなく、地下という密閉された空間と無む駄だ打ちできない状況を鑑かんがみると派手な攻撃は避けて地味な攻撃を加えるしかない。

「僕が残って戦うという選せん択たく肢しもあるが……下にはおそらく」

　木場が床ゆか──そのさらに下を見るようにしていた。

　そう、この下に控ひかえているのは邪じや龍りゆうだろう。クロウ・クルワッハ、もしくはリゼヴィムのそばにいたオーフィスの分身リリスという可能性もある。

　その二体と戦うとしたら、木場はいてもらわないと困る。……クロウ・クルワッハでも勝てるか怪あやしいのに、オーフィスの分身とまで手合わせすることになったら……。

　ここで無駄なスタミナは使いたくない。──なのに、面倒くさい相手が複数目の前にいる。

　さて、どうしたものか。最善の一手を模も索さくしているなかで、小こ猫ねこちゃんが一歩前に出た。

「……ここは私に任せてください」

　そう言うなり、彼女は目を閉じて、深く息をし始める。

「……姉さまに教えてもらったものがここでお役に立ちそうです」

　しだいに小猫ちゃんの体に淡あわい白い光が集つどい始めた。

　それは小猫ちゃんの小こ柄がらな体を包み込み、彼女自身も呼応するように闘気を発生させていく。

　闘気をまとい、全身を発光させる小猫ちゃん。その光はついに膨ふくれあがって、大きくなっていく。光が何かの形に形成されていった。

　……光が収まったあとに現れたのは……黒くろ歌かに似た風ふう貌ぼうのお姉さんだった！

　白い着物を着て、猫ねこ耳みみ、二ふた又またの猫の尻尾しつぽ！

　そのお姉さんが口を開く。

『近きん隣りんに存在する自然の気を集めて、自身の闘気と同調させることで強制的に成長させました』

　マジか！　こ、小猫ちゃんの声だぁぁっ！

　仰ぎよう天てんして言葉もない俺にリアスが言う。

「あれは外部の気を体内に取り込むことで、猫ねこ又またの力を自在に扱あつかえるように一時的に小猫を大きくさせる仙せん術じゆつの技わざよ。──白しろ音ねモードだと小猫は言っていたわ」

　仙術で強制的にお姉さんになってしまいましたか！　白音モードときた！

　し、しかも！　デカい！　おっぱいがデカいっ！

　着物の上からでもわかるほどに乳ちちが成長しているぅぅっ！　まるで黒歌並！　ああ、小猫ちゃんは成長すると、こんなにも素す晴ばらしい美女になってしまうのか！

　白音モードの小猫ちゃんが、幽ゆう鬼きのごとく、音もなく前方に進んでいった。

　右手を横にすると、その先に──大きな車輪が出現した。

　その車輪が白い炎ほのおに包まれていく。

『──火カ車シヤ。猫又が操あやつる能力のひとつです』

　火車！　名前だけは知っているぞ！　先生が言う。

「火車は死者をあの世に誘いざなう妖よう怪かいで、猫又のもうひとつの姿と言われている。死体から起き上がって吸きゆう血けつ鬼きとなった奴やつらにとっては、技の特性上、あの炎は必殺の一撃となるだろう。問題は弱点を無くした奴らに効くかどうかだが……」

　小猫ちゃんは、宙にいくつもの火車を出現させると、それを前方の吸血鬼の戦士たちに向けて放っていく！

　火車は空中で勢いよく回転しながら、高速で彼らのもとに飛んでいった！

「見知らぬ技だが、この程度！」

　不敵にそれらを軽視するが──。火車は避けられても空中で軌き道どうを縦じゆう横おう無む尽じんに変えていき、ついには吸血鬼を捉とらえる！

　一人が火車の直ちよく撃げきを受けた。刹せつ那な、その吸血鬼が白い炎に包まれていく！

「う、うわあああああああっ！」

　絶ぜつ叫きようをあげながら、その吸血鬼は灰と化していった！　おおっ、一撃だっ！

　その光景に相手は驚きよう愕がくしていた。

「な、なぜだ!?　なぜ、燃える!?　我らは炎すらも寄せ付けない体を手に入れたはずだ!?」

　弱点を克服したと思っていた矢先に火車によって灰にされちゃ、驚おどろくよな。

　小猫ちゃんは無む慈じ悲ひに言う。

『無駄です。その炎は死者を燃やし尽つくすまでは決して消えることはありません。仙術の応用により取りこんだ自然の気を浄じよう化かの力に変えていますから。弱点どうこうという理り屈くつではありません。あなたたちの存在理由、真理そのものを根源から作り替かえない限り、炎はあなたたちを燃やしていきます』

　──浄化の力。

　小猫ちゃんは黒歌との修しゆ行ぎようでそんなものを得ていたのか！

　先生がうなった。

「……匙さじの呪のろいの炎と対極のものだな。あちらは負の力で永遠に呪い、こちらは正の力で清めて消し去ってしまう」
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　清めの力！　うーん、エッチなことに厳しい小猫ちゃんらしい能力だ！

「なら、攻せめるまでだっ！」

　回避を諦あきらめた吸血鬼の一人が小猫ちゃんに直接攻撃を加えようとする！

　──が、拳こぶしが小猫ちゃんに触ふれた瞬しゆん間かん、その吸血鬼が瞬時に灰と化していった！

『……いまの私は浄化の力そのものです。あなたたちは触れただけで消えてしまいますよ？』

　触れるだけで消しよう滅めつかよっ！　浄化の力ってどんだけすごいんだ！

「す、すげえ……」

　生なま唾つばを飲み込む俺に先生が言う。

「邪よこしまなおまえも触れないほうがいいぞ？　浄化されちまう。あれは邪気を持つ相手に特効となる状態だ。邪龍にさえ、ダメージを与あたえられるだろう。もちろん、その効果には小猫の力量が反映するが……。ここにいる強化吸血鬼程度じゃ、手も足も出ないようだ」

　そう、先生が言うように、小猫ちゃんが操る無数の火車は一人一人確実に葬ほうむり去っていったのだった。

「ちくしょおぉおおおおおおおおおっ！」

　最後の一人が絶叫をあげて灰と化して消えていった。

　この空間にいた吸血鬼の戦士を小猫ちゃんが一人で始末してしまった！

　片付いたのを確認して、息を吐はく小猫ちゃん。疲ひ労ろうの色が見える。

「すごいじゃないか、小猫ちゃん！　って、気軽に触れられないのか……」

　俺が駆かけ寄るものの、白く発光している小猫ちゃんに触れることもできずにいた。

　小猫ちゃんはもじもじしながら頰ほおを赤く染めて言う。

『……イッセー先せん輩ぱい。……おっきくなりました』

「た、確かに……大きくなったな」

　背はもちろん、おっぱいが特に！　うおおっ、小猫ちゃんって将来こんなにナイスバディの美女になるのか！　いや、これは楽しみすぎてたまらんことになる！

　小猫ちゃんは上うわ目め遣づかいで言う。

『……この状態はあまり長いこと維い持じできませんが、けど、必ずいつかこの姿になって、お嫁よめさんに──』

　そこまで言ったところで彼女を包んでいた光が止やんでしまい、元のロリっ子に戻もどってしまう。途と端たんに力が抜ぬけたようにくずおれていく。

「……ふえ」

　意識を失う前にリアスが小猫ちゃんを抱だき留めた。

「お疲つかれさま、小猫」

　頭をなでるリアス。

　いやしかし、とんでもない成長だな、小猫ちゃん。浄化の力か。もっと修行すれば、邪龍相手にも効果的にダメージを与えられるようになりそうだ。

「この状態で初めての実戦だ。体力が一気になくなっちまったんだろう」

　先生がそう分ぶん析せきする。

　でも、おかげで俺たちは大分楽にここを抜けられそうだ。

　俺たちは小猫ちゃんを抱いて、さらに下へと向かっていく。




　　　　─○●○─




「──っ」

　さらに下の階層にたどり着く直前には、その気配を捉えることができた。

　……覚えのあるオーラが下から流れてくる。

　邪じや悪あくなオーラの波動。重々しく、肌はだにまとわりつく感じ。

　俺たちが三つめの階層の扉とびらを開くと、その哄こう笑しようは空間一帯に響ひびき渡わたった。

『グハハハハハハッッ！　この間ぶりだなぁ、ドライグちゃんよぉぉぉぉぉっ！』

　黒い鱗うろこ、銀色の双そう眸ぼう。巨きよ大だいなドラゴン！

「グレンデルッ！」

　そう、その階層にいたのは、魔ま法ほう使つかい襲しゆう撃げきの一件でやりあった邪龍だっ！

『そうだぜぇ、おまえらをぶっ殺したくてたまんねぇグレンデルさまだぜぇぇっ！』

　相変わらずの悪意の波動を全身から放ってくれていた。

『ちょっとだけなら遊んでいいっつーからよぉ、この間の続きをしに来てやったのよっ！　グハハハハハハッ！』

　……絶対に会いたくない奴に出会っちまった！

　こいつを相手にする以上、この鎧よろいのままじゃ話にならねぇ。プロモーションするしかないだろう！

「イッセー、まだ真『女王クイーン』にプロモーションしてはダメよ」

　呪じゆ文もんを唱えようとした矢先にリアスが制してくる。

「けど、リアス！　こいつの強さは俺がよく知っています！　あれにならないと正面からぶつかることができません！」

「あなたの力はこのあとに控ひかえているであろうクロウ・クルワッハやリゼヴィム・リヴァン・ルシファーに使うべきよ。……このドラゴンはチームでの手数で攻めるしかないわ」

　……こいつの登場は予想外だった。そりゃ、マリウス派の吸血鬼たちは『禍の団カオス・ブリゲード』と協力関係なんだろうけど、クロウ・クルワッハとリリスのインパクトが強くてここにこいつを配置するってのは予想もできなかったよ！

　いや、予想しておくべきだったのか。こいつは戦せん闘とうをするためだけに存在するイカレたドラゴンだ。戦場となるべき場所にいてもなんら不思議じゃなかったんだ。

　リアスが目で皆みなに合図を送る。

　……チームでかかれってことだろう。そうだ、こいつは全員でかかるべきだ。じゃないと、勝てやしないだろう！

『JETジエツト!』

　最初に飛び出したのは俺だ。ドラゴンの翼つばさを展開して、真まっ直すぐに高速で向かっていく。

『おうおうおうっ！　そうそうそれだよ！　バカ正直でたまんねぇなッ！』

　嬉き々きとして喜ぶグレンデル。

　俺の速度に追つい随ずいして、ついには横に並ぶ者がいた。──木場だ。そのそばに複数の龍りゆう騎き士しが出現していく。騎士たちの手にはジークフリートから得た魔剣群！

　木場は右手を亜あ空間に突つっ込こんで、そこに格納してあった一ひと振ふりの凶きよう悪あくな龍殺しドラゴンスレイヤーを取り出した。

　──魔ま帝てい剣けんグラム！

　最強の龍殺しドラゴンスレイヤーとされる一本だ！　俺のアスカロンは大した効果をこいつに与えられなかったが、このグラムならどうなのか？

　俺たちを追うようにゼノヴィアとイリナも駆けつけた。

　四人による同時攻こう撃げきっ！

「はぁぁぁああっ！」

「とりゃぁぁぁああっ！」

　ゼノヴィアとイリナがデュランダルを、量産聖魔剣を勢いよく振るっていくが──。

『軽いなっ！』

　グレンデルの体にかすり傷程度のダメージしか与えられずにいた！

「……デュランダルのあの大きなオーラでなければダメか……っ！」

　自身の攻撃が通らなかったことに、ゼノヴィアは歯嚙がみしていた。

　いや、ゼノヴィアの攻撃が悪いんじゃない。こいつの、グレンデルの防ぼう御ぎよ力が桁けた違ちがいなだけだっ！　現に──。

「おりゃっ！」

『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』

　俺が顔面を殴なぐりつけても、ケロっとしてやがった。通常の禁手バランス・ブレイカーじゃ、話にもならねぇっ！

「はぁあっ！」

　イリナが空中で白い翼を広げて、手元に強大な光を生み出す。そのまま、一気に放射した。光の奔ほん流りゆうがグレンデルに直撃するのだが──。

『グハハハハハハッ！　焦こげる程度しかできねぇなっ！』

　皮ひ膚ふをちょっと焦がすぐらいしかダメージを与えられなかった。

　かなりの出力だったのに、それでもこいつが相手だとこんなもんなのかっ！

　死角を捉とらえた木場がグラムを放つ！

「くらえっ！」

　魔の波動に包まれた得え物ものが振り下ろされる！　木場に付き従う龍騎士たちも魔剣を持って同時に斬きりかかっていく！

　龍騎士たちの魔剣が邪じや龍りゆうの体を切り刻み、正面から木場がグラムでグレンデルの肩口から脇わき腹ばらまで斜ななめに斬りつけたが──。

　致ち命めい傷しようと呼べるものは、そこに生まれていなかったんだ。全身から青い血が噴ふき出し、煙けむりすらも上がるなかでグレンデルは不敵に笑えむだけだった。

「──ッ！　グラムでもこの程度のダメージだというのか!?」

　一番驚いていたのはグラムの持ち主たる木場だ。

　それを見てグレンデルは嫌いやな笑いを発する。

『グハハハハハハハハッ！　いってぇなっ！　やるじゃねぇか、剣士の坊ぼう主ずぅっ！』

「……まいったね、僕が使いこなせていないとはいえ、龍殺しドラゴンスレイヤーのグラムでもあの程度しか傷を付けられないなんて」

　さすがの木場も苦笑を浮うかべていた。

「無む駄だにかったいからな、あの野や郎ろう。やっぱり、真『女王クイーン』になるしかないのか……」

　俺がそう口にしているなかでグレンデルにあらゆる属性による魔法の矢が、突き刺ささっていく。

　目で追えば、宙に魔方陣じんを幾いく重えにも展開しているロスヴァイセさんの姿。

　──が、この魔法攻撃でも大したダメージを与えられていない。

「あらゆる属性魔法も効果を出しませんね。……いくらドラゴンの鱗が魔法に耐たい性せいがあろうとも、これはあまりに異常すぎます。元の耐性に加えて対魔法の強化も施ほどこされているのでしょうね」

　ロスヴァイセさんの考察通りなのだろう。こいつの鱗はあまりに堅かたすぎる！

　真『女王クイーン』でようやく殴り飛ばせるってレベルがすでに常じよう軌きを逸いつしたという証しよう拠こなのだろう。

「……いくらイッセーが本気を出していないとはいえ、私たちの火力をモノともしない防御力というのも嫌になるね」

　ゼノヴィアも困こん惑わくしている様子だった。イリナも息を吐く。

「申し訳ないけれど、ここまで堅けん牢ろうな相手じゃ私も効果的なダメージを与あたえられそうにないわ。いいとこ、どうにか意識誘ゆう導どうができるぐらいかしら。あのドラゴンの目にはイッセーくんしか映ってなさそうだけど……」

　そう、野郎は俺に興味津しん々しんだ。ぎらついた凶きよう暴ぼうな双眸を俺にだけ向けているからね。

『どうしたどうしたドライグゥ！　本気出せや！　あの真しん紅くの状態になってみせろよぉぉぉぉぉおおっ！　じゃねぇと俺の相手なんざできやしねぇぞぉぉぉぉっ！』

　……真『女王クイーン』をお望みか。いや、まあ、もう使ってもいいんじゃないかって思ってはきているんだけどね。

　こうまで堅いんじゃ、決定力不足だ。俺があれに昇しよう格かくして、活路を開き、皆と一いつ緒しよに退けるしかない！

　俺が覚かく悟ごを決めたところで、リアスがそれを口にする。

「ひとつだけ、あのドラゴンに致命傷を与えられる技わざがあるわ」

　リアスの言葉に朱乃さんが反応した。

「リアス、あれを使うつもりなのね」

「ええ、朱乃。あれしかないと思うわ。けれど、あれを使うには時間が必要なの。魔力を練るだけの時間が稼かせげれば勝てる見込みは増すわ」

　例のトレーニング空間で見せた強大な滅ほろびの球体か！　確かにあれはとんでもない破は壊かい力を持っていそうだった！

　あれが当たれば相手の防御なんて無視で致命傷を与えられるかもしれない！

「そんなことでしたら楽勝ですよ、リアス」

　応じる俺。木場も横に並ぶ。

「ええ、時間稼ぎぐらいならいくらでも」

「うん、部長に秘策があるのなら、それに任せるべきだ。ここで無駄な消しよう耗もうはできないだろうからね」

「やりましょうよ、リアスさん！」

　ゼノヴィアとイリナも声をそろえてくれた。

「では、皆みんな。お願いするわ」

　リアスはそう言うと、足あし下もとに魔方陣を展開させて、自身の魔力を練り始めた！

　同時に彼女の頭上に滅びの力が集束していく。あれが大きくなると、あのでっかい球体になるんだろうな。

　よし、そうなるまで俺たちは時間を稼ぐ！

「アーシア、ギャスパー、小猫を守る結界障しよう壁へきも作ったことだし、俺も参戦すっかな」

　先生も上着を脱ぬいで俺たちの横に並んだ。

　全員そろったところで飛び出していく前線メンバー！

　ゼノヴィアとイリナがコンビ攻撃で左右から攻せめ、俺が正面から殴りかかる！　死角から木場が斬り込んでいき、隙すきを見てロスヴァイセさんが魔法をいくつも放っていく。

『おもしれぇぇぇぇっ！　どんどんこいっ！　どんどんよぉぉぉおおおっ！』

　グレンデルは俺たちのチーム攻撃を嬉々として受け入れて、巨きよ体たいに似合わない軽かろやかな体たい捌さばきを見せてくれる！　ロスヴァイセさんの魔法攻撃をあえて防がずもろに食らいながら、斬りかかるゼノヴィアとイリナを横よこ殴なぐりの打だ拳けんで振り払はらう。木場が足下を狙ねらって斬りかかるが、奴やつは軽くジャンプして股また下したにいる木場に向けて火か炎えんを吐はき出した！

「くっ！」

　木場はそれをグラムで真っ二つに切り払う。俺は床ゆかすれすれに滑かつ空くうしながら木場を回収して、ゼノヴィアとイリナの近くにまで退たい避ひした。

　木場をおろした刹せつ那な、奴とゼノヴィアに触ふれて、高めた力を譲じよう渡とする。

「木場、ゼノヴィア！　譲渡するぜっ！　受け取れぇぇっ！」

『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』

『Transferトランスフアー!!』

　譲渡された瞬しゆん間かん、木場とゼノヴィアのオーラが膨ふくれあがる！

「──よし、これなら！」

「ああ、いこう！　天閃ラピツドリイよッ！」

　木場とゼノヴィアは得物を握にぎり直して、グレンデルに再度進しん撃げきする！

　聖魔剣とグラムの二剣けんとエクス・デュランダルをかまえる二人の姿が──完全に消え去り、風きり音しかしなくなった！　俺も目では追えない速度で突とつ入にゆうしていく！

『おほっ！　速はえぇっ！　クソ速はえェじゃねぇかよっ！』

　木場とゼノヴィアの速度はグレンデルでも追えないようだった。奴がパンチを繰くり出してもまるで当たる気配もなく、木場とゼノヴィアが音もなく、グレンデルの全身を切りつけていった！

　黒い鱗うろこに剣の傷が次々と生まれていく。手数とダメージでは木場とゼノヴィアが勝まさっている。もちろん、グレンデルの一撃を食らえば防御面で心こころ許もとない木場はアウトだ。

　それでもグレンデルの攻撃が一いつ切さい当たるように思えないのは、木場たちの高速戦せん闘とうの安定感が揺ゆるぎないからだ。

　ゼノヴィアが木場の速度に追随できているのは、天閃の聖剣エクスカリバー・ラピツドリイの能力のおかげだ。ギフトでの譲渡も加算されて二人の『騎士』が繰り広げる剣けん舞ぶは誰も止められない！

　──グレンデルの攻撃が当たるように思えない絶対の信しん頼らいっ！

『……んだっ、こいつらの速さは……ッ！　当たらねぇっ！　当たらねぇぞッ!?』

　さすがのグレンデルも木場とゼノヴィアの攻撃に苦く渋じゆうの色を見せ始めた。

　全身の傷きず跡あとから煙が上がり始めている。もしかして、グラムと聖魔剣、エクス・デュランダルでの攻撃が蓄ちく積せきしていって、龍殺しドラゴンスレイヤーが効果を示し始めているのか……？　耐性にも限界がある？

　グレンデルは舌打ちした末、後方に飛び退のき、息を盛せい大だいに吸って腹部を大きく肥大させた！　火炎を吐くつもりだっ！　点での攻撃を諦あきらめて面で攻撃をするつもりか！

　木場とゼノヴィアが並び、グラム、デュランダルを大きく振りかぶった。

「いこうか、ゼノヴィア」

「ああ、こういうときのための破壊力だろうからな！」

　魔ま帝てい剣けんグラムとエクス・デュランダルの刀身が絶大なオーラに包まれていく！

　グレンデルが火炎を吐き出すと同時に二人は得物を振り下ろす！

　伝説の剣二本から放たれた極大の波動と、邪龍の巨きよ大だいな火炎球が正面から衝しよう突とつしていく！　ふたつの攻撃がぶつかった瞬間、空気がうねっていき、激しい余波が空間すべてに広がっていった。

　二人の放った波動がグレンデルの火炎を振ふり払って、邪龍の巨体を包み込んでいった！

『グオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

　悲鳴をあげるグレンデル！　グラムとエクス・デュランダルの二大砲ほう撃げきっ！　ただの強敵なら、これで一発ダウンだろう。だが──俺たちが相手をしているのは並の強敵ではないんだ。

　伝説の剣による波動砲撃が止やんだあと、そこにあったのは──全身から煙をあげるグレンデルの姿だった。

　──立ってやがるっ！

　体中から青い血を噴ふき出しているが、それでもまだ倒たおれる素振りを見せ──。

　ズンッと重々しい音を立てて、グレンデルが床にひざを落としたっ！

　効いてる！　木場とゼノヴィアが放った砲撃は確実に通った！　あの頑がん丈じようなグレンデルがひざをつくなんて相当なもんだぞ！

「どいてちょうだい！」

　朱乃さんの声が届き、俺たちはグレンデルから距きよ離りを取る。ひざをつくグレンデルに龍の形をした雷らい光こうが三匹びき飛んでいって、邪龍の全身をくまなく感電させていくっ！

『ガガアガアガガガガガガガガガガガガッ！』

　痺しびれるグレンデル！　雷光が止んだあと、グレンデルは大きな口から煙を吐き出した。

　口元は不気味に歪ゆがませたままだ。

『……いいじゃねぇか！　こんなに傷ついた上に痺れたのも久しぶりだっ！　クソみてぇに楽しいなぁぁぁあああああああああああああああああああああッッ！』

　全身傷だらけであり、焦こげ付かせながらも奴は笑って立ち上がるっ！

　この光景に俺たちオカ研メンバーは絶句する！

「……このダメージで立つのか……ッ！」

「……心底楽しそうだ。死ぬのも笑って受け入れるというのか、この邪龍は……ッ！」

「……戦いを忌き避ひすべきだと言われるわけですわ」

　木場、ゼノヴィア、朱乃さんもグレンデルの異常なまでの戦闘意識に顔を強こわ張ばらせていた。こいつは死ぬのも楽しいんだっ！　ついていけねぇよ、こんな奴が相手じゃ！

「んじゃ、こいつも喰くらっておけ」

　先生が特大サイズの光の槍やりを作り出して、グレンデルの腹部目掛けて放出させていく！

『おほっ！　来いやぁぁぁっ！』

　真っ正面から迎むかえ撃うつ格好のグレンデルだったが、光の槍は直撃する寸前に四散して、無数の細かい光の矢となって襲おそいかかる！

　グレンデルの腹部に数え切れないほどの光の矢が突つき刺さった！　おおっ、形状変化する光の槍！　さすが元総そう督とく！　ただの槍は放たない！

『チッ、ちょこざいな堕だ天てん使しだぜ！』

　毒づくグレンデル。全身に膨ぼう大だいなダメージを負いながらもいまだ不敵な表情のままだ。

　俺たちはそこからさらに数分以上、グレンデルとの激しい攻こう防ぼうを繰り広げる！　攻撃はことごとく相手に当たる！　だが、一向に相手が退かないっていう終わりが見えない戦いが続く。相手の強きよう烈れつな打拳、蹴けり、火炎が飛んできても──、

「──堅牢なりし盾たてよっ！」

「──我らを守護する壁かべよっ！」

　ロスヴァイセさんと朱乃さんが防ぼう御ぎよ魔ま法ほう＋『戦車ルーク』の特性で俺たちを厚くガードしてくれた！

『ガードガードガードって、そんな堅かためやがってよぉっ！　でも、遅おせぇよなぁっ！』

　奴がそう吠ほえるようにでかい図ずう体たいの割に俊しゆん敏びんな動きを見せるせいか、先生と神速の木場以外のメンバーがグレンデルから一撃を必ず食らい、何度も床や壁にたたきつけられていった！

「回復を！」

　そこへ間かん髪はつ入れずアーシアの回復が届き、事なきを得たが、傷が治っても失われた体力までは戻もどらない。一発もらうたびに精神と体力が削けずられていくのは目に見えていた。

　──長期戦は不利！　決定的な一撃を浴びせない限り、相手に押し通される！

　奴はダメージなんて意にも介かいさないんだっ！　命まで完全に消しよう滅めつさせないと、こいつは立ち上がる！　向かってくる！

　俺とアザゼル先生が本気を出せればなんとかできそうなんだが……。どちらも余力を残さねばこのあとに支障が出てしまう。けど、死んだら元も子もないんだよな……っ！

　隙すきを見て、先生だけでも先に進んでもらいたいが……グレンデルは炎を広範囲に吐はいたり、尾を振り回したりなど、抜け目のない攻撃を随所に盛り込んできやがる！

「とりあえず、片目はいただくぜ」

　隙を見た先生の光の槍がグレンデルの左目に深々と突き刺ささった！

『ぐおっ！　おおおおおおおおおおおおおっ！』

　片目から青い血を盛大にまき散らせるグレンデル！　片目を潰つぶされたことで、キレるかなって思ったが、奴は逆に狂きよう喜きの笑みを浮うかべるだけだった。

『いいねぇっ！　こうだよこう！　こうこなくっちゃ潰し合いってのは成立しねぇやなっ！　いいぜぇ、殺し合いになってきたっ！　一人二人死んでも後こう悔かいすんじゃねぇぞ、クソガキどもぉぉおおおおおおおおおおおおおっ！』

　……目へのダメージでボルテージが上がりまくったぞ、こいつ！

　つーか、傷つくたびに尻上がりに攻撃が鋭するどくなっているように思える！　まいるね。こういう手合いは！

　次の一手をどうしようか、思案しているときだった。

「──ありがとう。もう大だい丈じよう夫ぶよ。ものは出来上がったわ」

　リアスの声が届く。

　振り返ると──そこには強大な滅びの球体を生み出したリアスの姿があった。

　リアスは滅ほろびの球体と共にこちらに移動しながら嘆たん息そくする。

「私の攻撃が効かない相手ばかりで嫌いやになるわ。けれど、いつまでも眷けん属ぞくに格好悪いところを見せてはいられないものね。──だから、私も作ってみたの。必殺技わざっていうのを」

「皆みんな、離はなれて！　リアスのうしろに下がりなさい！」

　朱乃さんの一声に皆みながグレンデルから一いつ斉せいに離れた！　リアスの背後にまで後退していく。

「吹き飛びなさいっ！」

　リアスが強大な滅びの球体を前方に放った！

　ゆっくりと前に進んでいく球体。遅おそいと感じるほどだ。だが、宙を移動するだけで床までも削りきるほどの威い力りよくの余波を見せてくれていた。

『ん？　なんだそりゃ。おっそいじゃねぇか！』

　グレンデルも間の抜ぬけた声を放つほどだった。

　しかし──、その球体は徐じよ々じよに徐々に内部で紅くれないと黒の魔力のオーラを渦うず巻まかせていく。

　……どういう効果を現すのか、注意深く見守っていると、少しずつ、グレンデルの巨体が引き寄せられていくのがわかる。

　奴も球体に自分の体が引き寄せられていくのがわかり、抵てい抗こうするが、それもむなしくたたらを踏ふむように体をよろけさせてしまう。

　床ゆかにひざをついてまで抗あらがおうとするのだが……ついには体全体が動きだしてしまった。

『……ぐおっ!?　引き寄せられるっ!?　なんつー吸引力だっ！』

　しだいにグレンデルと球体が接せつ触しよくし始める。

　グレンデルの黒い強固な鱗が──弾はじけた！

『グオホォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！』

　絶ぜつ叫きようを上げる邪龍。強大な滅びの球体は容よう赦しやなく邪龍の全身に襲おそいかかる！

　──っ！　す、すげえっ！　あのグレンデルの体が崩くずれていくっ！

『チィッ！』

　舌打ちするグレンデルは、翼つばさを広げて逃にげようとするが、そこに雷光の龍が再び襲いかかるっ！

『グガガガガガガガガガッガガガガガッ！』

　また盛大に崩れていくグレンデル。

　堕天使の翼を広げる朱乃さんがＳの笑みを浮かべていた。

「あらあら、あなたはそこで消し飛ばないとダメですわよ？」

　リアスが紅色の髪かみを払はらって言った。

「イッセーの力の影響で私の魔力にも変化が生じていたの。──『消滅のイクステイングイツシユ魔星・スター』、とでも名付けましょうか。耐たい性せいだとか弱点だとか、そんなものは一いつ切さい関係なくあらゆるものを滅ぼす塊かたまりよ。──吹き飛びなさいッ！」

　巨大な滅びの球体がいっそう輝かがやきを増していき、邪龍を包み込んでいった。







　滅びの球体が消滅したあとに残ったのは──頭部の半分しかなくなったグレンデルの変わり果てた姿だった。

　おそろしいことにグレンデルは体を失ってもまだ生きている！

　残った頭部の半分だけでも奴やつは嫌な笑みを浮かべていた。

『……なるほどよ。ユーグリットの野や郎ろうが言う通りだ。バアル家の血筋が持つ滅びの魔力ってーやつぁしぶてぇ邪龍の意識、魂たましいすらも削るってな。こりゃ、効いたぜぇぇっ！』

　哄こう笑しようをあげるグレンデル。

『グハハハハハッ！　なーに、また体を新調すりゃいいだけの話だっ！　何せ、魂さえ無事であるなら、俺らはいくらでもボディを取り替かえ可能だからよぉぉっ！　聖せい杯はいってーのは本当に便利なもんだぜぇっ！』

　……体を新調？　マジか。こんな状態でも魂が残っていれば復活って……。

　──っ。

　俺はそこで思い当たる。そうか、俺もそうだった。次元の狭はざ間まで魂だけとなり、体を新調して帰ってきたんだ。それと同じことを聖杯はできるというのか……。

　グレンデルはこの状態でも牙きばを覗のぞかせて不敵に漏もらす。

『でもよぉぉっ！　こんな状態でやるっつーのも乙おつかもしれねぇよなぁぁぁっ！　ある意味、こっから本番じゃねぇか？　一いつ匹ぴきでも多く嚙かみ殺してから消滅ってのも楽しそうでよぉっ！　グハハハッハハッ！』

『…………ッ！』

　戦意が一切薄うすれないグレンデルの姿にメンバーの誰もが戦せん慄りつしていた。

　この状態でも戦おうとしてやがる……っ！　イカレてるどころの話じゃない！　まともじゃない！　普ふ通つうじゃない！

　リアスが前に立ち、手元に滅びの魔力を作り出す。

「さすがに私たちはもう戦いたくないわ。あなたのような邪じや悪あくな存在は消し飛んでしかるべきよ。いまの私の力なら、魂まで削れるはず。完全消滅とまではいかなくても、当面復活できなくするぐらいなら、できるわ」

　リアスがとどめの一いち撃げきを放とうとする──。

　そのときだった。

　この空間に足を踏み入れる者が一人──。

　全員がその気配とプレッシャーに気づき、視線を注ぐ！

　……黒ずくめの男が、そこに立っていた。──クロウ・クルワッハ。邪じや龍りゆう最強の一角と称しようされるドラゴン。

　男は歩きながら言う。

「──グレンデル。一度ひけ」

　グレンデルは男の登場に気づいた。

『──っ！　クロウの旦だん那なか。チッ！　これからどこまでやれるか挑ちよう戦せんしようと思っていたのによッ！　あんた、邪じや魔まするってーのかよッ!?』

「その体ではどちらにしても長くは保もたん。さっさとボディを乗り換かえろ」

『うるせぇぇぇぇよッッ！　黙だまっててくれやッ！　こいつらと殺し合いしてんだよッ！　殺し合いしてぇんだよッ！　せっかく盛り上がってきたのによぉぉぉぉぉっ！』

　頭部の半分でも啖たん呵かを切るグレンデル。しかし、クロウ・クルワッハは鋭い眼光を向けるだけだった。

「意思を通したければ、俺を倒たおさねばならない。──ということになるが？　俺とやるか？　俺はそれでもかまわん」

『…………ッッ』

　男の迫はく力りよくに俺たちだけではなく、さすがのグレンデルも言葉をつぐんだ。

　しばし無言のうち、グレンデルは口を開く。

『チッ。ここであんたとやり合おうなんざ思っちゃいねぇよ。やるならベストな状態でつぶし合いてぇしな。いいぜ、交代してやんよ』

　……あのグレンデルが言うことを聞いた。

　それだけの存在感と強さがあの男にあるという証しよう拠こなのだろう。

　──っ。

　男の姿がフッと瞬しゆん時じに消えた。驚おどろく俺たちは辺りに視線を配る。クロウ・クルワッハはいつの間にか、グレンデルの近く──俺たちの眼前に移動していた。

　男が指を鳴らすと、グレンデルの下に転移の魔方陣じんが展開する。

　ジャンプする気か！

　逃さないとばかりにゼノヴィアが聖剣のオーラをグレンデルに放つが、クロウ・クルワッハに防がれてしまう。

　転移の光に消えていくなかで、グレンデルが吠える。

『おい、クソガキどもっ！　運がねぇな。おまえらじゃ、束になってもクロウの旦那には勝てねぇ。ま、生き残ったら、またやろうや。殺し合いってやつをよ？　グハハハハハハハハハハハッ！』

　それだけ言い残して、グレンデルは転移の魔方陣によって消えていった。

　残ったクロウ・クルワッハが俺たちに言う。

「ここから先に行かすわけにもいかないのでね」

　……かまえる俺たち。さすがに今度は俺も真『女王クイーン』になるぜ。じゃなきゃ、相手にすらしてもらえそうにないからな！

　俺が呪じゆ文もんを唱えようとしたときだった。何か力強い存在がこの地下に降りてくるのが感じられる！

『──っ！　来るぞ、相棒！』

　ドライグも反応していた！　高速でここまで降りてきたであろうそれは、扉とびらを勢いよく破は壊かいして飛び込んできた！

　この広い空間に閃せん光こうが飛来する！　俺の横にまばゆい光が巻き起こった。止やんだ先に立っていたのは──ヴァーリだった！　すでに鎧姿となっている。

　ヴァーリが俺の横に立ち、クロウ・クルワッハに視線を向けた。

「おまえがクロウ・クルワッハか」

「ああ、そうだ。現白はく龍りゆう皇こう」

　無言で見つめ合う両者。体からはいい知れない戦いのオーラがにじみ出て、しだいに濃こくなっていく。

　先生がヴァーリに言う。

「ヴァーリッ！　遅ぇじゃねぇか。カーミラの領地から俺よりも先に出たのに、なぜ到とう着ちやくがここまで遅おくれた？」

　先生の言う通りだ。ヴァーリのことはこちらに飛ぶ前から知らされていた。いまのいままでいなかったから、怪け訝げんに思っていたんだ。

　ヴァーリが言う。

「いろいろとね。途と中ちゆうで妨ぼう害がいされていたのさ。あのルキフグスの男──ユーグリット・ルキフグスにな」

　──っ！

　ユーグリット・ルキフグスか！　ここまでヴァーリが来られなかったのもそいつと相対していたせい？

　先生は再度問う。

「美び猴こうたちは？」

「……はぐれ魔ま法ほう使つかいの集団『魔女の夜ヘクセン・ナハト』だったか？　そこに所属しているという聖せい十じゆう字じ架かの使い手に捕つかまってな。あいつらはその女の相手をしている」

「聖十字架も『禍の団カオス・ブリゲード』に本格的に協力というのか……。聖遺物レリツクが聞いて呆あきれるな。神滅具ロンギヌスの聖遺物レリツクは全部『禍の団カオス・ブリゲード』に関与しちまってるじゃねぇか、聖書の神よ……っ！」

　先生は苦にが虫むしを嚙み潰つぶした様子で吐はき捨てる。

　……『魔女の夜ヘクセン・ナハト』の聖十字架の使い手までテロリストに協力かよっ！　聖せい槍そうも聖杯も聖十字架も、皆みな、悪用されちまってるし！

　……ひとつぐらいこっちに来てほしいぐらいだっ！　そのためにも聖杯は絶対に渡わたせないな！

　決意を新たにする俺にヴァーリが訊きいてくる。

「──兵ひよう藤どう一いつ誠せい、キミはクロウ・クルワッハに勝つ自信はあるか？」

「身にまとうオーラから察するに……おかしいぐらいに強いのは理解できるぜ」

「現時点ではキミよりも遥はるか格上の存在だろう」

　はいはい、そうでしょうよ。なんだか、わかっていることをこいつに言われると腹が立つんだよな。

「俺も勝算はあるようでないとも言える」

　……珍めずらしいね。こいつが自分を過小評価するなんて。それだけ、目の前の人型ドラゴンが強いってことか。

　ヴァーリは続けて言う。

「──だが、俺は……この先にいるであろう者に用があってな。できるだけ、無む駄だに消しよう耗もうをしたくないんだ。……このドラゴンを追い求めていたんだが、それはそれだ。いまの俺はどうしても奴に会わなければならない。そこでだ」

　ヴァーリも消耗は嫌いやですか。目当てはクロウ・クルワッハよりもリゼヴィムか？　こいつの祖父っていう。恨うらみがあるって話だからな。

　俺はヴァーリの真意に気づいている。

「共同戦線ってか？」

「嫌か？」

「いや、悪くねぇ。ギャー助すけの身内を助けるのにも苦戦しててよ。俺もこいつ相手に無駄な体力は使いたくないのが本音だ」

　俺はぶっちゃけ邪じや龍りゆうとなんて戦いたくねぇんだ。平和が一番。あんな凶きよう暴ぼうなドラゴンなんかと戦っていたらまた体がなくなっちまう。

　リアスと……朱乃さんやゼノヴィアやイリナたちとエッチする前に再び体が消しよう滅めつとか、そんなふざけたことが許されるはずがないだろうっ！

　そのように考えているなど露つゆ知らずにヴァーリが笑う。

「交こう渉しよう成立だな。ふっ、ロキ戦以来か」

　ああ、そうだな。ロキ戦以来だ。

　先生が言う。

「……こいつらでダメなら、もうどうしようもねぇ。リアス、俺たちはこの先に控ひかえてる連中まで先ほどの消耗した分の体力を回復するべきだ。ここは二に天てん龍りゆうに任せよう。ここでこの二人に力を使ってもらう！」

「……一いつ緒しよに戦いたいところだけれど、私もあれをもう一度撃うつにはちょっと休ませてもらったほうがいいわ。どちらにしても二天龍が暴れるなら、私たちのサポートは逆に邪魔になるでしょうね」

　リアスは渋しぶ々しぶそれにうなずいた。

　俺はそれを確かく認にんしたところで、呪文を唱え出す。──ここが俺の正念場だっ！

「──我、目覚めるは王の真理を天に掲かかげし、赤せき龍りゆう帝ていなり！　無限の希望と不ふ滅めつの夢を抱いだいて、王道を往ゆく！　我、紅あかき龍の帝王と成りて──」




「汝なんじを真しん紅くに光り輝かがやく天道へ導こう──ッ！」




　俺の鎧が真紅となって、力が溢あふれていく。

　よっしゃ、これで万ばん全ぜんっ！　クロウ・クルワッハ相手に踏ふん張ろうじゃないかっ！

　ヴァーリの野や郎ろうは……白銀にはならないのか。まあ、あれは俺のこの状態よりも消耗がハンパないと聞く。使うならリゼヴィムと考えているんだろう。

「……悪いな、兵藤一誠。極きよく覇は龍りゆうは使えん。先ほど、それを使える分の体力をすでに消耗してしまったのでね」

　──っ！　マジか。ここに来る前にあれを使える分の体力を使っちまっているのか！

　……じゃ、じゃあ、ユーグリットとの戦いでそこまで消耗したと……？

「まあ、どうにかしてクロウ・クルワッハを退けようじゃないか」

　……おまえは自信満々だろうけど、俺は若じやつ干かん不安が増したよ。

　ま、それでも二天龍がそろってる。ロキ戦のときよりもお互たがい実力は上がっているだろうしなっ！

　俺とヴァーリが並ぶ姿にクロウ・クルワッハは楽しげに笑えんだ。

「……おもしろいものだ。争ってばかりだった二天龍がそろって前に立つとは。これほどの機会もあるまい。──俺も楽しませてもらおうか」

　人型邪龍の気が膨ふくらんだ。……臨戦態勢だ。

　俺はその場から飛び出して、ジグザグに滑かつ空くうして横合いから蹴けりをぶち込む！

「おりゃっ！」

　かけ声と共にパワーを増大させたキックが男の脇わき腹ばらを捉とらえるが──軽いステップで直ちよく撃げきを避さけて俺の背中にパンチを放ってきた！

「かは……っ！」

　背に拳こぶしを打ち付けられた俺！　真紅の鎧よろい越ごしでも十分なほどの衝しよう撃げきが伝わってきて、床ゆかに叩たたきつけられてしまう！

　……ダメージは重くないが、素す手での軽い一発であれかよっ！　こいつは本格的にやべぇんじゃねぇのか？

　──と、男の背後に回っていたヴァーリが手元に魔方陣を展開させる。

「──くらえ」

　膨ぼう大だいな魔力の砲ほう撃げきが放たれるっ！　男は背中に巨大なドラゴンの羽を出現させて、自身の体を包み込んだ！　羽で魔力の一撃をガードする気かっ！

　羽に直撃するヴァーリの魔力！　普ふ通つうの奴やつならあれで終わりだ！　それだけの濃のう密みつなものが込こめられていた！

　立ちこめる粉ふん塵じんが止やんだあとにあったのは、翼つばさで一撃を受けきった男の姿だった。

　……見た感じ、一いつ切さいダメージが通っていない。ヴァーリもその結果に「これはこれは」と皮肉げな声こわ音ねを出していた。

　ま、次いってみますか！

「ヴァーリ、策がある。俺の攻こう撃げきが当たるようにフォローしてくれ」

「ほう、それは楽しそうだ」

　ヴァーリは俺の意見に賛同してくれた。

　合意するなり、ヴァーリが前方に飛び出していく。瞬しゆん時じにクロウ・クルワッハに詰つめ寄って、激しい打撃での攻こう防ぼう戦を始めた。

　俺は床すれすれで飛び回って左の翼に収納してあるキャノンを一本相手に向けた。左籠こ手てに収納してあるアスカロンに力を譲じよう渡と！　次は龍殺しドラゴンスレイヤーの力を高めて、それをキャノンに譲渡する！

　龍殺しドラゴンスレイヤーの力が付ふ与よされたクリムゾンブラスター！　片方の砲ほう口こうからの一撃だが、とりあえず、こいつでどこまでいけるか勝負！

　もともと、真『女王クイーン』時、グレンデルへの対たい抗こう策として考案した技わざだ。あの堅けん牢ろうなドラゴン相手に撃つはずだった技！　地下を壊こわさないようパワーの集束と狙ねらいをきちんと定めて撃たないといけない。

　ヴァーリが魔力の砲ほう弾だんを撃ち込み、それをクロウ・クルワッハは苦もなく横よこ薙なぎに腕うでを振ふるって弾はじいた。

　──と、弾かれた魔力の弾たまが意思を持つかのように宙で弧こを描えがいて、今度は相手の背中の死角に飛んでいく！　ヴァーリの奴、弾かれた魔力の弾を操あやつったのか！　器用だな！

　しかし、それさえもクロウ・クルワッハは回し蹴りの回転した勢いで蹴り飛ばしてしまった！　だが、ここだっ！　ヴァーリの攻撃を防いだばかりで奴は態勢が整っていない！

　左手でキャノンをつかむ！　俺は砲ほう身しんに力を送った！

「クリムゾンブラスター＋アスカロンッ！」

『Fangフアング Blastブラスト Boosterブースター!!!!』

　集束した紅いオーラが砲口から発射されて一直線に相手に撃ち出されていく！

　ノーダメージだったら笑えないが、どうよ!?

　クロウ・クルワッハは再度、背中に巨きよ大だいな翼を生やして、自身を堅かたく包み込んだ！

　そこに直撃する俺のクリムゾンブラスター！　容よう赦しやないオーラの砲撃が、人型邪龍をまるっと飲み込んでいった。

　直撃したときに生まれたまばゆい光が止んだあと、そこにあったのは──。

　片かた翼よくが根元から吹き飛んだクロウ・クルワッハの姿！　よく見れば右半身から紅い煙が上がっている。砲撃によって、皮ひ膚ふが剝はがれ、下から漆しつ黒こくの鱗うろこが見えていた。

　顔半分の皮膚も剝がれ、金色のドラゴンの瞳ひとみと鋭するどい牙きばが露あらわになっていた。人間体の目と違ちがって、眼力は凄すさまじい。

　……翼をもいで、人の皮を消し飛ばした程度か。いや、片翼を取ったというのはデカい。

　良かった。グレンデル対策に思案した技が効果的だったなんて。

　これなら次にグレンデルと戦ったとき、ダメージを与あたえられる。

　……だけど、このわずかな手合わせですぐに理解した。

　──こいつは、次元の違う相手だ。

　片方だけのクリムゾンブラスターだったが、龍殺しドラゴンスレイヤーをプラスしたものを食らってもケロッとしてやがるなんてよ……ッ。

　ヴァーリの野郎の言う通りってことか。現時点で俺よりも遥はるか格上の存在だわ。俺一人じゃ、相手にならなかっただろう。いまの砲撃も避けられていた。

　クロウ・クルワッハは首をコキコキ鳴らすと言う。

「そちらの赤龍帝はともかく、白はく龍りゆう皇こうはまだ力を完全に発揮してなかろう？　なぜ、出さない？……いや、出せないのか？　先ほど、消耗をしたくないと口にしていたからな」

　俺も指を突つきつけて問う。

「あんたも正体現さないのかよ？　元々でっかいドラゴンなんだろう？」

　そう、こいつ、人間体に化けているだけだと思うんだ。正体は巨大なドラゴンだろう。

　タンニーンのおっさんやさっきのグレンデルと同サイズのドラゴンのように思える。

　クロウ・クルワッハが鼻で笑う。

「元の姿と人間体で力が違うのかといえば、そうでもなくてな。こちらのほうが何かと小回りも利きいていいのだよ。迫はく力りよくとしては元の姿が一番なのだが……。……いい攻撃だ。だが、暗黒龍と称された俺を突とつ破ぱするにはまだまだ火力が足りないところだ」

　……それは俺も痛感した。でも、こんなにパワーバカと呼ばれる俺でも「火力不足」を指し摘てきされるなんてさ。じゃあ、どれだけの出力があればまともに戦えるんですかって訊ききたくなるぜ。

　ヴァーリが言う。

「キリスト教の介かい入にゆうにより、現地民の信しん仰こう心が薄うすれて滅ほろんだと聞いていたが、聖せい杯はいの力でここまで強化されて復活できるとはな」

　ヴァーリの言葉にクロウ・クルワッハは怪け訝げんな表情を浮うかべる。

「滅んだ？　いや、他の邪じや龍りゆうはともかく、俺は一度も滅んでなどいない。キリスト教の介入が煩わずらわしくてかの地を去ったのは確かだが」

　今度はヴァーリが首をかしげた。

「滅んでいない？　では、おまえはいままで何をしていたのだ？　まさか、先ほどの兵藤一誠の攻撃は強化なしの素すの状態で喰くらったのか」

　クロウ・クルワッハは真まっ直すぐにこう答える。

「──修しゆ行ぎようと見聞を兼かねて人間界や冥めい界かいを見て回っていただけだ」

「──っ。人間の世界や冥界で知識と肉体の鍛たん錬れんに励はげんでいたというのか！」

　ヴァーリはその答えに心底驚おどろいている様子だった。だが──すぐに笑い声をあげる。

「くくくっ。はははははははっ。なるほど、戦いを司つかさどるドラゴンとはよく言ったものだ。どうやら、俺以上に戦せん闘とうと探求を追い求めるドラゴンがいたようだな。さしずめ、リゼヴィムのもとにいるのも、強い者と戦うためだな？」

　ヴァーリの言葉にクロウ・クルワッハは口元を笑ます。

「ドラゴンが行き着く先を見たいのでね」

「俺と似たタイプか。ますます興味を持ったよ、クロウ・クルワッハ」

　……似た者同士か。いやだねぇ。戦闘戦闘な奴らは……。こいつも女に興味ないタイプなんだろう？　いやだ、本当にいやだっ！

　そういう奴に限って俺に深く関係してくるんだ！　もうカンベンしてくれよ！　俺はオカ研女子の皆みなとキャッキャウフフと楽しく暮らせたらそれで十分なんだ！

　って、それはいま置いといて、だ。

　滅んだわけでもなく、聖杯で強化したわけでもなかったのか。じゃあ、さっきの一撃が通ったのもただ単純に龍殺しドラゴンスレイヤーのパワーに負けただけなのね。

　ドライグが語りかけてくる。

『だが、相棒。強化なしであの程度のダメージなのだ。おまえの真紅の鎧よろいでも、だ。奴は俺やアルビオンが神器セイクリツド・ギアに封ふうじられたあとも人間の世界や冥界に潜もぐり込んで己おのれを研けん磨まし続けてきたのだろう。いまの奴がどれだけ強いか、正直、計れん。滅んで蘇よみがえったわけでもなく、この時代まで生きて鍛きたえ続けた。天てん龍りゆうクラスにまで登のぼり詰めた可能性がある。……いま戦うのは得策じゃないな』

　そうは言ってもあいつを倒たおさないと先に進めないんだぞ？

　クソ……やっぱり、皆と一いつ緒しよに戦ったほうがいいか。ヴァーリにはうまく立ち回ってくれる方向でさ。言うこと聞くかどうかが一番の懸け念ねんなんだが……。

　ふと、後方の皆の会話が聞こえてくる。

「イッセーとヴァーリでもダメなのか」

「ええ、ゼノヴィア。いざとなったら、私たちも出て行くしかないわ！」

「もちろんだ、イリナ」

　二人はグレンデル戦での消しよう耗もうをものともせずにやる気まんまんのようだ。

「…………グラムを実戦で使った反動か。使いこなせていない状態でこれだなんて……」

　木場は息を荒くさせて、手元を震わせていた。鼻から血まで流れてきている。

　魔帝剣の影響が、もう体に出ているのかよ！　これでは木場に無理を強しいられない！

　俺とヴァーリで隙を突いて仲間を先に通したいところだが、クロウ・クルワッハはグレンデル以上に番人として優秀だ。意識をこの場にいる全員に向けているのだから。

　アーシアが心配そうな声音で言う。

「イッセーさんとヴァーリさんが相手でも苦戦を強いられるなんて……っ！」

　──と、先生がアーシアの肩かたをつかんだ。

「チッ、ここでいつまでも時間をかけてもいられん！　アーシア！」

「は、はい！」

「最終手段だっ！　呼べ！　ファーブニルを！」

　──っ！　よ、呼ぶのかよ!?　この局面で役に立つのか、あのパンツ野や郎ろうが!?

「は、はい！　わ、わかりました！」

　アーシアは素直に応じて、黄金の輝かがやきを放つ魔ま方ほう陣じん──龍門ドラゴン・ゲートを展開させた。

「──我が呼び声に応こたえたまえ、黄金の王よ。地を這はい、我が褒ほう美びを受けよ！　お出いでください！　黄金龍君ギガンテイス・ドラゴン！　ファーブニルさんっ！」

　召しよう喚かんの呪じゆ文もんを唱え、魔方陣がいっそう輝きを増していく。

　光が弾はじけたあとに現れたのは黄金の鱗を持つ巨大なドラゴン。

　ドラゴンは開口一番にこう言う。

『……おパンティータイム？』

　──っ。うーん、いきなりか～。俺はさっそく調子が崩くずれかけてしまった。

「いえ、ちが、そ、そうです！　おパンティータイムですっ！」

　アーシアが否定しようとして、肯こう定ていした！

「……なんだ、何が起きた！」

　ヴァーリが気になり、振り返る。

「き、気にするな、ヴァーリ！　気にしちゃダメだ！」

　見せちゃいけないような気がしたので俺はヴァーリに振り向かないように制する。

『アルビオンよ、絶対に耳を傾かたむけるな！　死ぬぞ、心がっ！』

　ドライグがアルビオンに注意をする。

『ど、どういうことだ、赤いの……？　まさか、乳ちちか!?　乳なのか!?　はぁはぁ……く、くるちぃ……』

　過呼吸気味になるアルビオン！　あっちもあっちで大変そうだな！

『い、いや、違う酷ひどさだ……っ。ファーブニルはもう俺たちが知っているむかしのファーブニルじゃない！』

　ドライグったら、ひでえ言い様だ！　そうか、むかしのファーブニルさんとは違いますか！

　先生がファーブニルに言う。

「ファーブニル！　おまえと契けい約やくしているとき、おまえにくれてやったアイテムがあるだろう？　あのなかに魔ま弾だんタスラムのレプリカがあったはずだ！　あれを出せ！　クロウ・クルワッハがいるんでな、同じ神話出身であるあれが効くはずだ！」

　へぇ、契約のアイテムか。確か、先生は契約している間、いろんなものをファーブニルに与えていたって話だもんな。クロウ・クルワッハ攻こう略りやくのアイテムがあるなら心強い！

　先生からの願いにファーブニルは応じる。

『いいよ。でも、俺様、欲ほしいものがある』

「パンツだな！　よーし、アーシア！　おまえの大事なパンツをくれてやれ！　それでタスラムを貸してもらえるなら、安いものだっ！　ふははははっ！　こいつには契約当時、俺のコレクションをたらふくくれてやっているからな！　パンツひとつでアーシアはいろんな伝説のアイテムが使えるのだ！」

「は、はいっ！」

　アーシアはポシェットをごそごそと探さぐりながら、一枚のパンツを取り出した。

　しかし、ファーブニルはパンツを見るなり、頰ほおを膨ふくらませる。

　なんだ、何が不満ってんだ!?　アーシアちゃんのパンティーはお宝じゃないのか!?

『──違う。俺様、今日はパンツって気分じゃない』

　その反応に多くのメンバーが驚き、目玉が飛び出そうになっていた！

　──パンツじゃない！　気分しだいなのか!?

「マジか!?　じゃ、じゃあ、何が欲しいってんだ!?　アーシアのブラジャーか!?」

　今日一番驚いている様子の先生。これほど予想外の出来事もなかったようだ！

「ちょ、ちょっとアザゼル！　アーシアはランジェリーショップじゃないのよ!?　パンツもブラジャーもそう簡単にあげていいものじゃないわ！」

「まったくですわ！　乙女おとめの下着をなんだと思ってますの!?」

　抗こう議ぎの声をあげるリアスと朱乃さん！　アーシアを妹のように可愛かわいがる二人の愛は強い！

　しかし、ここで俺は思いついてしまったんだ！

「いえ、先生。俺の予想が正しければ、脱ぬぎたてのパンティーです！　俺がファーブニルなら、それを選ぶ！」

　どうよ、ファーブニル!?　おまえが欲しいのは脱ぎたての──。

『アーシアたんのスク水が欲しい』

　…………。

　そ、そうきたか～。それは予想できなかったわ～。変態だわ～。まいっちゃうわ～。本当、滅んじゃえばいいのに、この変態龍王っ！

　けど、ここは海水浴場でも市民プールでもないんだ！　吸きゆう血けつ鬼きの根城だぞ!?　さすがの俺たちでもスクール水着なんて持ってくるはずがない！

「バカかっ！　スク水なんてこんなところに──」

　俺の言葉を遮さえぎって、アーシアが涙なみだ声ごえで叫さけぶ。

「ありますっ！　持ってきてますぅぅっ！」

　ポシェットから取り出されるスクール水着！　「あーしあ」と刺し繡しゆうされたひらがなネームがチャームポイントだった！　プール開きのときにも着用していたものだ！

『なにぃっ!?』

　さすがにこれには全員がビックリこいた！　そこでなぜスクール水着が出てくる!?

　ゼノヴィアがアーシアの肩をつかんで真しん剣けんに問う。

「どうしてだ、アーシア!?　なんでスク水なんかをこんなところに!?　泳ぐつもりでもあったのか!?」

　アーシアは切なそうな声で言う。

「……ソーナ会長さんがここに来るときにおっしゃったんです」

『おそらく、ファーブニルは次の宝物にアーシアさんのスクール水着を所しよ望もうするはずです。あのプールで、黄金の龍王は並々ならぬ視線をアーシアさんに向けていました。いま彼が一番欲するのはスクール水着とみて間ま違ちがいありません。──持って行きなさい。きっと、役に立つはずです』

　あのときだ。「アーシアたんの浸つかったプールの水を飲み干したい」とかふざけたことを言っていたときだ。

　あのときから、この変態龍王は、アーシアのスク水を求めていた。

　それをソーナ会長は見ていた！　把は握あくしていた！　理解していた！

　リアスが強くうなる。心底悔くやしそうに。

「……さすがソーナ！　そこまで読んでいるなんて……っ！　私は、ソーナを超こえられるのかしら!?」

　その横でゼノヴィアが感かん嘆たんの叫びを発する。

「さすが生徒会長だ！　なんて冷静で的確なアドバイスなんだ！」

「私、ソーナ会長を尊敬しちゃうわっ！」

　イリナも感動で涙が溢あふれていた。

　なんだこれ。あまりに酷いな！　伝説の邪じや龍りゆうとの戦せん闘とう中なんだぞ!?

「ファーブニルは泳ぎたいのか」

　クロウ・クルワッハも変な誤解を示しているしぃっ！

　ロスヴァイセさんが息を吐はく。

「もう、何も言うことがありません。──一言、酷い」

　いや、本当、その通りですわ……。

「あげます！」

　意を決したアーシアがスク水をファーブニルに献けん上じようする。

　ファーブニルは巨きよ大だいな顔を近づけて──。

『アーシアたんのスク水ぱっくんちょ』

　スク水を食べ始めた──。もごもごしてやがる！

『なめらかかつ爽さわやかな口当たり』

　もうやだ、この龍王っ！　誰か、確実に倒せるドラゴンスレイヤー持ってきてぇっ！

　アルビオンの声が深刻の度合いを強める。

『……パ、パンツ……パンツ、ケツ、尻しり！　わ、私はケツ龍皇などではない……っ！』

『しっかりしろ！　しっかりするのだ、白いの！』

　ドライグがアルビオンの正気を保とうとする。アルビオンはかすれた声で言う。

『……聞いてくれ、ドライグ。こんなときに言うのもなんなのだが……』

『なんだ、アルビオン』

『──おっぱいドラゴンで苦しむのはおまえだけではない。私も辛つらいのだ』

『──ッッ！　うぅ、白いの！　わ、わかってくれるのか……っ!?』

　あれ、うちのドライグさん、なんだか、感動で泣き始めたんですけど……。

『ああ、もちろんだ。乳だの尻だの、二に天てん龍りゆうと称しようされた我々がなぜここまで思い悩なやまねばならぬのか。一時はおまえや兵藤一誠に恨うらみを抱いだいたりもしたのだが、ヴァーリや兵藤一誠だけが悪いのではないだろう。──おそらく、二天龍にとってこの時代が悪いのだ』

『うぅ、わかる！　わかるぞ！　そうだ！　この時代は我ら伝説のドラゴンにとって、あまりに辛しん辣らつだ！　ファーブニルもあのザマだ！』

　……なんか、意気投合し始めてないか？

　二匹ひきは涙声で意見を合わせていく。

『うむ、お互たがい心が癒いえるまで話し合おうではないか』

『ああ、それがいいのかもしれんな。……そうか、辛いのは俺だけではなかったのだな』

　あれれ、なんだか、二匹のなかで何かが決着しようとしてませんか……？

「……まるで俺やヴァーリが悪いみたいじゃねぇか」

　俺がとりあえずの抗議を口にするが、ドライグの口調は冷たかった。

『すまんが相棒。しばらくアルビオンと話させてくれ。いまの俺にはこの会話が何よりも大事なのだ』

『うむ、ヴァーリも当分は私を放っておいてもらいたい。ドラゴン同士でしかわからぬものがあるのだよ』

「そうか……まあいい。それよりもあの状況はなんなのだ？」

　思考の切り替えが早いヴァーリはファーブニルのほうに指を向ける。

　──スク水を頰ほお張ばっている伝説のドラゴン。

「聞くな。俺にも答えづらいものがある」

　本当、訊きかないで。泣けるんだ……。あとでアーシアの心のケアもしなくちゃいけないしさ。うちの伝説のドラゴンは問題を起こしすぎるんだ。

　ゼノヴィアとイリナがアーシアを抱き寄せていた。

「……イッセーさんと結けつ婚こんしたので子供は五人欲しいです。うふふ、もうパパったら、また『えろげ』をやるなんて、いけないパパですねぇ……」

「アーシアが現実逃とう避ひし始めたぞぉぉっ！　うぅ、アーシアァァッ！」

「アーシアさん、気をしっかり持って！　傷は浅いわ！」

　……アーシア！　あとでファーブニルをぶん殴なぐってやるから、ここは耐たえてくれ！

　頰張りが終わったファーブニルは口を大きく開けた。

『あーん。今週のビックリドッキリアイテム発進』

　そんなことを言って口から出てきたのは──大きな筒つつのようなものだった。

　先生がそれを手に取り肩かたに担かつぐ。まるでバズーカ砲ほうみたいだ。

「ふふふ、こいつがタスラムのレプリカさ。さーて、クロウ・クルワッハにこいつがどこまで効くか撃うってみますかねっ！」

　先生が狙ねらいを付けて、筒から輝かがやく砲ほう撃げきを撃ち出した！

　砲撃は撃ち出されたあと、意思を持つように空中でジグザグに動き回り、ついにはクロウ・クルワッハ目め掛がけて飛んでいく！

「ほう、タスラムか。懐なつかしい。必中する魔の弾たま。回かい避ひは不可能。むかしの俺であれば脅きよう威いだっただろう。だが、いまの俺ならば──」

　クロウ・クルワッハは両りよう腕うでを構える。──その両腕が激しく盛り上がり、巨大なドラゴンの腕となっていく！

　正面から飛び込んでくるタスラムレプリカの弾を、蚊かを潰つぶすかのように両手のひらで挟はさみ込もうと構えた。

　巨大な手で捕とらえようとした瞬しゆん間かん──タスラムの弾は軌き道どうを変えて、下から潜もぐり込むようにクロウ・クルワッハの腕から逃のがれていった！

　隙すきが生まれたあご先に──タスラムの弾が激しい爆ばく音おんと共にヒットする！　同時にまばゆい黄金の輝きも生まれて、この空間全体を照らしていく！

　あまりの光量に目がくらむが……止やんだのちに目に飛び込んできたのは頭部から爆ばく煙えんを上げる邪龍の姿だった。

　……やったか？　タスラムの一撃はクリーンヒットした。さて、奴やつのダメージは？

　煙が消えるとそこにあったのは──巨大なドラゴンの口でタスラムの弾を嚙かんで止めたクロウ・クルワッハだった！

　先生が呆あきれるように息を吐く。

「……止めたのか……」

　クロウ・クルワッハはタスラムの弾を床ゆかに吐き付けると、両腕と顔を人間のものに戻もどしていく。

　奴がこれまでの戦闘で損傷したのは、衣類と翼つばさだけか。

　クロウ・クルワッハはふーっとひと息吐くと言う。

「…………頃ころ合あいか。これまでのようだ」

　くるりと踵きびすを返して、近くの壁かべに寄りかかってしまった。戦意も一気に消え失うせてしまっている。

　訝いぶかしく感じたヴァーリが問う。

「やめるのか？」

「最低でも十数分だけ時間を稼かせげと言われただけだ。──次に会うときは本気でやりあいたいものだ」

　それ以降、クロウ・クルワッハは話すこともやめて、無言となってしまった。先ほどまでの激戦がウソのように戦闘は突とつ然ぜん終わりを告げる。

　俺たちはお互いの顔を見合わせたあと、足早にそこを立ち去っていく。

　奴は追つい撃げきすらもしてこなかった。

　ふと見ると奴はギャスパーに視線を送っていたが……。

　……邪龍、いや、ドラゴンってのは本当に理解不能な部分が多いと思う。




　　　　─○●○─




　最下層への階段を下りていく俺たち。

「ヴァレリー、もうすぐだよ！」

　いつの間にか、ギャスパーが先頭を走っていた。このすぐ下にヴァレリーがいることを感じ取ったのだろう。

　さらに階段を下りると、装そう飾しよくの凝こった石造りの大きな扉とびらが目の前に現れる。

　それを俺たちは豪ごう快かいに開け放った。

　なかは祭さい儀ぎ場そのもののようで、儀ぎ式しきに使われそうな怪あやしげな像や書物の棚たなが部屋のあちこちに置かれている。

「……ギャ……ギャスパー……？」

　ヴァレリーの声が聞こえ、皆がそちらに顔を向けると──床に巨大に描えがかれた魔ま方ほう陣じんの中央に寝しん台だいが置かれ、そこにヴァレリーが寝ねかされていた。

　すでに魔方陣は怪しい輝きを発しており、その光はヴァレリーをも包み込んでいた。

　表情は苦痛にまみれたものだった。

「ヴァレリィィィィィィィッッ！」

　叫さけぶギャスパーが魔方陣に近づこうとするが、障しよう壁へきに阻はばまれて近寄ることは許されなかった。

　ギャスパーが魔方陣のなかで術式を操あやつっている男──マリウスを視線に捉とらえる。

「やめてッ！　やめてくださいぃぃっ！　もう、これ以上、ヴァレリーをいじめないでッ！　彼女を解放してあげてぇぇぇぇっ！」

　ギャスパーの悲痛な願いにマリウスの野や郎ろうは嫌いやらしい笑えみを見せる。

「ええ、だから、『解放』してあげようとしているのですよ。ほーら、もうすぐ彼女の心身を蝕むしばんでいた聖せい杯はいが取り出されますよー」

「いやぁぁぁぁああああああああああああああああああああああああっ！」

　いっそう高い絶ぜつ叫きようが彼女から発せられ、体から何かが出現しようとしていた。

「くっ！」

「斬きれないか！」

　ゼノヴィアと木場が魔方陣の障壁を断たち切ろうとするが、ビクともしない。

　俺も拳こぶしに力を込こめて障壁を殴りつけようとするが、マリウスが嫌みな笑みで言う。

「おっと、下手な攻こう撃げきはやめてくださいね。術式に影えい響きようが出ると、聖杯も、聖杯の所有者も無事では済みません。元総そう督とく殿どのに案があったとしても無む駄だです。私は誰よりもこの聖杯に触ふれ、調べてきました。抜ぬき出し方も誰よりも熟知しているのですよ」

　先生が手元に小型の魔方陣を展開させて、相手の術式を調べていたが、すぐに舌打ちをした。

「くっ！　このプロテクトコードは……聖書の神のものだ！　なぜ、俺も知らないコードをおまえが知っている!?　これもリゼヴィムからの情報提供なのか!?」

　先生の疑問にマリウスは笑う。

「彼らからはいろいろなものを提供してもらいました。おかげで聖杯の研究は飛ひ躍やく的に進み、滅ほろんだはずの邪じや悪あくな魔物たちも現世に復活させることができたのですよ。それに加えて、どうやらヴァレリーの持つ聖杯はいままでの聖杯所有者のそれよりも突とつ出しゆつした部分がありましてね。主に生物にとっての弱点を可能な限り薄うすめるという面が優すぐれていたのです」

　……吸きゆう血けつ鬼きたちが強化され、邪龍どもに龍殺しドラゴンスレイヤーが効きづらいのもヴァレリーの持つ聖杯がその分野に強かったため、か。

　マリウスが術式の操作を止める。

「ふふふ、おかげで無事完了致しましたよ」

　魔方陣の術式が強い光を生み出し──ヴァレリーを包み込む！

　……俺のなかで悪夢のような記き憶おくが蘇よみがえる。……アーシアがレイナーレに神器セイクリツド・ギアを抜き出されたときと一いつ緒しよだ！

「俺がドラゴンショットでっ！」

　構える俺をリアスが制する！

「やめなさい、イッセー！　下手に強力な攻撃をすれば術式が暴走してどうなるかわかったものではないわ！」

「で、でも！　こんなのは二度と……っ！」

　見たくないってのに……っ！

　震ふるえる拳の先を定められずにいる俺を置いて、ヴァレリーの体から──小さな杯さかずきが現れていった。金色に輝く小さな杯──。あれが神滅具ロンギヌスのひとつであり、聖遺物レリツクたる聖杯。

「……あぁ……」

　ヴァレリーは神器セイクリツド・ギアを取り出されたことで、生気を完全に失い、寝台にぐったりと横たわってしまう。

　マリウスがヴァレリーから聖杯を取り上げて、頭上に掲かかげる。

「これが──神滅具ロンギヌス『幽世の聖杯セフイロト・グラール』。しかも禁手バランス・ブレイカーの発動条件も揃そろった代しろ物ものです」

　……魔方陣の術式が終わり、障壁もなくなったところで、ギャスパーがヴァレリーに駆かけ寄る。

「…………妙みようだな。神滅具ロンギヌスの抜き出しにしては……」

　この光景を見て、先生だけが眉まゆ根ねを寄せていた。……何か引っかかるようだ。

　ぐったりとするヴァレリーを抱きかかえて、ギャスパーは恩人の名前を口にした。

「……ヴァレリー……」

　その声に反応するようにヴァレリーは目を開けて、ギャスパーを真まっ直すぐに見つめる。

　涙なみだするギャスパーの顔をヴァレリーはやさしくなでた。

「……泣き虫ね、ギャスパーは……。……ちっちゃい頃ころから泣いてばかり……強くなったのでしょう……？」

　その手を取り、ギャスパーは嗚お咽えつを漏もらす。

「……ごめんね……僕……キミを助けることが……」

「……いいえ、私は助けてもらったわ……。最さい期ごに……ギャスパーに会えた……。……私のたった一人の友達……家族……。……ねぇ、ギャスパー……」

「……何？」

　天てん井じようを見上げるヴァレリー──。

　いや、天井じゃない。彼女はその先にあるものが見たかったのだろう。

「……お日さま……見たかったわ……皆みんなで……ピクニックに行けたら……どんなに……」

「……見れるよ。僕が連れていってあげるから。ピクニックも行こうね」

　……こんなことが、なんでまた起こるんだ……？

　この状況に耐たえられないアーシアが俺に抱だきついてきた。ふるふると悲しそうに震えている。……アーシアもこれを一度知ってしまっているんだ……。

　俺も……これを体験している。ギャスパーが俺と同じものを味わう姿は見ていられるものじゃない……。

　ヴァレリーはギャスパーの頰ほおをひとなでしたあとに、ギャスパーの胸むな元もとに手を添そえる。

　語りかけるようにこう口にしていく。

「……ここに……もう一人のあなたがいるの……。……最期にお願いしなくちゃ……」

　彼女は消え入る声で言う。

「……あなたともお話ししたかったわ……。……あなたも、ギャスパーなのだから、皆とお話ししなきゃダメよ……。……あなたを許してくれる居場所はここにあるのだから……」

　ヴァレリーの手が──力を失い、下に落ちる。

「……皆と仲良くできますように……」

　それが、彼女の最期の言葉だった。

「…………っっ」

　ギャスパーは首を何度も振ふり、ヴァレリーの体を抱だきしめる。

　……あまりに悲しい光景。そのなかで不快に手をパチパチと鳴らす者がいた。

　マリウス・ツェペシュが聖杯を片手に笑みを浮うかべていた。

　マリウスがリアスに不敵に言う。

「リアス・グレモリーさま、あなたの滅びの力を私に撃ってください」

　それを聞いたリアスはこめかみに青筋を浮かばせて、手に危険なほどの滅びの魔力を込めていく。

「……ええ、遠えん慮りよなくいかせてもらうわ。さすがに私も抑おさえられそうにもないから」

　マリウス目め掛がけて、滅びの魔力が解き放たれる！

「吹き飛びなさい！」

　防ぼう御ぎよなしで受けるには危険な規模だ。

　いや、生半可な防御では無理だろう。防衛行動ごと、消し飛ばされるだろうから。

　しかし、マリウスはそのような行動を微み塵じんも出さず、なすがままに滅びの魔力に包まれていく。

　……あとに残ったのは宙に浮かぶ聖杯と、彼の下半身のみ。上半身はキレイさっぱり消しよう滅めつさせられていた。

　終わった……？　と思ったのもつかの間、残った下半身の断面から肉が盛り上がり、形を作っていく。しばらくしてそこにあったのは、完全に復活したマリウスの姿だった。

　リアスの滅びの魔力に消し飛ばされる前と同様の姿だ。

　宙に浮かんだ聖杯を再び手にしてマリウスはうなる。

「ふむ、見てください。瞬しゆん時じに回復できる特性も得た。これも取り出した聖杯からの力が、所有者の体の中にあった頃よりも抵てい抗こうなく放出できているからでしょうね。上半身を消されたとき、さすがに魂たましいも消えるかと思ったのですが……下半身に残留する魂があればこの程度の損傷は復活できるレベルのようですね」

　……これが聖杯の能力だってのか！　上半身を吹き飛ばしても復活できる！

　……グレンデルが、「魂さえ残っていれば体を新調できる」とほざくわけだ。

　この状況を見て、拍はく手しゆが起こる。俺たちでもマリウスでもない。

　祭儀場の暗がりから、人ひと影かげが多数出現する。

「──やはり、そうだ」

「再生能力が向上している」

「まるでフェニックスのようですな」

　現れたのは中年、初老の男性ばかり。皆みな、威い厳げんのある立ち居振ふる舞まいをしていた。

　おそらく、純血の吸血鬼。王族か、それに近しいお偉えらい方々だろう。皆、マリウスに荷担した者たちだろうね。

　男性たちの登場にマリウスは口元を笑ます。

「これは叔お父じ上うえ方。準備は整いました。どうされます？　さっそくさらなる強化を施ほどこしますか？」

　そう問うマリウス。男たちは俺たちに語りかけるように言う。

「夜の永遠の住人たるヴァンパイアはとてもとても弱点の多い種族でした」

「日の光、流水、十じゆう字じ架か、聖水……。人間よりも優すぐれた種族であるのに、我々はそれらを抱かかえるせいで彼らの隆りゆう盛せいを許した」

　……吸血鬼サイコーって話か？

　俺が嘆たん息そくして聞いていると、彼らは弁舌をさらに振るう。

「聖せい杯はいを用いて我々は吸血鬼を遥はるか超ちよう越えつした存在に作り替かえる！」

「そして、人間どもに代わり、この世界を支配せねばならない。我ら上位種に支配されてこそ、人間たちは本来の家か畜ちくとしての本ほん懐かいを遂とげられるのだよ！」

　……家畜ときたか。どれだけ見下せばいいのやら。一部の悪あく魔まの血族と同様に彼らもどうしても自分たちを持ち上げて、他の者たちを見下したいようだ。

　嘆なげくように息を吐はく男性の一人。上役たちは口々に続ける。

「放ほう逐ちくされた家畜が無駄に増えるのは仕方のなかったこととはいえ、永いものでしたな」

「まったくです。しかし、これで世界は真の姿になれるのでしょう」

「あとは現王と憎にくきカーミラを始末すればすべてを新たに始めることができる。そして計画の最終段階、この国の住民をすべて作り替えるのだ」

「せっかく、我が国に聖杯がもたらされたというのにあの王は現状維い持じを訴うつたえ、吸血鬼の進化を否定した。あまりに愚ぐ鈍どんであった」

　マリウスがうんうんとうなずき、微笑ほほえみを俺たちに向ける。

「──と、まあ、私についてくださった上役はこのような意見をお持ちなのですよ。私は聖杯を使って自身の研究を進められればいいだけのこと」

　……こいつもこいつでどうしようもないほどにイカレている。そんなことのために『禍の団カオス・ブリゲード』を引き寄せて、このおっさん連中をも煽あおって、クーデターを仕し掛かけた。

　すべては自身の聖杯研究のため──。

　そして、用済みと判断したヴァレリーをも殺した。

　アザゼル先生が目を細める。

「……荒あれてるね、ったく。しかし、神滅具ロンギヌスってのは本当にとんでもない代物だ。それを持った者が生まれただけで、その世界の理ことわりが崩くずされる」

　俺とヴァーリに視線を送る先生。

「……俺もですか？」

　自身に指を向ける俺。先生は呆あきれたという表情を浮かべていた。

「実感ないのか、おまえはいろんな理を崩しすぎだ」

　まあ、確かにそう言われてみればそうだけど……。

「……あなたたちにその神器セイクリツド・ギアを持たせるのは危険ね。聖杯を渡わたしてもらうわ。返答しだいではここでの戦せん闘とうも辞さない」

　リアスがマリウスにそう忠告する。

「あなた方も神器セイクリツド・ギアを、神滅具ロンギヌスをいいように使っているではありませんか……。単に価値観と文化の違ちがいで、相そう互ご理解が不能になっているだけでしょう？」

　マリウスの言葉に先生が言う。

「じゃあ、俺たちグリゴリに渡してもらおう。それらの研究は専売特許なんでね。保存から、封ふう印いんまでどうとでもできる。どうしても嫌いやなら、オーディンやゼウスに渡してくれてもいい。とにかく、それは危険なんだ。特性からしても監かん視し、または保護対象なんだよ。って言ったところで聞くわけねぇよな」

　先生も自分で言っていて苦笑いしていた。

　マリウスは薄うすく笑うだけだった。当然、素す直なおに聖杯を渡すわけがない。

　俺も一歩前に出て言ってやった。

「いいから返せよっ！　あんたらの思想やら誇ほこりやら、吸きゆう血けつ鬼きの価値観なんてうんざりだっ！　その聖杯はあんたたちの考えのために使わせるにはあまりに力が強すぎる！」

　こいつらにこれ以上悪用されてたまっか！　話し合いがダメなら、強ごう引いんにでも奪うばうしかないだろう！

　ボルテージの上がる俺をよそに吸血鬼の上役たちがリアスと先生に言う。

「魔ま王おう殿どのの妹君、堕だ天てん使しの元総そう督とく殿。悪魔の世界でも古来より気高い血を有する者が上に立ち、それ以外の者たちを付き従える。真実はそうだったはずだ」

「あなた方も人間の欲を糧かてに生きてきた。我々の場合は食料が人間だっただけで考え方は同じはずです」

「リアス・グレモリー殿、我らと同様の純血の貴族であるあなたならばご理解くださるでしょう。貴族とそれ以外の生き物の差というものを──」

《フフフ……フフフフフフフフフフフフ……くだらない……くだらなすぎる……》

　それは吸血鬼たちの演説を遮さえぎるように祭さい儀ぎ場に響ひびき渡る不気味な笑い声だった。

　全員が室内を見み渡わたして、とある一点に行き着く。

　──ギャスパーだった。

　全身から黒いオーラが生み出されていき、徐じよ々じよに徐々に室内を覆おおうとしている。

　のろのろと立ち上がったギャスパーはこの世のものとは思えない危険な輝かがやきの双そう眸ぼうでマリウスと吸血鬼の上役たちを激しく睨にらむ。

《貴族と……それ以外の生き物……？》

　祭儀場が──しだいに闇やみに染まっていく。

　それを止められる者など、ここにいるはずもなかった──。

《おまえたちが言う超越した存在とやらを僕に見せてみろ──》

　暗黒……漆しつ黒こく……暗闇……。室内は闇に飲み込まれて、上も下もすべてが黒く染め上がり、光など一いつ切さい感じられないフィールドと化していた。

　その闇を生み出すギャスパーにも変化が訪おとずれる。

　全身が闇にまみれていき、人間の形をも崩して、魔ま獣じゆうのようなフォルムとなっていく。

　両りよう腕うでが長く太くなり、鋭するどい爪つめが伸のびていった。背中が隆りゆう起きしていくつもの羽が生え、足が逆関節となっていく。

　頭部もドラゴンを思わせるように形成されていった。鋭い牙きばがそろい、角も生え、真っ赤な双眸が怪あやしく輝く。

《コオオオオオォォォォォォオオオオオオオォォォォ……ッ!!》

　獣けものの咆ほう哮こうが闇の世界に響き渡る──。

　……そこに現れたのは、五メートルはあるであろう、闇のオーラを全身から放つ、見たこともない巨きよ体たいの生物だった。

　……これがギャスパーの真の姿だってのか……？

　俺は──俺たちグレモリー眷けん属ぞくは、ただ震ふるえて見ていることしかできない。

　ヴァーリだけが腕うでを組んで静観していたが……。

「……この現象は……」

　神器セイクリツド・ギアに詳くわしいアザゼル先生ですらこの有様に眉まゆ根ねを寄せていた。

「こ、これは……っ！」

「なんだというのだっ!?」

　その姿に吸血鬼の上役たちも驚きよう愕がくして声を震わせる。

　マリウスだけが冷静に分ぶん析せきするようにギャスパーの姿をなめるように見つめていた。

「……落ち着いてください、叔父上方。これがユーグリット殿からの報告にもあったギャスパー・ヴラディの本ほん性しようなのでしょう。しかし、恐おそれる必要などありません。進化した吸血鬼たる我々がハーフの持つ力ごときに屈くつするようでは笑いの種にもならぬでしょう」

　そう言われた上役たちは臆おくしながらも強くうなずく。

「そ、そうだ。その通りだ」

「我々は聖杯にて超越した力を得た吸血鬼。次のステージに進んだ我らがハーフごときに遅おくれを取るはずが──」

　バグンッと一人の吸血鬼が、下の闇から生まれたワニのような大きな口に飲み込まれていく──。

《次のステージが……なんだって？》

　ケラケラと笑うギャスパー……だったモノ。

　部屋の至るところから、見たこともない黒い生物が誕生していった。三つ首の龍りゆう、トカゲのようなフォルムをした蝶ちよう々ちよう、花のような龍のような生物、ひとつ目の巨きよ人じん……闇のフィールドのあちこちからそのような生物が次々と生まれて、吸血鬼たちのもとに歩み寄っていく。

　この光景に身み震ぶるいしていく吸血鬼たち。マリウスだけが平然としているが、一人の男性が怒いかりに顔を歪ゆがませて自身の体から虫や獣を生み出していく。

「その手の芸当は貴様だけの能力ではないぞ！　たかが、闇に包まれた獣ごときが──」

　ヒュッ。啖たん呵かを切った男性が空を滑かつ空くうしてきた鳥の魔物に連れ去られていく。

　運ばれた先で魔物に囲まれて──。

「や、やめろぉぉおおおおおおおおおおおおっ！」

　抵てい抗こうむなしく一方的に喰くわれていった──。

　……なんだよ、これ。……ギャスパー、おまえがやっているのか……？　おまえ、こんな怖こわいものが出せるのか……。

　これがギャスパーの真の力、真の姿──。

　全身の震えが止まらない俺だったが、闇の魔物はさらに増えていき、フィールドを覆い尽つくして吸血鬼たちを追い詰つめていく。

　魔物たちは俺たちに危害を加える素そ振ぶりだけは見せなかった。

「ひぃっ！」

「そ、そんな！　進化したはずの我らの力がっ！」

「な、なんなのだっ!?」

「貴様はいったい、なんだというのだっ!?」

　吸血鬼たちは必死に抵抗するが、何度打ち倒たおしても魔物たちは闇から生まれて向かってくる。

《なぜ、うまく吸血鬼の能力が発動できないかわかるか？　おまえたちが聖せい杯はいによって強化された力を停止させているからだ》

　能力を停止!?　そ、そんな凶きよう悪あくなことができるのか!?　そ、それじゃ、あの吸血鬼のおっさんたちがうまく立ち回れなくて当然だ！

　ついに彼らは足を取られ、変化できないように全身を闇に搦からめ捕られてしまった。

「くっ！　人間の腹から出てきた卑いやしい『もどき』がぁぁぁっ！」

「近づくな！　下げ賤せんな生き物がぁぁぁっ！　わ、私たちには高貴な血が……貴様には到とう底てい想像もつかない歴史と伝統を持って──」

《──いいよ、喰らい尽くせ》

　その合図と共に吸血鬼の上役は闇の魔物に食い尽くされていく。

　あまりの光景にアーシアは目をつむり、耳を押さえていた。

　上役の吸血鬼がすべて闇の魔物に喰われたあと、パチパチと手を鳴らす男がいた。

　マリウスはこの状じよう況きようでも余よ裕ゆうの表情を浮うかべている。

「素す晴ばらしい。昨今、ハーフの間で異質な力を持つ者が生まれている。主に神器セイクリツド・ギア所有者なのですが……キミはそのなかでも屈くつ指しだ。聖杯に匹ひつ敵てきするポテンシャルと見た。どうだろう？　私の研究に協力してくれないだろうか？」

　この状況下でもそんなことを言えるのだから、彼の探究心はネジが外れているのだろう。

　しかし、ギャスパーの反応は怨えん嗟さに満ちていた。

《…………ヴァレリーのようにか？》

「怒おこっているのかな？　まあ、聞きたまえ。そもそも聖杯の研究は──」

　ブンッと風を振ふるわせる音。ギャスパーが腕を伸ばして横よこ薙なぎに放ったからだ。

　高速で放たれたそれをマリウスが反応できずに左ひだり腕うでを吹っ飛ばされていた。

「おっと、これはこれは……。凶きよう暴ぼうですね。しかし、この程度は聖杯の力で強化した肉体には無意味──」

　だが、再生されるはずの左腕は聖杯が輝いても一向に生えてくることがなかった。

　この反応にマリウスも訝いぶかしげになり、首をかしげる。

「…………ん？　なぜだ。腕が再生しない……。聖杯の力が弱まった？　はずもないな。ではいったい……」

《…………》

　ギャスパーが無言で再度腕を勢いよく横薙ぎに放つ。

　マリウスはその場で飛び退のき、回かい避ひしようとしたのだが、下からワニのような生物の口がまた現れて右足に嚙かみついた。

　そこにギャスパーの腕が届き、彼の右足を破は壊かいする。

「くっ！」

　尻しり餅もちをつくマリウス。

「……今度は足か。何、この程度──」

　聖杯を輝かせても、足は再生を始めない。先ほど吹き飛ばされた腕もいまだに生えてはこなかった。

　さすがにマリウスも徐々に顔色が変へん貌ぼうして、疑問を口にしていく。

「……なぜだ？　なぜ、再生しない？　腕も足も！　どうして再生の反応が出ないのだ!?　ヴァンパイアとしての変化も起きない！　コウモリに、虫に、獣に、なぜ化けることができない!?　これも私の能力が丸ごと停止させられているせいなのか!?　あり得ない！　叔お父じ上うえたちはともかく直接聖杯を持つ私までが能力を停止させられるなど……っ！」

　彼は自身の傷口を見て仰ぎよう天てんした。

　──腕と足、それらの傷口が黒い何かにまみれていたからだ。

「……き、傷口が……闇に浸しん食しよくされているというのか……？　闇が私の再生を阻はばんでいると……？　いや、こんなことは……っ！　キミは聖杯の力すらも超こえているのか!?」

《どうした？　再生するなら早くしろ。そこをまた僕が消せばいいだけの話だ》

　一歩、また一歩と距きよ離りを詰めるギャスパー。

　マリウスは焦あせりだして、ギャスパーをたしなめようとする。

「ま、待て。落ち着きたまえ。……そうだ！　この聖杯でヴァレリーのクローンを作ってあげましょう！　魂たましいもどうにかしてサルベージすればいい！　悪い話ではないだろう？　クローンを連れて日本に戻もどりなさい。それでキミは満足のはずです！」

　それは逆にギャスパーの心を逆なでするものだった。ギャスパーはドスの利きいた低い声を発する。

《……もうしゃべるなよ。ヴァレリーが蘇よみがえる可能性とおまえが助かる理由は一いつ緒しよじゃない。──おまえはここで死ぬべきだ》

　また一歩ギャスパーは距離を詰める。マリウスは這はいずりながら、逃にげようとし始めた。

　その表情に、先ほどの余裕は一いつ切さい消え失うせており、ただただ絶望の色が濃こくなっていた。

「く、来るな」

　聖杯を突つき出して、ギャスパーに向かって叫さけぶ。

「来るなぁぁぁぁっっ！　卑しいハーフごときがぁぁぁぁっ！」

　この闇やみのフィールドに生まれた全魔物がマリウスを囲んだ。

　これを見ていたヴァーリが一言漏もらす。

「リアス・グレモリー、あなたはおそらく近い将来、眷属の使用制限がかけられるだろう。それは兵藤一誠のことではない、あれのことだ。──ギャスパー・ヴラディは兵藤一誠よりもよっぽど危険な存在だぞ」

「…………」

　ヴァーリの言葉にリアスは何も返すことができなかった。

　ギャスパーがマリウスの眼前に立って真っ正面から言う。

《──おまえだけは、この世に肉にく片へんひとつすら遺のこすことを許さない。魂まで闇に喰われて死に果てろ》

　その一言が狼煙のろしとなり、魔物は一いつ斉せいにマリウスに群がった。──喰らうために。

「あ、あ、ああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　絶ぜつ叫きようが、室内に響ひびき渡わたった──。




　　　　─○●○─




　闇のフィールドが解けた最下層の祭さい儀ぎ場──。

　クーデターに荷か担たんした上役の吸きゆう血けつ鬼きがすべて闇に吞のまれたあと、部屋を覆おおう暗黒は、しだいに晴れていき、残ったのは魔物と化したギャスパーだけだった。

　先生はマリウスたちが消えたあとすぐにヴァレリーのもとに駆かけ寄り、小型魔ま方ほう陣じんを展開して彼女の様子を調べ出していた。

「……どうにもな、引っかかってな」

　先ほどから先生はこの術式の結果を訝しげに感じていたんだ。しばらく彼女の体を調べていた先生がふいに手を止める。

「……なるほど、俺の疑問は解消できそうだ」

「どういうこと？」

　リアスが問う。先生はヴァレリーを指さした。

「この娘むすめの聖杯、元々から亜あ種しゆのようだぞ。本来、ひとつのはずの聖杯が、まだ存在している。この娘の体にもうひとつ聖杯が残っているんだよ。おかしいと思ったんだ。神滅具ロンギヌスの抜ぬき出し術式だというのに、あまりに静かでな。俺の研究では神滅具ロンギヌスの抜き出しはもっとど派手なものになると結論づいている」

『──ッ!?』

　その先生の発言に皆みなが驚おどろいていた！

　マジか！　神滅具ロンギヌスが亜種で、聖杯が二個!?

「で、でも、神滅具ロンギヌスって同じのはふたつ以上存在しないはずでは？」

　俺が先生に訊きく。少なくとも俺はそう説明を受けていた。俺と同じ赤せき龍りゆう帝ていの籠こ手ては同時期に他に存在しないってことだ。

　先生もうなずく。

「ああ、そうだ。つまり、だ。ふたつでひとつとカウントされる亜種なのだと思う。前例がないため、詳くわしく調べてみないとダメだがな。──だが、死んだわけじゃない。奇き跡せき的にもあとひとつ体に残っているわけだからな。取り出された分を戻せば元の状態になれるだろう。……本当、今世の神滅具ロンギヌス所有者はわけがわからん」

　息を吐はく先生の告白に──。

『おおっ』

　皆が安あん堵どの息を漏らした。

　よかった！　ヴァレリーは死んだわけじゃない！　クソ！　あんな光景が目の前で再び展開したから、俺は……本当に……。ギャー助すけとヴァレリーにあんな思いをさせてしまうのではと自身の力のなさに恨うらめしくなっていたんだ。

「よかったです……」

　アーシアも喜びの涙を流していた。

「その聖杯をこちらへ。とりあえず、それを戻す」

　先生がマリウスに取られた聖杯をヴァレリーに戻す術式を始めた。

　しかし、聖杯をふたつも持っているなんて……精神汚お染せんが酷ひどかったのはその影えい響きようもあるのだろうか？

　そんなことを思し慮りよしながらもふいに──黒い獣けものと化したギャスパーに視線が移る。ヴァレリーの復活作業を見守る変化したギャスパー。

「すげえな……」

　俺が生なま唾つばを飲み込んでそう言うと、ギャスパーが低い声こわ音ねで笑いを漏らす。

《あなたなら知っていると思ったんだけどね。赤龍帝》

　知っている……？　どういうことだ？

　怪け訝げんに思う俺を置いて、リアスが問う。

「……あなた、ギャスパーではないわね？」

《いいや。僕はギャスパーだよ。ただ、ギャスパーであり、ギャスパーではないとも言える。この少年が母体にいたときに宿ったのは、バロールの断片化された意識の一部》

　それを聞いて先生が顔を驚きで引きつらせていた。

「バロール!?　ケルト神話の魔神バロールだというのか!?」

　バロール？　魔神？　バロールってギャスパーの神器セイクリツド・ギア名にかかっているよな？

「先生、ギャスパーの神器セイクリツド・ギアとその神さまは関連があるんですか？」

　俺が問う。先生が興奮しながら答えてくれる。

「……バロールは、邪じや眼がんの持ち主として一番有名な神だ。クロウ・クルワッハを操あやつった神としても有名だ。そのバロールの眼めに倣ならって『停止世界フオービトウン・の邪眼バロール・ビユー』は命名されたと聞く。……だが、本当にバロールが宿るなど、信じられん。さっきのタスラムがバロールに反応しなかったのは、レプリカだったからか？」

《だから、バロールの意識の断片さ。神性はすでに失われて、魔の力だけが残った。本来のバロールはルー神によって滅ほろぼされたからね。僕はバロールであって、バロールではない。『ギャスパー・ヴラディ』さ。神器セイクリツド・ギアとはおもしろいものだよ。伝説のドラゴンから、魔物、そして魔神の力すらも宿らせることができる。神器セイクリツド・ギアを作り出した「聖書の神」は本当に恐おそるべき存在だったんだろうね》

　……わ、わからんが、先生は深くうなずいて「なるほど～」と理解できているようだ。

　ま、まあ、あとで簡単に嚙み砕くだいて説明してもらおう。

　──で、気になるのはさっき言われたことだ。俺は改めて訊く。

「さっき、俺なら知っているってどういうことだ？」

《あなたが暴走したとき、旧魔王の血筋の者が一時的に停止されたよね？　あなたの視界に僕がつながったからなんだ。ほら、こんなふうに──》

　──っ。

　俺の見ているものが、急に変わる。って、俺が……俺を見ている!?　俺の視界に映るのは俺だった！　鎧よろい姿の俺！

《いま、あなたの視界と僕の視界を交こう換かんしたんだ。だから、僕の目を通してあなたがその風景を見ているんだよ》

　……へ、へぇ……。こ、こんなことができるのか。そういや、俺が覇龍ジヤガーノート・ドライブで暴走したときにギャスパーの能力みたいなものをシャルバに使ったって聞いたな。それは赤龍帝の隠かくされた能力かなって思ったけど……。赤龍帝の力と共にギャスパーの力も起因していたのか。

　──あ、視界が元に戻った。

　それを横で聞いていた木場は得心したようだった。

「あのときの現象は、イッセーくんとギャスパーくんの力の一いつ端たんでもあったというのか……!?　覇龍ジヤガーノート・ドライブと共鳴しあえるなんて……クロウ・クルワッハをかつて操った魔神と天龍だからこそできたことなのか……ッ！」

　震ふるえる木場を置いて、ゼノヴィアとイリナは恐る恐るギャスパーに近づく。

「ほ、本当にギャスパーなのか？」

「なんだか、おっきくなっちゃって……怖こわかったわ」

　先ほどまで怖がっていた素そ振ぶりなど忘れたかのように二人は慣れていた。まあ、俺もこいつのこの姿にもう慣れてきてしまっているんだが……。いろんなことが起こりすぎているので、感覚がおかしくなってるな。

　二人の天然ぶりに反応を示さないギャスパーは、ヴァレリーへ足を進める。

　横たわる彼女の頰ほおをギャスパーの変へん貌ぼうした手がやさしく撫なでた。

《僕はなぜか、この聖せい杯はいの少女を救わないといけないと感じた。強く、強くね。それはもう一人の僕が感じている恩義とは別の感情だ。……これは感謝への礼？　僕にもよくわからないけれど、おそらく、聖杯の力に完全に目覚める前から、彼女はその力を無意識に使っていたのかもしれない。僕のもととなったバロールの意識の断片、それを聖杯の力で呼びだして……僕を作り上げた……？》

「ギャスパーを生みだしたのは幼い頃ころのヴァレリーだと言うのか……？　リアスがギャスパーを転生できたのも、神性を失ったバロールの断片だったからこそか……。ギャスパーが『停止世界フオービトウン・の邪眼バロール・ビユー』を持って生まれたのもバロールの力に引き寄せられた……？　模も倣ほうしたものに本物が宿るなんて冗じよう談だんのような出来事だ。クロウ・クルワッハはなぜ先ほど強く反応しなかったんだ？　だが、しかし──」

　先生も一人ぶつぶつとこの結果をあれこれ考えているようだ。

　ギャスパーが先生に言う。

《この状態──少なくとも神器セイクリツド・ギアとバロールの融ゆう合ごうが生みだしたものだ。禁手バランス・ブレイカーでもあり、そうでもないとも言える。そうだね。──「禁夜とフオービトウン・真闇たりしインヴエイド・翳の朔獣バロール・ザ・ビースト」とでも名付けておこうか》

　名付けるんかい！　神器セイクリツド・ギアから名めい称しようの類たぐいが脳に伝わってくることがあるが……亜種禁手バランス・ブレイカーに至るヒトだと、それを否定して自分でネーミングする者もいるって聞いたな。

　俺の真『女王クイーン』はサイラオーグさんが名付け親だけどさ。

　先生は改めてギャスパーの状態に目を向けてぼそりとつぶやく。

「……これはもう準神滅具ロンギヌスクラスと呼んでもいいほどのものだな。いや、すでにカウントしてもいいレベルか。すでに『停止世界フオービトウン・の邪眼バロール・ビユー』とは別の神器セイクリツド・ギアとなっている」

　マジか！　十四番めになりますか!?　いままで十三個しかなかった神滅具ロンギヌスだけど、限定十三というわけではなく、現在に至るまでに十三個まで現れてカウントされただけだ。

　だから、十四個めが出てもおかしくはないんだが、まさか、ギャスパーが……？

　リアスが息を吞みながら先生に訊く。

「……新しい神滅具ロンギヌスだというの……？」

「まあ、詳しくはグリゴリに帰ってからだ」

　先生はそう述べるだけだった。

　──と、その魔ま獣じゆうと化したギャスパーの闇やみが晴れていく。

《……おっと、もう限界みたいだ。あとは皆に任せて、僕は少し眠ねむらせてもらうよ》

　闇がしだいに剝はがれていき、いつものギャスパーに戻もどっていくなかでもう一人の人格は大きな獣の口を笑えませながら話を続ける。

《オカルト研究部の皆、僕はすべてを闇に染める存在だ。けれど、あなたたちには絶対に危害を加えないと約束する。もう一人の僕を通して、ずっと見ていたからね》

　もう一人のギャスパーは俺たちを見み渡わたす。

《リアス部長、朱乃さん、小猫ちゃん、祐ゆう斗と先せん輩ぱい、アーシア先輩、ゼノヴィア先輩、イリナ先輩、レイヴェルさん、ロスヴァイセさん、アザゼル先生、そして赤龍帝──イッセー先輩。僕の大事な仲間だから──》

　それだけを伝え終わったあと、闇は完全に消失して、ギャスパーはその場にくずおれて気絶してしまった。

　いつもの姿となったギャスパーを抱だき寄せるリアス。目元には涙なみだが浮うかんでいた。

「……わかっているわ。あなたが誰だろうとかまわない。あなたは私の眷けん属ぞくだもの。ねぇ、ギャスパー……」

　その感動的な光景を見て、メンバーもうんうんうなずきながら目元を潤うるませていた。

　ああっ、ギャスパーは俺たちの大事な仲間だ！　俺の大事な後輩だっ！

　心中でそう強く思う俺の横で先生の蘇生術式が終わりを告げる。

　まばゆい閃せん光こうを放ちながら、取り出された聖杯がヴァレリーのなかに戻っていく。

「これで、目を覚ますはずなんだが……」

　先生がそう言うので、皆が見守っていたのだが……。彼女は一向に目を覚ます気配がなかった。先生が怪訝に思い、彼女の様子を調べる。

「……おかしいな。息はある。意識だけが戻らない……？　何かまだ足りないのか？」

　その現象に首をひねる先生だったが、そこへ第三者の声が響ひびき渡る。

「あー、もしかしたら、これも戻さないと一度失われた意識は戻らないかもねぇ」

　その者の登場にヴァーリが憤ふん怒ぬの形相を浮かべる。

「──会いたかったぞ、リゼヴィム・リヴァン・ルシファーッッ！」

　俺たちの前に出現したのは、ふざけた笑いと口調が特とく徴ちようのあのおっさんだった。

　そのおっさんのそばを──聖杯らしき杯さかずきがひとつ宙に浮かんでいた。皆みながそれを見て目を見開いた！

　男──リゼヴィムは口元を笑まして話を続ける。

「そう、ヴァレリーちゃんが持つ亜あ種しゆの聖杯は──全部で三個だ。三個でワンセットっつー規格外の亜種神滅具ロンギヌスなのよん。すでにひとつ、俺たちが先に抜ぬき出していてねぇ。マリウスくんは聖杯が複数あることさえ、気づかなかったようだけど。自じ称しよう聖杯研究者だなんて聞いて呆あきれるぜ！」

　──っ！　聖杯が……三個!?　すでに一個取り出し済みだと!?

　ゲラゲラと笑うリゼヴィムは改めてヴァーリに軽快にあいさつをし始める。

「んちゃ♪　うっひょひょーっ！　リゼヴィムおじいちゃんだよー？　じゃあ、ここから愉ゆ快かいなお遊ゆう戯ぎタイムになりまーす。良い子の皆みんなはおじさんの話に注目してね☆」

　──悪意が始まろうとしていた。
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　Life.4　明けのリゼヴイム・明星のリヴアン・息子ルシフアー







　聖杯をそばに浮かす銀ぎん髪ぱつの中年男性。その傍かたわらには小さな少女──オーフィスの分身、リリスがいた。

　その銀髪のおっさんは醜しゆう悪あくな笑みを浮かべてヴァーリに視線を送る。

　とうのヴァーリはいままで見たこともない、怒いかりに彩いろどられた表情となっていた。

　こいつがここまで怒おこっている姿は初めて見る。先生と黒くろ歌かが曹そう操そうにやられたときも相当怒っていたが……今回はそれ以上だ。

　ヴァーリの怒ど気きを見て、リゼヴィムが哄こう笑しようをあげる。

「うひゃひゃひゃひゃっ！　きゃわいい孫にそんな眼めをされちゃうとおじいちゃんうれしくてイッちゃいそうになっちゃうよ！」

　ここまで来ると、あのおっさんが孫であるヴァーリに何をしたのか気になってしまった。

「先生、何があったんですか？」

　先生は険しい表情で言う。

「……奴やつは自分の息子むすこ、つまりヴァーリの父親に『ヴァーリを迫はく害がいしろ』と命じたんだよ」

　──ッ！

　……なんだよ、それ。自分の孫をいじめろって言ったのか……？

　それを聞いていたのか、リゼヴィムが口を尖とがらせた。

「聞き捨てならないにゃー。俺はバカ息子に『怖こわいならいじめろよ』って的確なアドバイスをしてあげただけなんだぜ？　ま、魔ま王おうの血筋で白はく龍りゆう皇こうなんてのが生まれたら、あのビビリなバカ息子の豆とう腐ふメンタルじゃ耐たえきれないだろうさ」

　抜きんでた才能を有した子供を持つ、か。俺は親になったことがないからわからないが、子供に愛情を持てない者にとって、自分以上の才能を持った子供が育ったら、嫉しつ妬としたり、脅きよう威いに感じるものなのだろうか。

　リゼヴィムがせせら笑う。

「結局、ヴァーリきゅんはお父さんの仕打ちに耐えられずに家出しちゃったけどねん♪　グリゴリでアザゼルくんに育ててもらったんだってねぇ。よかったねー、アザゼルおじさんは面めん倒どう見みがいいもんねー」

　先生も憎にく々にくしげにリゼヴィムを睨にらんでいた。

　ヴァーリが問う。

「……くだらん。それよりもあの男はどうした？」

「ん？　あー、パパのその後が知りたい？　うひゃひゃひゃひゃっ、俺が殺しちったよ！　だって、ビビリなんだもん。見てていらついちゃってさ。つい弾はずみで殺しちゃったんだ☆　あんれー、ショックだった？　パパ殺されちゃって怒っちゃったー？」

　ふざけた口調の祖父にヴァーリは簡素に言う。

「別に。俺も消そうとしていただけだからな。──ただ、俺はうれしいよ」

　ヴァーリの全身のオーラが戦意をもって膨ふくらんだ。

「俺は貴様を一番殺したかったからな……ッ。貴様は『明けの明星』と称しようされた魔王ルシファーを名乗っていい存在ではない……ッ！」

　白い鎧よろいがいっそう輝かがやきを増していく。

　リゼヴィムはそれを見てただただうれしそうに笑うだけだった。

「……いいじゃん。チョーいい目つきだ。いい育て方してんよ、アザゼルちん。なんということでしょう、あのメソメソ泣いてた孫がこんなにいい殺意を向ける青年にビフォーアフターじゃんかよっ！」

　いまにも飛び出そうという格好のヴァーリを手で制した先生は改めてリゼヴィムに訊きく。

「……リゼヴィム、その聖せい杯はいを使って何をするつもりだ？　邪じや龍りゆうどもを復活させて何を企たくらんでいる？」

　そう、リゼヴィムは聖杯を何に使うつもりなのか。邪龍を復活させたのもこいつやユーグリットが裏でマリウスたちを操あやつっていたからだろう。

　奴らはそんなことをしてまで何をしたいのか？

　新生『禍の団カオス・ブリゲード』の本当の目的とは──？

　リゼヴィムが聖杯に視線を向けながら高々と言う。

「うひゃひゃひゃひゃ、聞きたいの？　いいよ、特別にお話ししてあげませう。──いまから数か月前のことだ。とある実例が俺たちの『世界』にもたらされた。──『俺たち』が知らない『異世界』の存在だ。こいつは以前から可能性を議論されていたわけだが、ついにその存在が確かく認にんされたわけだねー」

　……い、異世界？　いきなり、突とつ拍ぴよう子しもない話になり、困こん惑わくする俺たちだが、先生だけは反応していた。

「──ッ！」

　先生には心当たりがあるのか。ちらりと俺のほうに視線を向けてくるが……。

　え？　俺が関係あるの……？

　怪け訝げんに思う俺を置いてリゼヴィムが続ける。

「アザゼルくんなら理解できるよねー？　そう、悪神ロキが日本に攻せめ込んだとき、その可能性は現実を帯びた」

　リゼヴィムが俺に指をさした。

「おまえさんがそれをやっちまったのさ、おっぱいドラゴンくん♪　おまえは、異世界の神である『乳ちち神がみ』とかいうのに接せつ触しよくした」

　──ッ！

　ち、乳神っ！　ロキ戦で確かに俺はパイリンガルを通して乳の神さまに仕えるっつー精せい霊れいと交信したわ！　うん、異世界の神って言ってた！

　リゼヴィムがさらに続ける。

「その神はな、この『世界』に伝わるあらゆる神話体系とは関連を持たない未知の世界の、未知の神さまだったんだぜ？　聖書でもねぇ、北ほく欧おう神話でもねぇ、インド神話でもねぇ、日本神話でもねぇ、まったく知らない世界のわけのわからねぇ神さまがこの世界に接触を持った。異形の世界の研究者の間じゃ、こいつは革命的な出来事さ」

　……そうだったのか。未知の世界の、未知の神さま。俺たちの世界は、人間界、冥めい界かい、天界、あとは各神話の神さまが住んでいるそれぞれの領域があるとされる。

　乳神さまがいる世界って、それ以外のまったく知らない世界ってことなのか。

　リゼヴィムがうんうんとうなずきながら言う。

「でな、俺は思ったわけよ。──なら、攻め込んでみようぜ？　ってな！」

　せ、攻め込むだと!?　この一言で全員の認識がガラリと変わる。

　警けい戒かいの眼まな差ざしでリゼヴィムの次の言葉に耳を向けた。

「でもでも、それは叶かなわない。なぜなら、こちらの『世界』の次元を守護するとんでもないドラゴンがいるからそっちの世界にはそう簡単に行けやしない。そう、グレートレッドさんです」

　そこまで語られて、先生が得心して叫さけぶ。

「……そうか、おまえは、グレートレッドを!?」

　先生の反応にリゼヴィムはうれしそうに満面の笑えみを作り出していた。

「はい！　優ゆう秀しゆうですね、アザゼルくん！　僕はキミに満点に近い点数をあげたい！　俺はグレートレッドをぶっ倒たおして、あっちの世界に突とつ貫かんしたくなったんだよ♪」

　……グレートレッドをぶっ倒す!?　おいおいおいおい、どんどん話の規模が広がってきたぞ！　異世界に攻め込むために……あのどデカいドラゴンをぶっ倒すってのかよ！

「だが、グレートレッドくんは強大だ。めっちゃ強い。マジ強い。どうしようもなく強い。オーフィスでもけしかけてぶっ倒そうにも曹操のクソバカ小こ僧ぞうが龍りゆう神じんちゃんを半分にしちまって、酷ひどいことになってねぇ。じゃあ、分けたもん同士をくっつけりゃいいかってーとそううまいことにもならんよな？」

　おっさんのそばにいるリリスは無表情のままだ。特に動く気配もない。

　リゼヴィムの弁舌は続く。

「んじゃ、グレートレッドを倒せるのは誰よ？　俺？　無理無理。死ぬ死ぬ。なら、サマエル奪うばっちゃう？　それしたら、ハーデスじいさんマジギレしそうだし、何よりも呪のろいがあんまりにも強すぎてうちの改造邪龍くん軍団もさすがにやられそうだ。となると、ひとつしかねぇ。──黙もく示し録ろくの一節を再現しようぜってよ？」

　ちんぷんかんぷんな話だが、唯ゆい一いつ先生だけが顔色を青くさせていた。

「……『６６６トライヘキサ』……ッッ」

　聞き覚えのない言葉を出す先生。

　リゼヴィムはまたまたうれしそうに先生の答えに満足していた。

「正解だ、アザゼルくん。座ざ布ぶ団とんが欲ほしいか？　それともアメリカ旅行？　いいねぇ、回答要員って素す晴ばらしいよね。話しがいがあるよ。そうさ、そうだ、黙示録に記された伝説の生物は何も赤せき龍りゆう神しん帝ていグレートレッドだけじゃねぇんだよ。──『黙示録の皇獣アポカリプテイツク・ビースト』６６６トライヘキサ、聖書の神に存在を示し唆さされたあの子がいればグレートレッドといい勝負できそうだとは思わないかね？」

　俺が先生に問う。

「なんですか、そのトライヘキサって？」

「……６６６スリーシックスって数字が不ふ吉きつで有名なのはおまえでも知っているだろう？　獣の数字。それの大元になったバケモンのことだ。黙示録じゃ、グレートレッドとセットで語られている」

　……グレートレッド級の魔物ってのかよ！　黙示録は俺もちらりと読んだことがあるが……確かにグレートレッドの横にデカい不気味なモンスターがいたのを思い出した。

　あれが……６６６スリーシックスの大元、トライヘキサだってのか！

　先生が続けて問う。

「あれは存在の可能性があるだけでどこにいるのかもいまだ各勢力で議論の最中だったはずだ！」

「んーふふふ、それがねぇ。いたのよ。──聖杯を使って生命の理ことわりに潜もぐった結果、俺たちはついに忘れ去られた世界の果てで見つけちゃったのよねー。だがねぇ、どうにも先に６６６トライヘキサくんを見つけて、かたーく封ふう印いん施ほどこした方がいたんだなぁ、これが。誰だと思う？　ねぇねぇ、誰だと思うよ？」

　リゼヴィムは聖杯に投げキスしながら言った。

「──聖書の神さまさ。あんの神さまはすごいね。俺らよりも先に見つけてそいつを何千という封ふう印いん術式で封ふうじちゃっていたんだよねぇ。案外、聖書の神さまの死亡理由はそれかもなぁ。何せ、術を施ほどこしたあとに神が死んでもおかしくないほどの凶きよう悪あくかつ禁止級の封印術式がわんさかかけてあったんだからよ。あんなのをしたあとに三大勢力で戦争すりゃ、疲ひ労ろうが祟たたって聖書の神が消しよう滅めつってのもあり得る話だよん」

　伝説上の存在だったトライヘキサを聖書の神さまが見つけて、人知れず封印を施した。しかも尋じん常じようじゃないレベルの封印で。聖書の神さまが戦争で亡なくなったのはそれが原因かもしれない……。

　俺が理解できたのはそれまでだ。細かいところまではくみ取れない。

　先生がヴァレリーが横たわっている寝しん台だいの辺りに視線を送る。

「先ほどのマリウスが使った術式はその６６６トライヘキサの封印術式から再現したのか！」

　リゼヴィムが大いにうなずいた。

「おおさ！　現在、必死こいて封印をひとつひとつ解いている途と中ちゆうだっぜ！　聖せい槍そうがあればわりかし楽に封印の術式をバラバラにできそうなんだけどよ。まあ、聖杯と聖せい十じゆう字じ架かの協力があって事は順調に進行中っスわ」

　聖杯と聖十字架で封印を壊こわす!?　本当、聖遺物レリツクは悪用されてるな！

　リゼヴィムは宣言していく。

「つーことで俺らは、６６６トライヘキサくんを復活させて、グレートレッドを撃げき破は、撃げき滅めつ、撃げき退たいさせちまったら、復活邪龍くん軍団と６６６トライヘキサを引き連れて異世界に殴なぐり込みかけんのよ！　あっちの世界の神々、魔物、生物どもを一いつ切さい合切、蹂じゆう躙りん、全滅しまくって俺だけのユートピアを作るっつーわけだッ！　うひゃひゃひゃひゃひゃひゃッッ！」

　嫌いやな笑いをあげるリゼヴィム。

　愉ゆ悦えつに包まれる笑みで続ける。

「んー、想像するだけでイッちまいそうになるよなぁ。あっちの神話によ、こう刻まれるかもしれないんだぜ？　『異世界より来たりし邪じや悪あくなる存在は、強大な獣と、邪龍の群れを引き連れ、この世界に災わざわいをもたらした──』とかよっ？　どーせ、こっち世界じゃ俺はただの前魔ま王おうルシファーの血を引く者にすぎねぇだろうよ。けどよっ！　異世界じゃ唯一無敵の大魔王さまになれっかもしれねぇじゃん!?」

「そんなくだらないことのために俺たちに多大な迷めい惑わくをかけるってのかよ!?」

　気持ちよさそうに話すこのおっさんに俺はつい、文句を言ってしまった。

　だって、勝手にダラダラとわけのわからねぇ理り屈くつを語られてんだもんよ！　なんとなく、文句のひとつも言いたくなった。

　リゼヴィムは嘆たん息そくする。

「くだらねぇとか失敬だ。これでも俺にとっちゃようやく生まれた目標なんだわ。悪魔ってのはよ、ながーく生きてもなかなか夢って持てないのよね」

　それは聞いたことがあるけどさ。悪魔は長命だから、目標を失いやすい面もあり計画的な生き方が重要だって。特に生き急ぐ人間からの転生者は顕けん著ちよだそうだ。

　リゼヴィムは遠い目をする。

「俺もこの新たなすんばらしい夢が生まれるまで自じ堕だ落らくでどうでもいい生き方をしてたんだぜ？　つーよりも生きるって何？　夢ってあるのか？　野望なんてどうしたら持てるのよ？　そもそも悪魔ってなんだ？　って、ソファでワイン飲みながらボーッと永年どうでもいいようなことをぐだぐだと考えて生きてたわけさ。いんや、ありゃ生きてたとも言えねぇよな。単にモノを考えられるっつー置物だっただけだ。そういう点じゃ、人間がうらやましいわ。どんどん野望が湧わいてくるっつーからな。ま、生物的な思考の違ちがいなんだろうけどよ」

　今度はパアっと明るい表情となるおっさん。

「そんな俺のところにユーグリットくんがおもしれぇもんを持ってきたのさ。──オーフィスの力と聖杯の情報、異世界の証明、んでもってトドメが６６６トライヘキサだ。おじさん、年とし甲が斐いもなくめっちゃはしゃいじゃってさ。生まれて初めて胸がドキドキ、心がワクワクしちゃったの！　滅ほろんだ邪じや龍りゆうくんたちを復活させて、世界に混こん沌とんを与あたえたあげく、異世界にまで足を運んでチョー暴れてぇぇぇぇってねっ！」

　子供のようにはしゃぐおっさんに俺はもの申した。

「わけわかんねぇよっ！　どうして異世界で暴れなきゃいけねぇんだ!?」

　完全におっさんの暴走した夢じゃねぇか！　他に一切理由も理念もねぇ！　曹操みたいな理想すら語られていない！

　おっさんのただのわがままを俺たちは聞かされている！

　そのおっさんが指をチッチッチッと左右に振ふった。

「いいかー、坊ぼう主ず。悪魔ってのは、邪悪で、悪あつ鬼きで、畜ちく生しようで、悪道で、外げ道どうで、邪じや道どうで、魔道で、鬼畜で、悪あく辣らつじゃねーとダメなんだよ。英えい雄ゆうの真ま似ね事ごと？　ヒーロー？　それはよー、『正義』がやることだ。ほら、人間さまや天使さまがな？　俺らはなんだ？　『悪』で『魔』の存在なんだぜ？　じゃあ、やることは決まってんじゃねーの？」

　リゼヴィムは途と端たんに邪悪な笑みを俺たちに向ける。

「どこであろうと、気にいらねー奴やつらを一切合切ぶっ殺しだろうがッ！　てなわけでよ。悪魔とドラゴンといやー、悪役だろう？　俺様は邪龍を使ってこの世界と異世界で暴れ回るわ。気にいらねーもんを壊して、目め障ざわりそうなのを片かたっ端ぱしから殺していくぜぃ！」

　──っ！

　冗じよう談だんじゃねぇ！　ルシファーの息子むすこだかなんだか知らねぇが、こいつの子供以下のわがままを実行なんてされたらたまったもんじゃねぇよっ！

　グレモリー眷けん属ぞくの皆みなが俺と同意見だったようで、全員がリゼヴィムを睨にらみつけていた。

　それを見て奴は笑う。

「はっはっはーッ！　嫌だねー！　何その眼め！　悪魔の眼じゃねーな。ろくでもねーよ。……そいつは『正義』の眼だ。ヒーローさまの眼だ。救えないねー。特に赤せき龍りゆう帝ていの坊主、おまえさん、自分が何かわかってんのか？　怪かい物ぶつドラゴンの上に危険極きわまりない『悪魔』なんだぜ？」

　……確かに俺はグレートレッドとオーフィスの力で体を作り替かえたが……別に危険極まりない邪悪なもんになる予定はないっ！

　少なくとも世界に混乱をもたらせようなんて思ったことは一度だってねぇよっ！

「俺を嫌けん悪おするか？　いいぜ、来いよ、孫のヴァーリのお友達は大歓かん迎げいしなくちゃな」

　不敵に俺へ手招きするリゼヴィム。

「──来いよ、天てん龍りゆうくん。おじさんでよければ相手してやるぜ？　中二病をこじらせた精神年ねん齢れいお子さまのおじさんで大変申し訳ないけどよっ！」

「言ってろッ！　その聖せい杯はいだけは返してもらうぜっ！」

　俺は飛び出していき、手元にドラゴンショットのためのオーラを集束させていく。

　──っ。

　意外なことにあれほど殺気に満ちていたヴァーリが、これに乗じて攻こう撃げきを仕し掛かけようとしなかった。

「イッセー待てッ！　そいつの能力は──」

　先生が俺を制止させようとするが──。

　俺はかまわずに特大のドラゴンショットをぶち込んだ！

　真『女王クイーン』状態でのドラゴンショット！　さあ、どう対処する!?

　相手の出方を見る俺だったが──奴は一向に動こうともしない！

　防ぼう御ぎよ行動すらも取らず、オーラの塊かたまりが直ちよく撃げきしていく──。

　しかし、当たった瞬しゆん間かん、ドラゴンショットがウソのように霧む散さんしていった！

「──ッ！　どういうことだ……？」

　その結果に疑問を感じる俺。

　当たった。ベストな形で正面からドラゴンショットがぶち当たった。

　なのに、当たった瞬間にドラゴンショットは役目を終えたかのように消えていったんだ。

　先生が口元を歪ゆがませて話し始める。

「……いいか、イッセー。そいつの能力は悪魔のなかで唯ゆい一いつの異能……『神器セイクリツド・無効化ギア・キヤンセラー』だ。神器セイクリツド・ギアによるいかなる特性、神器セイクリツド・ギアによって底上げされたすべての能力が効かないんだ……ッ。おまえの赤龍帝の力も、木き場ばの聖魔ま剣けんの力も神器セイクリツド・ギアである以上は、その男に一切ダメージを与えることができない……ッ！」

『──ッッ!?』

　先生の説明にグレモリー眷属の皆が仰ぎよう天てんした！

　……神器セイクリツド・ギアの能力が……効かない!?　無効化ってことか!?

　ブーステッド・ギアで高めたドラゴンショット。だから、相手にぶち当たっても、リゼヴィムは平気だったというのか……？

　いまだ信じられない俺だったが、木場も飛び出していく。手元には聖魔剣。

「はぁああっ！」

　気合いの一いつ閃せん。しかし──。

　聖魔剣はリゼヴィムに触ふれた瞬間、音もなく消失していく。

「──ッ！　ダメなのか……っ！」

　聖魔剣が四散した結果に驚おどろく木場は素す早ばやく後方に飛び退のいた。

「うひょひょひょ、イレギュラーな聖魔剣でも俺を傷つけることができなかったねー」

　リゼヴィムはゲラゲラと笑うだけだった。

　……ヴァーリがうかつに飛び込まないわけだ。いま奴は白龍デイバイン・皇のデイバイデイング・鎧スケイルメイルを着ている。ということは、その力で高めたものを撃うち出すことになる。

　それは神器セイクリツド・ギアから出力されたパワーであり、神器セイクリツド・ギアが関かかわる以上──リゼヴィムにはダメージを与えられないっ！

　ヴァーリが歯は嚙がみしながら言う。

「……やはり、正道ではない成長を遂とげる天龍の力でも奴には効かないのか」

　ヴァーリは俺の攻撃の結果でそう判断したのだろう。さっきも俺の攻撃が効くかどうか様子見していたのだと思う。

　ヴァーリもまた俺と同様、歴代の二に天てん龍りゆうの宿主とは違う成長をしている。俺の攻撃が効かなければ、自分のも効かないと結論づけたのだろう。

　奴の顔は悔くやしさに満ちたものだった。

　それを見て、リゼヴィムはいっそう悪そうな笑みを深める。

「サーゼクスくんの眷属がなぜ非神器セイクリツド・ギア所有者で構成されているか？　まあ、いろいろな理由があるがね。そのなかで一番大きな意図は、俺と直接対決したときに役に立たねーからなんだよ？　ご理解できたかな？　無・理・な・ん・だ・よ？　おかげでおいそれとこの聖杯にも触れないんだけどさ！」

　そう言うなり奴は手元の空間を歪ゆがませて、そこに宙に浮うかしたままの聖杯を入れてしまう。亜あ空間に収納したのだろう。聖杯を手で触れることは決してしなかった。

　……サーゼクスさまの眷属には確かに神器セイクリツド・ギア所有者がいない。

　不思議に感じていたんだ。あれほど、強力なチームを構成しているのに一人も神器セイクリツド・ギアの所有者がいなかった。

　……そういう意味もあったのか。こいつに対たい抗こうするためにあえて神器セイクリツド・ギアを持つ者を眷属にしなかった。

　俺もちょうど身をもって痛感しているところだ。たとえ、二天龍だろうと、神滅具ロンギヌスだろうと、神器セイクリツド・ギアであるのなら、こいつには──。

　攻撃が通らない……ッッ！

「じゃあ、聖剣ならばいけるのだろう！」

　ゼノヴィアがエクス・デュランダルを振り下ろして、聖なるオーラをリゼヴィムに飛ばす！

　直撃するという瞬間に──小さな女の子、リリスが前方に立って聖なるオーラを真っ正面から迎むかえうつ格好となる。

　手を前に出して横よこ薙なぎにするだけで、デュランダルの強力なオーラが弾はじかれてしまった！

　……やっぱり、オーフィスの分身なだけはある！　生半可な攻撃はまるで意に介かいさない！　こんなのが護衛じゃ、どうしたらいいんだよ、俺たち！

　神器セイクリツド・ギアは効かない！　それ以外の攻撃もリリスが防ぐ！　リゼヴィム自身も相当な手て練だれだろう！

　聖杯の奪だつ取しゆに苦く慮りよする俺たちを見てリゼヴィムは愉ゆ快かいそうに笑い、うんうんとうなずいた。

「──ま、そういうのもこれぐらいにして、見せたいものがあるのよ」

　指を鳴らすリゼヴィム。すると、この最下層の祭さい儀ぎ場の宙に立体映像が出現した。

　どこか外の風景を映し出したものだ。

「さて、あれがどこだかわかりますかねぇ？」

　そう楽しそうに訊きいてくるリゼヴィム。雪が降っている映像。町らしきものが見える。

　……中央に城が確かく認にんできた。これってまさか──。

　俺と同様に得心するメンバーが多かった。

「──カーミラ側の城下町？」

　リアスがそう口にすると、リゼヴィムは大いにうなずいた。

「その通り、カーミラの城下町でございます！」

　映像からは別段特に変わった様子も窺うかがえず、雪に包まれた町にしか見えないのだが……。

　リゼヴィムが手を前に出して言う。

「さーて、これから起こるのは楽しい楽しいライブですぞ～。俺がいまから指を鳴らすと──」

　などと口にしながら指を鳴らすリゼヴィム。

「大変なことが起こります。予想できます？　破は壊かい？　うーん、限りなく正解だけど、ちょっと違ちがう！」

　警けい戒かいする俺たちだが、映像に目立った変化は見て取れないが……。リゼヴィム本人も何も起こらないためか、首をかしげながら映像を何度も確認していた。

「ちょーっと待ってね。うん、そろそろかな。あ、ほら！」

　指を指し示すリゼヴィム。

　──目を凝こらすと、雪の風景に黒くて大きなものがひとつ、またひとつと飛び回り始めたのが確認できた。

　……あれは……ドラゴンか!?　黒いドラゴン！　それも一いつ匹ぴきや二匹じゃない！　禍まが々まがしいオーラを放つ複数の黒いドラゴンがカーミラの城下町に出現し始めたんだ！

　悪意の笑みを見せるおっさんがはしゃぐ。

「謎なぞの黒いドラゴンが大量に町に出現しました！　ここからあの子たちが大暴れしちゃいます！　おっ、さっそく火を噴ふいた！　いいねぇ！」

　映像に映し出された光景は──ドラゴンに襲しゆう撃げきされている町の様子だった！

　なんてこった！　あの黒いドラゴンども、カーミラの城下町を襲おそい始めてやがるぞ!?

「どういうことだ!?　リゼヴィム！」

　問い詰つめるアザゼル先生。リゼヴィムは醜しゆう悪あくに口元を笑ます。

「カーミラにもな、ツェペシュの甘かん言げん──弱点のなくなった体が欲しい吸きゆう血けつ鬼きはいるってね。そいつらには裏でカーミラの情報を流すよう契けい約やくしておいて、体を強化してあげたわけだ。──けど、ここからがポイントッ！」

　映像一面に映し出される黒いドラゴン──邪じや龍りゆうの群れを背後にリゼヴィムは続ける。

「彼らは改造されまくりでな、俺が指を鳴らすと量産型の邪龍になれるような豪ごう華か特典付きだったのでぃすっ！」

　──っ！

　……てことは、あの量産型っつー邪龍の正体は……。

「じゃ、じゃあ、あの光景は……っ！」

　息を吞のむリアスにリゼヴィムは嬉き々きとして告げる。

「──伝統と血を重んじる吸血鬼くんたちの成れの果てだよ」

　そ、そんな！　奴やつらの話に乗ってきた吸血鬼を強化と称しようして、あんな姿になるよう改造したってのかよ!?

「ほら、吸血鬼が起こした問題は吸血鬼が話を収めるってのが彼らの言い分だ。だから、吸血鬼の町を壊こわすのも吸血鬼がいいかなーって。まあ、『元』吸血鬼なんですけど！」

　リゼヴィムの告白に──俺たちは絶句するしかなかった。

　……元吸血鬼の邪龍たちにカーミラ側が襲われるなんて……。あっちの戦せん闘とう要員はほとんどこちらのクーデター鎮ちん圧あつに出ていそうだから、目立った戦力なんて残ってないんじゃないのか？　しかも外への援えん助じよを嫌きらう吸血鬼たちだ。このままじゃ、あの町は──。

　雪の町が炎ほのおに染め上げられていく情景を悲痛な思いでただ見守るしかない俺たちへ、次の魔まの手が忍しのび寄る──。

　地下が大きく揺ゆれた。

　地じ震しん……？　と誰もが訝いぶかしげに思ったが、その揺れは何度も起きて、しだいに大きくなっていく。地震の揺れではない。何か上でドンパチが起きたとしか思えない振しん動どうだった。

　地下深くにまで届くなんて、相当な規模だぞ……？

「な、何事!?」

　リアスが天てん井じようを見上げる。

　リゼヴィムが思い出したかのように手をポンと鳴らした。

「あー、言うの忘れてたね。ごめんねー。俺が指を鳴らすとこっちでも豪華特典が発動するんでしたわ」

「──っ。まさか、この揺れは……っ！」

　リアスがリゼヴィムの発言でこの状じよう況きように思い当たる。俺もなんとなく最悪のものが想像できてしまう！

　リゼヴィムは嫌いやみな笑えみを浮かべて言う。

「ああ、そういうことだ。ツェペシュ側の強化ヴァンパイアどもが俺の合図と共に量産型邪龍くんになって町で大暴れしていると思います♪」

　──ッ！　やっぱり、なんてこった……っ！　この揺れは……邪龍と化したクーデター派の吸血鬼が上で暴れ回っているせいだ！

　リゼヴィムがもうひとつ宙に立体映像を展開させる。

　そこに映し出されたのは──カーミラの城下町同様、炎えん上じようするツェペシュの世界だった。

「……なんということだ……ッ！」

　怒いかりに身を震ふるわせる先生。

　リゼヴィムは楽しげに映像を見るだけだった。

「おーおー、派手にやってるねー。こりゃ、壊かい滅めつも時間の問題だな」

　全員が宙に映し出されるカーミラ、ツェペシュの町の惨さん状じように絶句するなか、リゼヴィムが再び指を鳴らす。

　すると、俺たちの足あし下もとに巨きよ大だいな転移型魔方陣じんが展開し始めた。

「じゃあ、気になるようだし、見にいこっか」

　奴がそう言うなり、魔方陣はまばゆい光を発して弾はじけていく──。







　目を開けると──そこは夜の風景。外だ。周囲に目を配る俺たち。

　──あちらこちらに空中を飛び回る数多くの邪龍の姿。町に向けて盛せい大だいに火か炎えんを吐はき散らしていた！

　転移させられたこの場所は──城にある塔とうのひとつ。その頂上のようだ。

　町全域を展望できるその場所は、いっそう邪龍の暴挙が見えてしまう！

　クソ！　ひでえ！　どこもかしこも炎と煙けむりが上がって、高い建物なんてほぼ全部ぶっ壊されているじゃねぇか！　一面、火の海だ！

「くっ……リゼヴィムの野や郎ろうは……？」

　辺りに目を配る先生。ヴァーリが空中に視線を向けてどなる。

「リゼヴィムッ！」

「やっほー、ヴァーリきゅん♪　お祖じ父いちゃんが遊んであげるぞい☆　肩たたきしてくれるとお祖父ちゃんうれしいな！」

　空を飛ぶリゼヴィムはオーフィスの分身体であるリリスを抱かかえて無む邪じや気きに手を振ふるだけだった。ヴァーリは光こう翼よくを展開させて、奴のほうに飛び出していく。

「おい、ヴァーリッ！」

　先生がヴァーリを引き留めようとするが実の祖父からの挑発により怒りで我を失っている奴はそのままリゼヴィムと空中合戦を始めてしまった！

　先生は怒ど気きを吐く。

「クソッ！　どうしようもねぇな、この状況じゃ！　おい、リアス！」

　先生は暴れ回る邪龍どもを指さして言う。

「手分けして量産型とかいう邪龍どもの殲せん滅めつと住民の避ひ難なんをさせるぞ！　上の連中がどうであれ、ここに住む者たちに非はない！　救うぞ！」

　リアスも大いにうなずいた。

「ええっ！　皆みんな、できるだけツーマンセルでお願い！　私と朱あけ乃の、祐ゆう斗ととロスヴァイセ、ゼノヴィアとイリナさん、イッセーは一人分で当たれるわね？」

「もちろんです！」

　応じる俺！　そのための紅くれないの鎧だ！　量産型の邪龍ぐらいなんとかしてやらぁ！

　リアスはゼノヴィアとイリナ、アーシアに目を配る。

「ゼノヴィアとイリナさんはまずアーシアと気絶している小こ猫ねことギャスパーを連れて、町の外に退たい避ひさせてちょうだい」

　先生が続く。

「なら、東門の先にしろ。確か、地下シェルターがあったはずだ」

　リアスがうなずいた。

「了りよう解かい。では、その後、そこを緊きん急きゆうの避難場所にするわ。各自住民をそこへ誘ゆう導どうすること！　アーシアはケガをした住民の回復をお願いするわ！」

「了解」

「任されて！」

　応じるゼノヴィア、イリナはそれぞれギャスパーと小猫ちゃんを抱えた。

「はい、私もわかりました！」

　アーシアもリアスの提案に気合いを入れた。

　よし！　緊急の城下町にグレモリー眷けん属ぞく再出しゆつ撃げきだ！　もう、手を貸すなとか絶対に言わせるもんか！　この町で普ふ通つうに暮らす住民まで邪龍に巻き込まれているんだぞ！　見過ごせるわけがねぇだろうがっ！

　先生も光の槍やりと黒い翼を出現させる。

「俺も一人で当たる！　いくぞ、おまえら！」

『はいっ！』

　俺たちは素す早ばやくその場から散開した──。







「とりゃぁぁぁっ！」

『Solidソリツド Impactインパクト Boosterブースター!!!!』

　俺は城下町に降りるなり、邪龍に襲われる住民を助けつつ、奴らを一いつ匹ぴき一匹打だ倒とうしていっていた。ちょうどいまも右みぎ腕うでを肉厚の形態にさせて思いっきりぶん殴なぐってやったところだ！

　俺の打撃は一発で量産の邪龍を倒たおせた。ったく、グレンデルやクロウ・クルワッハレベルじゃなきゃ、このぐらいは余よ裕ゆうなんだけどよ！

　それでも十分に強いと思えるドラゴンどもだ。少なくとも中級悪魔クラス以上はある。ここに来ているオカルト研究部の面々はこの量産型邪龍クラスなら、もう平気で相手にできるほどの実力者ばかりなので倒せるだろう。

　問題は数だ。ここまで俺はすでに四匹屠ほふっている。まだまだ数はいそうだ。……ったくよ、どんだけの反政府ヴァンパイアが聖せい杯はいの改造受けたってんだよ！

　俺は頭を振って気持ちを切り替かえて、逃にげる住民たちに大声で伝える。

「東門の先に避難場所がある！　そこまで逃げてください！」

「あ、ありがとうございます！」

　礼を述べて避難する吸血鬼の住民たち。

　さてと次だ。俺は空に飛び出して次の場所へ移動することに。

　雪の降る夜空。下を見ると、邪龍と戦うツェペシュ、カーミラのエージェントたちの姿が見えた。どこかでエルメンヒルデも量産型の邪龍と戦っているんだろうな。

　俺は苦戦する吸血鬼たちの援えん護ごとして、邪龍へ一発盛せい大だいにドラゴンショットをぶち込んでやった。そのまま地面に落下していく邪龍。あとは吸血鬼たちがなんとかするだろう。

　よし、次──と場所を変えようとしたとき、空中で俺の眼前に現れる者がいた。

　銀ぎん髪ぱつに銀色のローブという出いで立ちの男性──。幻想的なシルエットが雪の降る夜空に映はえた。

「これは赤せき龍りゆう帝てい」

　声をかけてくるローブの男。顔と声に覚えがあった。

「ユーグリット・ルキフグスか！　なんで俺の前に出てくる？」

　そう、奴は駒く王おう学がく園えんを襲しゆう撃げきした主犯にして、グレイフィアさんの弟というユーグリット・ルキフグスだ！

　俺が憎にく々にくしげな声で訊きくと奴は笑む。

「いえ、用事を済ませてここに来ましたら、ちょうどあなたに出会ったものですから」

　……リゼヴィムと合流するために来たんだろうさ。そういや、ここへ来る途と中ちゆうのヴァーリとも戦ったと言っていたな。

　ユーグリットは冷たい視線で燃え上がる町を見下ろす。

「しかし、因果なものです。弱点をなくしたかった吸きゆう血けつ鬼きが、邪じや龍りゆうとなって祖国を襲おそっているとは。彼らは吸血鬼であることを誇ほこりに感じながらも吸血鬼の生き方を嫌った。その結果がこれです」

「おまえたちがそう促うながしたからじゃないのかよっ！」

　俺の言葉に奴やつは嘆たん声せいをもらす。

「……私は常々思っていたのですよ。神滅具ロンギヌスとは、ひとつの大きな理ことわりを、真理を、根底から揺るがしてしまうものだと。そう、『選せん択たく肢し』を新たに与あたえてしまうものなのです。所有者にとっても、その周囲の者たちにとっても。彼らは──その新たな『選択肢』を選んでしまっただけ。それだけで、こうやって崩ほう壊かいした」

　…………。わけのわからねぇことを言う奴だ……っ！　この状況でよくそんな持論を展開できるもんだな！

　怒りのボルテージが上がりっぱなしの俺に奴は続ける。

「──あなたやその周囲の者たちも、おそらく新たな『選択肢』を選んでしまった成れの果てです」

「……わけのわからねぇことしゃべってんじゃねぇよ……っ！」

　右手をソリッドインパクト仕様にして俺はユーグリットに向けて拳こぶしを放っていく。

　ユーグリットは銀色のローブを脱ぬぎ放ち、真っ正面から迎むかえ入れようとする。

「よろしい。私の相手はあなたということだ。これも運命か。──では、私も見せましょう。出いでよ、『赤龍帝の籠手ブーステツド・ギア』ッ！」

　──ッッ!?

　ユーグリットの右腕に見知った籠こ手てが出現する！　赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアだと!?

「──ッ！　なんだ、そりゃ!?」

　仰ぎよう天てんする俺にユーグリットは籠手を構えたまま、オーラを膨ふくらませた。

「──もうひとつ、見せましょうか？　禁手化バランス・ブレイクッ！」

　赤い閃せん光こうを放ちながら、ユーグリットがオーラに包み込まれていく。赤いオーラが鎧を形作り……そこに現れたのは俺の神器セイクリツド・ギアとよく似た全身鎧プレート・アーマーだった！　所々に銀色のカラーが混じっているが、俺の鎧とそっくりだっ！

「…………赤龍帝ブーステツド・ギアの鎧・スケイルメイル……ッ!?」

　驚きよう愕がくする俺に鎧をまとったユーグリットが言う。

「そうです。これは赤龍帝ブーステツド・ギアの鎧・スケイルメイルです。ただし、レプリカですけどね」

『レプリカだと!?　バカな！　この神器セイクリツド・ギアを複製などできるはずがない！　アザゼルですらそれが不可能なのだぞ!?』

　ドライグも驚おどろいていた。当然だって！　神滅具ロンギヌスは唯ゆい一いつのものだ！　同時にふたつ以上は存在しないって聞いていたから！　先ほどのヴァレリーのように三個でワンセットとかそういう仕様でもないはずだっ！

　ドライグが問う。

『……おまえらの研究はそこまで行き着いたというのか!?　いや、あり得ないな。聖書の神の力すらも逸いつ脱だつする行こう為いだ！』

「ええ、その通りです。さすがにゼロから作ることなどできません。ただし、元となるものがあれば話は別でしょう」

　ユーグリットが俺に指をさす。

「兵ひよう藤どう一いつ誠せい。あなたは次元の狭はざ間まで、グレートレッドと出会い、その肉体を得た。では、ベースとなった肉体はどうしましたか？」

「……あれは滅ほろびたはずだ！」

　そう、サマエルの毒でやられた前の体はグレートレッドの肉から新たな体を作るためのベースとなったとオーフィスから聞いている。

　ユーグリットが言う。

「……肉にく片へんが一ひと欠片かけらでも残っていたとしたら？　それを我々が回収し、そこから、聖杯の力で赤龍帝の魂たましいの情報と、神器セイクリツド・ギアの情報を両方抽ちゆう出しゆつできたとしたらどうです？」

　……………………ウソだろ。

　……次元の狭間から……俺の体の一部を……回収して……。

『…………ッッ』

　ドライグも言葉を失っている様子だった。

　言葉もない俺たちにユーグリットは続ける。

「残念ながらドライグの魂までは複製できませんでした。しかし、このレプリカの鎧よろいを形成できるぐらいは可能だったんですよ。ただ、この神器セイクリツド・ギアを動かすのには毎回名だたるドラゴンの魂が数体分必要でしたが。強力な分、コストは最悪に近いですね」

　ユーグリットがまとう鎧は所々、俺の鎧とは違ちがう部分もある。けど、どこからどう見ても赤龍帝ブーステツド・ギアの鎧・スケイルメイルだっ！

「──さあ、赤龍帝同士でやり合いましょうか」

　構えるユーグリット！

「ふざけんなッ！」

　俺は飛び出していく！　レプリカなんかに負けるはずがねぇっ！　負けるわけにはいかねぇっ！

『Solidソリツド Impactインパクト Boosterブースター!!!!』

　肉厚になった右腕でユーグリットに殴りかかるっ！

　インパクトの瞬しゆん間かん──。

『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』

　ユーグリットのレプリカ神器セイクリツド・ギアから、そのような音声が響ひびき渡わたり、奴のオーラが飛ひ躍やく的に増大した！

　……俺のソリッドインパクトを真っ正面から受け止めるユーグリット。

　攻こう撃げきの余波は一帯の夜空の雪を一時振り払うが、ユーグリット自身にはダメージが通った様子はなかった。

　ユーグリットが俺の鎧を興味深そうに見る。

「ふむ、これが間近で見る紅くれないの鎧ですか。さすがにそこまで再現はできませんが──」

　──ッッ！

　……俺の腹部にユーグリットの打だ拳けんが食い込んだ。腹の鎧部分を破壊して、生身にまで達する一いち撃げき……。俺は……こみ上げてきた血ち反へ吐どを吐はき出す。

　クソ……俺よりも赤龍帝の力をうまく使っているというのか……。

　激痛により宙でくの字になる俺にユーグリットは言う。

「姉のグレイフィアと比べても自分の力が劣おとったと思ったことなどありません。──所有者の力量が高ければ、赤龍帝ブーステツド・ギアの鎧・スケイルメイルはさらに高まるということが立証されましたね」

　……宿主の力量差だっていうのかよ……。

　……グレイフィアさんは魔ま王おう級と称される最強の『女王クイーン』だ。それと同等の悪魔が、赤龍帝ブーステツド・ギアの鎧・スケイルメイルをまとう……。

　……俺は、進化した形態をまとっているというのに……。

「こんなはずはねぇっ！」

　俺はさらに飛び出していき、ユーグリットに打撃を繰くり出していく！

　しかし、そのすべてが回かい避ひされ、カウンターを受けていなされてしまう！

「クソッ！」

『Starスター Sonicソニツク Boosterブースター!!!!』

　高速で奴に詰つめ寄るが、それすらも予測していたかのようにかわされ、背後から魔力の一撃を受けてしまった！　衝しよう撃げきに息が詰まりそうになる……っ！

　……なら、これでどうだ！

　俺は両りよう翼よくから砲ほう身しんを出現させて、チャージしたのち、目標を定めた！

「クリムゾンブラスタァァァァァァァァァアッ！」

『Fangフアング Blastブラスト Boosterブースター!!!!』

　俺の必殺技わざ！　まともに浴びればよほどのことがない限り耐たえられるはずもない！　しかも今度のは狭せまい地下での戦いとは違って広い空中のため、左右そろった状態だ！

　真しん紅くの膨ぼう大だいなオーラが砲ほう口こうから解き放たれていく！　奴は両手を前に出した。

『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』

　レプリカ神器セイクリツド・ギアから再び増大の音声が響き渡り、奴の魔力が急激に膨れあがる！

「──ドラゴンショット、でしたっけ？」

　奴はそう言うなり、極大とも言える赤と銀が混じり合ったオーラを放っていった！

　城下町の上空でふたつのどデカいオーラがぶつかり合う！　盛大な爆ばく音おんを鳴り響かして、空中で大爆発を巻き起こした！

　砲ほう撃げきが止やんだその先には──無事な様子のユーグリットの姿があった。

　……俺のクリムゾンブラスターが、増大した魔力の波動に相そう殺さいされた……っ！

　この結果にショックを受ける俺。……んなことがあっていいのかよ……？　強化された真紅の鎧をまとう俺が、レプリカの放った魔力のパワーとどっこいなんて……。

　通常の禁手バランス・ブレイカーといえど、所有者が違うだけでこんなにも力が引き出されるのか……？　いくらレプリカだからって……いや、レプリカが相手だからこそ、俺は……。

　動どう揺ようを隠かくしきれない俺にあいつは……ドライグは叱しつ咤たする！

『立て相棒。この程度で負けるわけにもいかんだろう。何せ、相手はこの俺の、俺たちの偽にせ物ものなのだからなッ！　二に天てん龍りゆうは俺とアルビオンだけでいいのだっ！』

　その声は激しい怒いかりと不敵なまでの自信に溢あふれていた。

『否いなッ！　俺と兵藤一誠こそ赤せき龍りゆう帝ていなりッ！　俺たちは俺たちだけでいいのだァァッァァァァァッ！』

　──ッ！

　ドライグの叫さけび。俺は……俺は……。そうさ。そうだよな。俺は、俺たちは、ここまで共にいろんな激戦をくぐってきた。生き残ってきた！　共に……駆かけ抜けてきたっ！

　俺は左ひだり腕うでを前に出して高々と宣言する。

「俺は……赤龍帝だっ！　ここまでドライグと共に戦ってきた、赤龍帝の兵藤一誠だっ！　俺とドライグは偽物なんかに負けを認めるわけにはいかねぇんだよッ！」

　叫ぶ俺にドライグが続く。

『その通りだッ！　貴様のような偽物に乳ちちだの尻しりだので悩なやむ俺たち二天龍の辛つらさが理解できようはずもないッ！　俺はようやくアルビオンとわかり合えてきたのだ！　俺たち以外に二天龍など、存在していいはずがないッ！』

　格好良く咆ほえるドライグだが……その内容はいま関係あるのか!?　と、心中でツッコミを入れる俺だったが──突とつ然ぜん、鎧に変化が訪おとずれる。

　──鎧の各所に存在する宝玉すべてが、白銀の閃せん光こうを放ち始めた！

　こ、こんな現象は初めてだ。白銀の光、まるでヴァーリが見せたあの極きよく覇は龍りゆうのような──。そこまで思し慮りよしたときだった。

　いっそうまばゆい光が俺の体を包み込んでいく。光が止んだ瞬間、各宝玉から出現するものがあった！

　白い小さな飛行物体がいくつも飛び出していったんだっ！

「ドライグ、ほ、宝玉から白い何かが出てきたぞ!?」

　俺が驚きの声を漏もらすと、ドライグもビックリした様子で言う。

『ああ、俺も驚いているところだ。いましがた思いの丈たけを吐き出した瞬間に俺のなかにアルビオンの意識がなだれ込んできた。こんなことは、あいつの宝玉を命がけで右みぎ腕うでにはめ込んだとき以来だ』

　ヴァーリと初めて戦ったときのことだ。あそこで俺はヴァーリの鎧を壊こわして、そこから飛び出した宝玉を右腕に埋うめ込んだんだっけな。

『白龍皇の籠手デイバイデイング・ギア』と呼ぶことになったそれは、右の籠こ手てが白くなり、アルビオンの能力──半減が使えるというものだった。ただし、発動条件やらリスクが高すぎて封ふう印いんに近い状態で使用を控ひかえていた。

　……この手乗りサイズという小さな白いドラゴンの形をした飛行物体は、あのときのものに由来しているのか。

　生物というよりは無機物のようだ。鎧と同じ材質といっていい。

　確かにヴァーリのオーラをこいつらから感じる。ドライグが言う。

『……どうやら、おまえの意思である程度動かせるようだ』

　ほうほう、それで生命力は使うことになるのか？

『いや、不思議なことに体力が消費されるだけで生命にまで危険は及およばないようだぞ』

　それはいいね。スタミナ勝負ってことか。……まあ、真紅の鎧も体力の消しよう耗もう具合は大たい概がいなんだけどね。とりあえず、敵をなんとかできるなら、それにこしたことはないッ！

　ユーグリットが言う。

「……それは以前に奪うばった白はく龍りゆう皇こうの力ですか？　彼──ヴァーリ・ルシファーといえば、少し前にこの姿で手合わせを願ったのですが、どんなにいい勝負を繰り広げてもヴァーリ・ルシファーは本気を──極覇龍を見せてはくれませんでした。そこで私は問いました。なぜ、真の本気の形態にならなかったのか？　彼はなんと返したと思います？」

「…………」

　想像もできない俺に奴やつはヴァーリの言葉を借りるように言う。

『俺が極覇龍を使う赤せき龍りゆう帝ていは、兵藤一誠だけだ。偽いつわりの赤い龍にあれを使うのは俺のプライドが許さん。おまえは──俺が死力を尽つくして戦いたい赤龍帝とは違ちがう』

　──っ。

　あいつはそんなことを言ったのか……。

　ライバル、か。なんだか、男に口説き文句を言われて嫌いやと思うべきなんだろうけど、こればかりはちょっとだけうれしいと思ってやるぜ、ヴァーリ。

　目の前のこんなのと一いつ緒しよにされたくないしなっ！

　んじゃまあ、さっそく、以前あいつから拝借した力を使ってみますかね。かなり、形が変わっちまったけどさ！

　俺は神器セイクリツド・ギアのうちを探さぐることでこれらの使い方を覚える。……なるほど、こいつはすげえや……。やり方しだいじゃ、俺は相当な──。

　能力を覚えたところで俺は頭のなかで小さな白い龍たちが動く姿を想像する。……こんな感じでいいのか？　相当妄もう想そうこいた動きを思い浮うかべたけど……。

『うむ、命じろ、相棒！』

　ドライグもそう言うし、新能力をぶっつけ本番でいかせてもらう！　同時に籠手の宝玉に『Ⅹテン』の数字が浮かんだ。

「いけ、ちっこい飛ひ龍りゆうどもっ！」

　俺が叫ぶと、複数の小さな白龍たちがユーグリットのもとに高速で飛び出していった！

　俺が思ったのよりも断然速いっ！　これはいい誤算だっ！

　宙を自在に飛び回る小さなドラゴンたちは、ユーグリットを囲むように配置された。

　奴も辺りに目線を配らせて、ドラゴンたちの出方を探っているようだった。

　俺はユーグリット目め掛がけてドラゴンショットを放った！

「くらえっ！」

　手元から飛び出ていくでっかい魔力の塊かたまり！　奴は軽かろやかにそれを避よけるが──。

『Reflectリフレクト!』

　白いドラゴンにドラゴンショットが当たると音声を発して、俺の魔力の塊を──光の壁で反射する！

　反射した一撃はまんまとユーグリットにぶち当たった！　そう、こいつの能力のひとつ、それは反射だ！

　一定の威い力りよくまでの攻こう撃げきを反射してくれる。俺の魔力もご覧の通りだ。まあ、破は壊かい力が抜群のものに関しては反射できずに壊れてしまうようだが……。

　虚きよを突つかれたユーグリットは体勢を立て直そうとするが、俺は続けざまにドラゴンショットの乱れ打ちをする！

「いけえぇっ！　リフレクト・ドラゴンショットォォォォオオオオオオオオオッ！」

　俺の乱射がユーグリットに襲おそいかかる！　避けるのは悪手と気づいた奴は、それを籠手で弾はじくが──。

『Reflectリフレクト!』

　すかさず小型ドラゴンたちが飛び回って、俺のドラゴンショットを拾ってくれる！　反射されたドラゴンショットがユーグリットに被ひ弾だんした！

　ドラゴンショット乱れ打ちは反射と相まってユーグリットを包囲していく！

『Reflectリフレクト!』『Reflectリフレクト!』『Reflectリフレクト!』『Reflectリフレクト!』『Reflectリフレクト!』『Reflectリフレクト!』『Reflectリフレクト!』

　反射による反射によってどんどん相手にぶち当たっていく俺のドラゴンショット！　避けられてばかりの俺の攻撃だったけど、当たればダメージは通る！　確実に通るっ！

「くっ！」

　たまらず奴は避けるのも弾くのも止めて相殺するように俺のドラゴンショットを消すほうに出た。

　ああ、それが最善の手だろう。だがな、ユーグリット。俺は曹操とやったときに覚えたことがあるんだよ！

　俺は撃うち出したドラゴンショットの──、

「曲がれぇぇぇぇっ！」

　軌き道どうを変える！　ユーグリットに直撃する寸前だった魔力の弾たまは奴の眼前で弧こを描えがくように避けていき、

『Reflectリフレクト!』

　反射と共に背中に思いっきりぶち当たった！

　赤い煙けむりを全身からあげるユーグリット。奴の鎧よろいはすでにボロボロだった。

　……まあ、こっちもそろそろ体力の限界だ。それに宝玉のカウントが少なくなっている。すでに『Ⅱツー』となっていた。

　これは鎧を保てるのが残りテンカウントとかじゃなくて、小型ドラゴンたちの使用限界だ。使えば使うほど、この数字が小さくなっていく。

　あと何度も動かせないってことだ。そろそろ決めないとな！

　──と、ユーグリットの野や郎ろうの魔ま力りよくが桁けた違ちがいに膨ふくれあがる。

「……守備はダメのようですね。ならば、もう一度増大したものを送りましょう！　あなたの砲ほう撃げきと違って、チャージする必要がありませんからね！」

『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』

　三み度たび、奴のレプリカ神器セイクリツド・ギアは音声を発して、オーラを膨ぼう大だいにまで増加させていく。

　ユーグリットは間かん髪はつ入れずに莫ばく大だいな魔力の一撃を放ってきた──。

　かなりのものだ。まともに受けるには危険だろう。だが──。

　俺は小型ドラゴンたちに脳波での指示を送る！　すると、軽やかに動きだして俺の前に魔力を迎むかえ撃つ格好で順番に並んでいった！

　そこに奴の一撃が降りかかる。刹せつ那な──。

『Divideデイバイド!』『Divideデイバイド!』『Divideデイバイド!』『Divideデイバイド!』『Divideデイバイド!』『Divideデイバイド!』『Divideデイバイド!』『Divideデイバイド!』

　半減を意味する音声を鳴り響ひびかせて、襲い来るユーグリットの魔力の波動を真っ正面から受けて、縮小させていった！

　小型ドラゴンを通過するたびに小さくなる魔力の一撃。俺のもとに届く頃ころには、手で軽く弾いて消しよう滅めつするほどに威力を弱まらせていた。

「…………ッッ」

　この結果にユーグリットも呆ぼう然ぜんとなっている様子だった。

　これが小型ドラゴンたちのもうひとつの能力、半減だ。これこそ、もともとの白龍皇の力だ。自在に空中を飛ぶ半減物体。これほど、いい防ぼう御ぎよ手段もない！

　ユーグリットの魔力を受けた小型ドラゴンたちはダメージによって消滅していくが、完全に失われたわけじゃない。もう一度能力を発動させれば何度も復活してくれる。

　しかし、考えてみると、これは本来アルビオンの力だ。じゃあ、反射の能力ももともと奴に備わっているというのかな……？

　つーか、どうしてこんな力が突然発現した？　覚かく醒せいってわけじゃないよな？　俺自身が成長したようには思えなかった。むしろ、ドライグのほうから力が流れ込んできたというか……。

　ドライグが言う。

『わからん。──が、どうにもアルビオンと先ほどの会話をして以来、軽いのだ。心が、とても軽いのだっ！　晴れやかな気分も広がっていてな。そんななかで二に天てん龍りゆうをバカにされたものだから、俺は怒いかりを禁じ得なかった。そのとき、アルビオンの意識が俺に流れ込んできてこう言ったのだ』

『我らは二体だけの二天龍──。おまえの痛みは私の痛み、私の痛みはおまえの痛み。我らは一体ではない！　お互たがいに苦難を乗り越こえようぞっ！』

　──と、語りかけてきたらしい。ドライグは涙なみだ声ごえで続ける。

『俺は一体ではないのだ。──もう、乳ちちも尻しりも怖こわくない』

　語気に以前の威い厳げんが戻もどっていた──。

　……も、もしかして、おっぱいドラゴンによる辛つらさを二天龍で分かち合った結果、こんな現象が起こったとでもいうのだろうか……？

　な、なんだか、わからんが、まあ、それはあとで考えよう。

　この状じよう況きようでもユーグリットは不敵に笑う。奴の鎧が赤い閃せん光こうと共に修復されていく！

「おもしろいですね。実に興味深い。──肩かた慣ならしはここまでにしましょうか」

　ユーグリットがまとうオーラがさらに膨れあがっていく。それはレプリカ神器セイクリツド・ギアによる増大なんかではなく、本来のこいつの持つ魔の波動──。

　そうだった。こいつは自分でグレイフィアさんと同等だと口にしていた。こっからが、本番というわけか……。

　わざと俺の出方を探っていたのかもしれない。何せ、こちらはオリジナルだ。俺の手の内、技わざの是ぜ非ひを確かく認にんして、己おのれのものにしようと考えていてもなんらおかしくないんだ。

　実際、奴は俺の行動を注意深く観察していたようにも思える。

　まいったね。もうスタミナが切れそうなんだけどな。鎧の維い持じもできなくなる瀬せ戸と際ぎわに突とつ入にゆうしていく。

「もっと、私に赤せき龍りゆう帝ていの力を──」

　そこまで言いかけたとき、奴の言葉は止まる。

　それはこの一帯で黒く染め上がる特異な事象が起こったからであろう。町が、城が、道が、建物が、すべてが闇やみに染まっていく──。

　この現象には覚えがある。当然だ。さっき地下でもこのようなことが起こったのだから──。

「……これはギャスパーか!?」

　俺が周囲に目線を配ってそう口にすると、真横の空間が歪ゆがみだした。

　しだいに空間から暗黒が出現して、形を成していく。──あの闇の獣けものと化したギャスパーそのものだった。

　ギャスパーは俺の横に位置して言う。

《イッセー先せん輩ぱい、加勢するよ》

「目覚めたのか」

《まあね。事情はアーシア先輩から聞いた。……ゆっくりと寝ねてもいられないんだね》

　怒ど気きを孕はらんだ声こわ音ねでそう低く発するギャスパー。目が赤く不気味に光る。

　この一帯、この城下町全体が、黒く、暗く、常とこ闇やみに包まれていた──。

　……俺は絶句するしかなかった。なんつー規模だよ！　この町全部を闇で支配できるのか!?　こいつの特性はどこまで引き上がるってんだ!?　神滅具ロンギヌスクラスってのもうなずける異能っぷりだよ！

　町で暴れていた量産の邪じや龍りゆうどもが、地面より迫せり上がってきた闇の波に飲み込まれていく──。

　圧あつ倒とう的だった。ギャスパーが邪じや眼がんを輝かがやかせると、町中で暴れている数多くの邪龍どもが一いつ斉せいに停止してしまう。それをギャスパーの操あやつる暗黒の力が消し去っていく。

　でも住民たちには被ひ害がいは出ていない。邪龍だけ選んで屠ほふり去っている。建物から燃え上がっていた炎ほのおすらも闇で鎮ちん火かさせていく。

《ヴァレリーから得た力をこれ以上悪用されるのは我が慢まんならないからね》

　闇の獣ギャスパーの双そう眸ぼうがユーグリットを捉とらえる。

「ああ、まったくだなっ！」

　俺も同意見でかまえ直した。もうすぐスタミナが切れて、鎧が保てなくなるが、このギャスパーがいれば勝機は揺ゆるがない。

　こいつをぶっ倒たおして捕とらえる。冥めい界かいに送ってグレイフィアさんへの疑念の目を払ふつ拭しよくしてやるんだっ！

　今まさに俺とギャスパーが飛び出そうとしたときだった──。

「ユーグリットっ！」

　こちらに向かってくる銀ぎん髪ぱつの男──リゼヴィム・リヴァン・ルシファーだった。

「リゼヴィムさま」

　リゼヴィムはユーグリットの横に位置すると、笑いながら辺りを見み渡わたす。

「そろそろ撤てつ退たいじゃい。うひゃひゃひゃ、この闇はやべーな。邪龍にも襲いかかってやがるぜ。クロウ・クルワッハは？」

「彼はもうここにはいないと思いますよ」

「いやー、自由だねぇ、あの邪龍さんは。うひゃひゃひゃひゃっ！」

　この状況でも笑うリゼヴィム。そこへヴァーリも光こう翼よくを煌きらめかせて飛び込んでくる。

「リゼヴィムッ！　まだ終わっていないッ！」

　それを見てリゼヴィムはケラケラ笑った。

「なんだか、うちの孫もしつこくてさ。おいとましようや。町も大分ぶっ壊こわしたし、帰っぞ、ユーグリットくん。強制転移でよろしく♪」

　ユーグリットが素す早ばやく転移型の魔方陣じんを空中に展開させた。

　逃にがすかよッ！　俺とヴァーリ、ギャスパーは一気に詰つめ寄っていく！

「待て、リゼヴィムッ！」

「てめえも待て、ユーグリットォッ！」

《ヴァレリーの聖せい杯はいを返せッ！》

　しかし、三者が手元から放った波動は一いつ切さいリゼヴィムに通用しなかった。直撃した途と端たんに何事もなかったように霧む散さんしていく。

　──神器セイクリツド・無効化ギア・キヤンセラーかっ！

　リゼヴィムは指を左右に振ふってチッチッチッと舐なめたようにする。

「残念♪　その力が神器セイクリツド・ギアに関かかわっている以上、俺には効かないぜ？　んじゃね♪　また盛せい大だいにテロすっから応おう援えんしててくださーい！　今度も伝説の邪じや龍りゆうくんを連れてくるよ！」

　クソッ！　マジで神器セイクリツド・ギアが絡からんだ攻こう撃げきは効かないってのかよ！

　ここにいる三人、俺もヴァーリもギャスパーも神器セイクリツド・ギアの所有者だ！　こんな歯は嚙がみする思いをするなんて……っ！

　転移の光に消えていくなかでリゼヴィムは最後に宣言する。

「あ、そうだ。俺たちの名だ。──『クリフォト』、いい名だろう？　『生命の樹きセフィロト』の逆位置を示すものだ。セフィロトの名を冠かんする聖杯を悪用するってことで名付けてみた。悪の勢力って意味合いもあるよねん♪　ちゃお☆」

　リゼヴィム、ユーグリット、リリスの三人はジャンプの光に消えていった──。

　最後の瞬しゆん間かん、リリスは俺に視線を送っていたが……。

　ヴァーリが悔くやしそうに全身を怒りに震ふるわせる。

「……俺の夢はグレートレッドを倒すことだった……。……クソっ。俺の夢は奴やつと一いつ緒しよなのか……ッ！　違ちがう、俺は……俺は、あいつとは……違うっ！」

　ここまで感情を吐はき出すヴァーリを俺は初めて見たと思う──。

　それだけ憎にくい相手なんだろう、あの男は。

　いや、俺も最悪と思える男だった。

　リゼヴィム・リヴァン・ルシファー──。

　あの男は、あまりに危険すぎる。







　Gaspar Balor.







　リゼヴィムたちが去り、邪龍変化した吸きゆう血けつ鬼きたちの襲しゆう撃げきもなくなったツェペシュの城下町──。

　ギャスパーの闇も晴れたが……その変わり様は酷ひどいものだった。

　道も建物も何もかもが破は壊かいし尽つくされ、見る影かげもない。

　ツェペシュとカーミラ、生き残ったエージェントたちは住民の避ひ難なん、誘ゆう導どうに尽じん力りよくしている。東門の先にある地下シェルターでアーシアを中心とした救護班がケガをした住民の治ち療りように専念していた。

　俺は元に戻ったギャスパーの付き添そいで城に戻っている。……城は量産の邪龍の攻撃によって、ボロボロだ。

　ふと俺の視界に地面にへたり込んでいる女性が目に飛び込む。──エルメンヒルデだった。

「……そんな……裏切り者がいて……邪龍と化して……祖国が……？……では、私はいったいどうすれば……」

　茫ぼう然ぜん自失したかのようにそのようなことをぶつぶつと口にしていた。

　……彼女の体を支えている女性エージェントからカーミラの城下町が邪龍に襲撃されたのを知ったのだろう。先ほど先生から聞いた話では、天界の御使いブレイブ・セイントが無理矢理飛び込んで邪龍を撃げき退たいしたという。

　町の被害はこちら以上に酷い有様だと聞いた。ツェペシュもカーミラも立て直しには相当な時間を要するだろうというのが先生の見解だ。

　カーミラに聖杯の誘ゆう惑わくに負けた裏切り者がいて、あげく量産の邪龍と化して町を襲おそった。

　マリウスが聖杯取り出しの儀ぎ式しきを早めたのもカーミラの行動がリークされていたからだろう。そのことを彼女はエージェントからの報告で知ってしまったんだと思う。

　彼女にかける言葉も見つからないなか、城の地下からギャスパーが戻ってくる。背中にはヴァレリーを負ぶっていた。あの地下からリゼヴィムの力で城の塔とうまでジャンプした俺たちだが、そこにヴァレリーはいなかった。

　ギャスパーは改めて一人で彼女を迎むかえに行ったんだ。

　俺がギャスパーを手伝おうとしたときだ。あいつの前に立つ者がいた。

　──ギャスパーの父親だった。

「…………」

　無言でギャスパーを見つめるヴラディ家当主。

　ギャスパーは臆おくせず真まっ直すぐに宣言する。

「僕はリアス・グレモリーさまの眷けん属ぞく悪あく魔まっ！　『僧侶ビシヨツプ』っ！　ギャスパーですっ！」

　頭を深く下げるギャスパー。

「いままでお世話になりました。けど、僕は二度とここには戻もどりません。ヴァレリーも連れていきます」

　ギャスパーはすれ違いざま、父親にこう最後に告げた。

「──僕たちのお家うちは日本にありますから」

　ヴラディ家当主はそのまま瞑めい目もくして、何も語らなかった──。

　男らしい後こう輩はいの姿に俺も打ち震えるものがあった。

　けど、それが親子の最後の会話となったのだと思う。







　襲撃から三時間が過ぎた。もう日の出の頃ころだ。

　吸血鬼たちは眠ねむりに入る時間帯になる。ほとんどの住民が地下シェルターで夜まで過ごすだろう。

　この時間の町の中央広場に集つどうオカルト研究部＋ベンニーア、ルガールさん。

　ベンニーアとルガールさんは地下での戦せん闘とうが終わったあと、地上に出て邪龍退治をしていたそうだ。律りち儀ぎだ！　さすがシトリー眷属！

　ヴァーリは……どこかに消えてしまった。どこに行ってしまったのやら……。最後の悔しそうな表情のヴァーリが印象的だ。先生があとでもう一度呼ぶと言っていた。

　アザゼル先生は再度ヴァレリーの様子をうかがって言う。

「やはり、ヴァレリーの意識を戻すには、リゼヴィムに奪うばわれた分の聖杯もなければダメだ。もともと、三個でワンセットの亜あ種しゆ聖杯。ひとつをリゼヴィムに奪われたときはギリギリ意識を保てたようだが……ふたつめを取り出されたショックで意識が完全に止まってしまったんだろう。これを直すには本来あるべき姿に戻すしかない」

　やっぱり、リゼヴィムを──『クリフォト』と名乗った新生『禍の団カオス・ブリゲード』をどうにかしないとダメか。

　俺が疑問を訊きく。

「でも、三個もある聖杯をひとつだけしか取り出さないってのはどうしてなんでしょうか？」

　リゼヴィムたちはマリウスと違い、ヴァレリーが亜種の聖杯を有していることに気づいていた。その上でなぜひとつ以上望まなかったのか。疑問に感じたんだ。

「……吸血鬼側をわざと泳がせるため、とか政治面も思いつくが、単にひとつで十分──いや、ひとつ以上の制せい御ぎよは難しいと判断したんだろう。奴らの話しぶりだとひとつでも禁手バランス・ブレイカーにも至れるだろうしな。おそらく、マリウスがヴァレリーに使わせていたときも主にひとつの聖杯だけが機能していたはずだ。ふたつ以上の使用は彼女の体が保もたなくてヴァレリー自身が無意識に発動を抑おさえていたのかもしれん。まあ、真相はこれからだな」

　なるほど、一個で十分。それ以上は扱あつかいきれないと判断したのか。まあ、ひとつだけで吸血鬼の強化──邪龍化まで果たしているのだから、本当に十分すぎる特性なんだろう。

　それともうひとつの疑問。俺の新能力だ。

「先生、俺の能力ですけど……」

　白はく龍りゆう皇こうの力があんな形で再出現するなんて思わなかった。同時に白龍皇の籠手デイバイデイング・ギアの発動は消失してしまったんだ。反射する小型のドラゴンたちに完全に変化してしまった。

　先生が首をひねる。

「……イッセーの進化というよりもドライグが新たな目覚めをしたと判断するべきか。まあ、二に天てん龍りゆう同士で真に迫せまった会話がキーになった可能性が高い。詳くわしく調べたほうがいいだろうな。──ヴァーリのほうも含ふくめて」

　こちらも要調査か。……やっぱり、俺が原因で心の病になり、また俺が原因で二天龍が仲直りってことか。

　うーん、うーん、複ふく雑ざつ怪かい奇きだ。俺、どう反応したらいいかわからん！　ま、ドライグが元気になったということでここは締しめよう！

　先生が息を吐いて言う。

「それとイッセーからの報告にあったレプリカ赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアだが……人工神器セイクリツド・ギアの応用、クローン技術、聖杯の力、その他諸もう々もう、相当な無茶ぶりで無理矢理形を整えたと見ていいだろう。ドライグがイッセーに宿っている限り、赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアがふたつ存在するのはあり得ない。本当にレプリカなんだろうよ。いや、レプリカというよりも粗そ悪あくなデッドコピーだろう。ただし、使用している本人が相当な実力者なおかげでスペック以上のものをたたき出していると見ていい。レプリカ神器セイクリツド・ギアの基本性能じゃ、オリジナルの赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアには逆立ちしても勝てんだろうさ」

　先生はそう言ってくれるが……。そうなると、中身である俺が現時点でユーグリットに大きく劣おとっているということになる。……まあ、確かに俺はこの赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアがなければほとんど何もできない。

　……悔しいな。もっと鍛きたえて、差を少しでも埋うめてやる！　これでもグレートレッドとオーフィスの力をもらっているんだからよ！　少しでもその力を引き出したい！

　悩なやむ俺を置いてギャスパーがヴァレリーの頰ほおをやさしくなでる。

「ヴァレリーを見てくれてありがとうございます、アザゼル先生」

　ギャスパーは先生にお礼を述べたあと、立ち上がって皆みなを見み渡わたす。

「……リアス部長、イッセー先せん輩ぱい。僕、決めました」

　強い眼まな差ざし、真っ直ぐな瞳ひとみでギャスパーは宣言する。

「──僕は聖せい杯はいを取り戻します」

　──っ。登り始めた朝日に照らされるなか、デイウォーカーたる俺たちのヴァンパイアはこの場にいる誰よりも雄お々おしく、凜り々りしい姿を見せてくれていた。

「誰よりも強くなって聖杯をあいつらから取り戻して……必ず、ヴァレリーを……ヴァレリーともう一度最初から……。ヴァレリーは僕が必ず……絶対に……っ！」

　言葉を詰つまらせながらも涙なみだをぐっとこらえて、ギャスパーは叫さけんだ。

「ヴァレリーは僕が救うッ！」

　……この野や郎ろう、一気に成長しやがってよ。なんて男らしい顔と宣言をしやがるんだ。

　俺はギャスパーの肩かたに手を回して言う。

「ギャスパー、必ず聖杯を取り戻そうな！」

「はい！　僕もあのヒトたちを倒たおします！」

　いい顔だ。男の顔だよ。

　恩人の女性を取り戻すために生きる。男らしい目的じゃないか！

　こいつならきっと強くなれる。

　だって──俺や木き場ばと同じグレモリー男子なのだから。

　意識が戻らないままのヴァレリーはグリゴリの研究施し設せつに搬はん送そうされる手はずとなり、俺たちは日本への帰路につくことになる──。







　Life.D×D







　ツェペシュとカーミラの城下町で起きたテロによる壊かい滅めつ的被ひ害がいから五日が過ぎた頃だ。

　俺たちは日本に戻り、各神話勢力の出方を待っていた。リゼヴィムの登場、思想に冥めい界かいも天界も他の神話の神さまたちも大混乱となっている。

　当然だ。邪龍を使い、世界に混乱をもたらそうとしている上に、伝説の魔獣６６６トライヘキサまで蘇よみがえらせようとしている。最終的に異世界への攻こう撃げきを宣のたまったのだから。

　各神話体系の主神は、この事態を過去最高の危機レベルと断定。

　和平を結んだ勢力同士でリゼヴィム・リヴァン・ルシファー──『クリフォト』に対しての対たい抗こう策を協議することが決まったそうだ。

　これは各神話体系において、史上初となる宗教、思想を超こえた国際問題に発展しようとしていた──。

　あれから、リゼヴィムたちは行動を起こしていないが、各勢力、各主要拠きよ点てんの警けい戒かい態勢は解かれていない。

　深夜、駒く王おう学がく園えんに集まる面々。

　オカ研メンバー、生徒会メンバー、アザゼル先生、シスター・グリゼルダ＋ジョーカー・デュリオ、刃狗スラツシユ・ドツグ・幾いく瀬せ鳶とび雄おさんの他にもサイラオーグさん、シーグヴァイラ・アガレス、さらに初代孫そん悟ご空くうさん、ヴァーリチームまで一堂に会していた。

　すっげえ、メンツだ。まさか、ヴァーリたちに加えてあの初代孫悟空のじいさんまで来るなんてさ。ここに各勢力の名うての先兵ばかりが集まったって感じだ。

　全員が顔を合わせたところでリアスが問う。

「……上の反応はどうなっているの？」

　先生が言う。

「さすがに今回の件は軽視、無視できないとしていままで非協力的だったところも話し合いに応じると言ってきている」

　……そっか、各神話のお偉えらいさんもさすがに今回のリゼヴィムの行動を重く感じたのか。

　先生が続ける。

「リゼヴィムの野郎は危険な思想でこの世界と異なる世界まで混こん沌とんに陥おとしいれようとしている。現に……無視できない規模の破は壊かいを吸きゆう血けつ鬼きの領土で出してしまったからな」

　……ツェペシュの城下町のテロで吸血鬼側に被害者を出している。

　とんでもないことを奴やつらはしでかそうとしているんだ。

　先生はため息を吐つく。

「とある神話からは武力の介かい入にゆうも辞さないと過激な発言も出ている。なんとか、オーディンやゼウスなどの主神がその神話体系に忠言を発しているようだが……これ以上奴らのテロが続くとどうなるかわからん。何せ、各神話で危険視され滅ほろぼされた邪じや悪あくなドラゴンどもが一いつ斉せいに暴れ回りだしたんだからな。しかもそれを指揮しているのが、前ルシファーの実の息子むすこときている。前回、冥界で起こった魔ま獣じゆう騒そう動どうもあくまで冥界側の被害で対岸の火事と高をくくっていた連中も今回はヤバいと感じたのさ。──６６６トライヘキサが復活して、赤せき龍りゆう神しん帝ていグレートレッドと戦いを始めたら、その余波で全世界が崩ほう壊かいするかもしれん」

『──ッ！』

　先生の告白に全員が言葉を失っていた。

　……グレートレッドと６６６トライヘキサが戦ったら、そこまでの被害が出るのかもしれないのか。そりゃ、各勢力のお偉いさんも動きだすわ！

　オーフィスとグレートレッドも、もし戦ったらそのぐらいの被害が各世界に出たのだろう。けど、それは実現しなかった。『禍の団カオス・ブリゲード』のいままでのトップ陣じんが、オーフィスを騙だまして協力させてはいたが、オーフィスとグレートレッドの戦いが危険だと知っていたから、やらせなかったんだと俺は思う。

　でも、今回は違ちがう。明確にリゼヴィムはグレートレッドと６６６トライヘキサを戦わせて、赤龍神帝を倒すと宣言した。……次元の狭はざ間まがグレートレッドを失ったらどうなるのか、俺にも想像がつかないが、絶対にろくでもないことが起こることだけは予想できる。

　先生の言葉にリアスが続く。

「非協力的なところは、いままで『「禍の団カオス・ブリゲード」は三大勢力を中心にテロをおこなっているため、対処もあくまで三大勢力がおこなうべき』と静観していたのよ。けれど、隠いん匿とくしていたとはいえ、リゼヴィム・リヴァン・ルシファーの危あやうさは各勢力のトップの間で知れ渡わたっているほどのものだと聞くわ。そのリゼヴィムが危険な思想を持ってテロリストとなったのなら……無視できないのでしょうね」

　各神話のトップもイカレたおっさんだと知っているほどなのか……。ま、会った瞬しゆん間かんからぶっ飛びすぎた野郎だったよ。

　先生は苦く笑しようする。

「そんな顔するな、おまえら。俺たちが他勢力から攻撃を受けるわけじゃない。ただ、再び共通の敵をどの勢力も持っちまったことに問題があるだけだ」

　シスター・グリゼルダもこう告げる。

「ミカエルさまも主しゆの代行として、他勢力と交こう渉しようしております。……我々からの援えん助じよを欲している神話体系が多いですね。ですが、ミカエルさまからの指示で落ち着いた勢力もありますよ」

　さすがミカエルさん！　天使長のトップだぜっ！

　先生が指をひとつ立てる。

「それとひとつ、各勢力の首脳から提案がされている」

　全員が先生の言葉に注目した。

「吸血鬼二大派は閥ばつの領土がどちらも蹂じゆう躙りんされるなんてことがあったんじゃ、各勢力もこの先不安で仕方ないだろう。どの神話もクソ強い神さまの一人ぐらいはいるが、おいそれと自ら赴おもむいてテロリストと戦うのもあらゆる体てい裁さいが付きまとってできないときている。そこでリゼヴィムの野郎どもとまともに張り合えて、すぐさま現地に赴ける、突とつ出しゆつした実力を有した対テロ組織のチームが必要となった」

　対テロ組織！　うん、あったほうがいい。

　って、俺たちに話すってことは……。これだけのメンツをここに集めた時点で、皆も俺と同様に勘かんづいている様子だった。

　先生が集つどう皆を見渡すように言う。

「そのチームは各勢力の自由が利いて強い者ほど都合がいい。そう、ここにいるおまえたちが対テロリストの混成チームとして挙がっている。悪魔、堕だ天てん使し、天使、吸血鬼、妖よう怪かい、ヴァルキリー、死神グリム・リツパー、獣人、人間、そしてドラゴン──。混成チームとしちゃ、破格といってもいいだろう。何よりも物もの凄すごく動きやすい」

『若手四王ルーキーズ・フォー』、アザゼル先生と刃狗スラツシユ・ドツグ、転生天使のイリナ、グリゼルダさん、ジョーカー、龍りゆう王おうたち、初代孫悟空──各勢力からこれだけの者が集まった混成チーム！

　確かに動き回りやすいし、強力だっ！

　皆も反対する気配は微み塵じんもない様子だった。

「私は結成に賛成よ。こんなときだから、皆みんなで力を合わせるべきよ」

　リアスは賛成の意思を示す。眷けん属ぞくも皆うなずいてた。

「問題ないでしょう。俺もリアスや兵ひよう藤どう一いつ誠せいと共に戦わせてもらおう」

「異論はありません」

「こちらも。主に後方支し援えんになりそうですが」

　サイラオーグさん、ソーナ会長、シーグヴァイラ・アガレスも同意した。

「儂わしも別にないぜぃ。年寄り一人より若いもんとやったほうが楽じゃい」

　初代も賛成してくれた。おおっ、初代が参戦ってすごいことなんじゃ！

　しかし、ジョーカー・デュリオが「うーん」と首をひねる。

「どうした、何か不満か？」

　先生が問う。

「名前が必要なんじゃないかなーって思ったんです」

　あー、名前か。テロ対策チームってだけじゃ、仰ぎよう々ぎようしいのかな。

　──と、小こ猫ねこちゃんがぼそりとつぶやいた。

「──『Ｄ×Ｄデイーデイー』」

　小猫ちゃんのつぶやきに全員の視線が集まった。小猫ちゃんも注目されて驚おどろいていた。そのまま、恥はずかしそうに続ける。

「いえ、異形たちの混成チームなのでなんとなくそう感じてしまって……」

　リアスが問う。

「『Ｄ×Ｄデイーデイー』の意味は？　グレートレッドみたいにドラゴンの中のドラゴンという意味？」

「いいえ、デビルだったり、ドラゴンだったり、堕天使の堕天──ダウンフォールとか」

　小猫ちゃんがそう答えた。

　なるほど、悪魔やドラゴンなどをさして「Ｄ×Ｄデイーデイー」か。

　先生がうんうんとうなずいていた。

「まあ、Ｄから始まる単語で無理矢理こじつけてもいいんだけどな。名前が必要だってのは確かなことだ。なるほど、『Ｄ×Ｄデイーデイー』か……。『Ｄ×Ｄデイーデイー』たるグレートレッドを守るという意味でもわかりやすいかもしれん。俺はそれでもいいと思うが、おまえたちは？」

　先生が他の者に訊きく。

「変な名前でなければいいんじゃないスかね。無難だと思いますよ」

　デュリオは自分で言っておいて即そくＯＫを出した。

「儂はどうでもいいさね。まあ、若いもんたちに任せるわい」

　初代はどうでもいいらしい。

　しかし、チームを組むことで懸け念ねんも生まれるんだよな。

「……俺たちみたいなチームが動き出して、他の勢力で嫌いやな顔する者が出るのでは？」

　俺が先生にそう言う。トップが了りよう解かいを出しても下の者たちの間で、俺たちのパワーを危険視、疑問視されたりするんじゃなかろうか。

「まあ、それは仕方ないところではある。だが、そうは言ってもおまえたち以外に適任の者がいないからな。そうだ、おまえに大義名分をやろう」

　先生は俺の肩かたに手を置き、こう言う。

「──おっぱいは正義だ。おまえはおっぱいドラゴンだ。だから正義ってことにしとけ」

「い、いいんですか？　そんなので……」

　口をひくつかせる俺に先生はリアスの胸を指さす。

「イッセー、リアスの胸を見ろ」

「どうだ、正義だと思えてこないか？」

　…………。

　俺はリアスのおっぱいをガン見する。ああ、素す晴ばらしいおっぱい。俺の彼女のおっぱい。最高のおっぱい。丸く、やわらかく、瑞みず々みずしいそれは存在だけで正義と思える！

　うん！　なんだか、わかってきたような気がする！

「は、はい！　だいぶ正義に思えてきました！」

　先生が俺の肩に手を回す。

「よし！　おまえは大義名分を得たぞ！　おまえらもそういうことで納なつ得とくしておけ！　テロ対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』の大義名分はっ！」

「『おっぱいは正義』ッッ！」

　俺が先生の言葉に続いたっ！

　おっぱいは正義！　それでいいじゃないか！　俺はそれで十分に平和のために戦えるぞ！　平和だからこそ、おっぱいは輝かがやくんだ！　皆みなは呆あきれて息を吐いていたけどさ！

　──と、気を取り直した先生がデュリオに指を突つきつける。

「リーダーは……ジョーカー、おまえがやれ」

「…………」

　突とつ然ぜんの振ふりにデュリオは反応できず、一瞬、無言になるが──。一いつ拍ぱくおいて、盛せい大だいに叫さけぶ。

「いえぇぇぇぇぇええええええええええええっ!?　じ、じ、自分ですか!?　なぜに!?　いやいやいや、マジでどうしてなんスか!?」

　すんげえ、驚いている。へー、デュリオってこういうのを振られると困るタイプなんだな。

　先生がデュリオに言う。

「悪魔や堕天使がリーダーってのは体裁的にまずい。どう見ても世間的に悪役イメージで固まってる。その点、天使ならいいイメージで満まん載さいだ。やっておいて損はないさ。特に人間から天使になったってのはポイントが高い。人間にもイメージがいいぞ」

　まあ、確かに。この集まりでリーダー張るなら、天使のほうがイメージはいいよね。

「そ、そんなことで……？　い、いや、俺、そういうのは……」

　困るデュリオにシスター・グリゼルダがもの申す。

「デュリオ、これは大変名めい誉よなことです。歴史に名を残せるかもしれないのですよ？　やっておきなさい。いえ、やりなさい。『切り札』を体現した役職にいる以上、やるべきです」

　迫はく力りよくある言葉にデュリオもついに折れる。

「……あー、はい。わかりました。やりますです！」

　皆の前に立って、デュリオが改めてあいさつをくれる。

「えー、そんなわけで俺がリーダーってことでひとつよろしくです」

　なんだか、頼たよりないリーダー誕生だが、実力と役職は完かん璧ぺきなんだから、これからに期待を持ちたいところだ。皆も特に反対の意思を示さなかったし。

　先生が初代に視線を向ける。

「サブリーダーは初代でいいだろうか？　副職で大変申し訳ないんだが……」

「ええよええよ。若いのが頭かしらになるのは当然じゃて。儂はせいぜいケツ持ちとして機能させてもらおうかのぅ」

　初代もサブリーダーになることを承しよう認にんしてくれた。

　すげえ。リーダーがジョーカーで、サブリーダーが孫そん悟ご空くうときたもんだ！　とんでもない集まりになるぞ、これっ！

「ヴァーリ」

　先生が部屋の隅すみで話を聞いているヴァーリチームに言う。

「俺はリゼヴィムがおこなった今回の計画への抑よく止し力りよくとして、おまえたちヴァーリチームをこの混成チームへ参加させるべきと主張する。それによって、おまえたちにかかっていた不信感を少しでも払ふつ拭しよくさせるつもりだ」

　ヴァーリは過去に『禍の団カオス・ブリゲード』に関与したことで各勢力から危険視されている。今回のチーム結成に参加することで、それを緩かん和わさせる狙ねらいがあるのかな。

　何よりもヴァーリの参加はチームとしても強固なものになる。

　……参加に不満を漏もらすメンバーも出そうだけどね。現にアガレスの姉ちゃんとか不満そうな顔しているし。

　ヴァーリが内のドラゴンに問う。

「……アルビオン。とアザゼルが言っているが、宿敵と組むことに不満はないのか？」

　アルビオンが皆に聞こえるように声を出す。

『私はかまわん。それよりも赤いの、今度は千年前の戦いについて語ろう』

『うむ、俺もかまわん。なあ、白いの。いやー、昔話は楽しいなぁ』

　……なんだか、チーム結成よりもいまは二人での話し合いのほうが大事のようだ。

「……随ずい分ぶん、仲がいいな」

　ヴァーリが若じやつ干かん戸と惑まどい色を声に含ふくみながら言う。

　アルビオンは元気に答える。

『我らが揃そろえば乳ちちだの尻しりだのはもう怖こわくないのだ。なあ、赤いの』

『ああ、おっぱいだろうがヒップだろうがドンとこいというものだ！　俺たちはそんなものに屈くつしない！』

　ドライグも元気になっているんですけど！

『『ねー』』

「ねー」だって！　なんだ、この性格の変化しまくった二に天てん龍りゆうは!?

「……こんなところで、こんな理由で二天龍の長年の因いん縁ねんに決着が着くとはな……。わからんものだ」

　サイラオーグさんも首をかしげてそう言っていた。

　……はい、なんか、俺が原因で仲良くなったそうです。いや、本当に何が起こるかわからないものですね……。

　先生が呆れた様子で言う。

「その結果、いままでに見られない変化がイッセーに起こった。現在の二天龍の成長はもう意味が不明だ。俺もお手上げだが……乳と尻なのかねぇ」

「呆れ声でそんなことを言わないでくださいよ！」

　つい先生に突っ込んでしまう俺であった。いえ、俺もそのパワーアップの仕方がよくわからんのですよ！

「でも、ヴァーリ・ルシファーとその仲間たちが『禍の団カオス・ブリゲード』に荷か担たんしていたことは大きいのでは？」

　──と、ソーナ会長が挙手して先生に問う。

　先生は頰ほおをかきながら言った。

「そのことなんだが、オーディンのじいさんがすべて承知の上でヴァーリを養子として受け入れたいと申し出てきた」

　──っ！

　それは驚おどろきだ。あのオーディンのじいさんがそんなことを提案するなんて。

「先生じゃ、ダメなんですか？　いちおう……育ての親なんでしょう？」

　俺がそう言う。先生は首を横に振った。

「俺は堕おちた天使の頭をやっていた者だ。さっきも言ったが、堕天使、悪あく魔まってのは天使や他勢力の神に比べると体てい裁さいがどうにもな。聖書で悪役と記されちゃイメージ的にどうにもならんさ」

　まあ、悪魔と堕天使って大たい概がい悪役ですよね。

　先生はヴァーリに言う。

「だが、オーディンのじいさんなら話は別だ。あのじいさんは古い神の一角。オーディンが養子として迎むかえ入れたいと言えば、アースガルズの神族も他勢力の神々もおいそれと文句も言えんだろう。条件と制限は付くだろうが、いまよりはずっと身軽に動けるようになる。ヴァーリ、オーディンの息子むすこになるのは嫌か？」

　先生の問いかけにヴァーリはしばし考えたのち、

「お互たがいに利益が出そうなときは協力をしよう。あとは独自にやらせてもらうさ」

　とだけ答えた。先生が笑う。

「それは合意と見ていいんだな？」

　直接は返さないヴァーリだが、黒くろ歌かとルフェイに視線を送る。

「……黒歌とルフェイは基本的にそちらに預ける。こちらでも必要になったら呼ばせてもらうが。黒歌、ルフェイ、ここは任せる」

「任せられたにゃ」

　黒歌は敬礼ポーズで了りよう承しようしていた。あー、こいつとルフェイの兵藤家滞たい在ざいは本格的に住み込みになりそうだな……。

　聖せい王おう剣けんコールブランドの使い手アーサーが妹ルフェイに言う。

「ルフェイ」

「は、はい、お兄さま」

「いい機会です。あなたはこのチームに参加しなさい。今回の恩おん赦しやを受けるべきです。──赤せき龍りゆう帝てい」

　俺に視線を送るアーサー。

「なんだ？」

「特定の魔法使いと契けい約やくをしていないのであれば、この子と契約していただけませんか？　冥めい界かいの英えい雄ゆうであるあなたと契約を結べばルフェイは家に戻もどれるでしょうから」

　──っ。

　そうきたか。ルフェイがこのチームに参加すれば、大義名分としてはかなり成り立つだろう。レイヴェルが懸け念ねんしていたものも取り払はらわれるかもしれない。

「前向きに検討するよ」

　俺がそう言うと、珍めずらしくアーサーは感情のある微笑ほほえみを浮うかべていた。それはいつも薄うすく浮かべている笑みとは違ちがい、本心が込こめられていると見えたんだ。

「心より感謝しますよ。この借りは必ず返しましょう」

　今度は先生が黒歌に言う。

「黒歌の立ち位置は……兵藤家の食客でいいか？　リアスとイッセーが監かん視しするという名目で、ここでの生活を継けい続ぞくしてもらおう。それでいいな？」

「いやー、元総そう督とくさんは話がわかるにゃ。ということで、正式な食客になったので、これからもよろしくにゃ♪」

　しょ、食客か……。こいつ、結構食うんだよな。全部おっぱいに行くからいいとか言うけどさ、それでも食う分は働いてもらいたいもんだ。

　初代が美び猴こうを小こ突づく。

「美猴、必要とあれば呼ぶからのぅ。拒きよ否ひはさせんでな」

「……覚えておくさね。ジジイも無理すんなよ？　さすがに邪じや龍りゆうの相手は老体に響ひびくぜ？」

「ま、死なん程度に楽しむさね」

　ダブル孫悟空って場面も見られるのかな。

　──と、俺はひとつ疑問が浮かび先生にまたまた訊きく。

「これって組織するのはいいんですけど、今後俺たちはどう動けばいいんですかね……？」

「普ふ段だん通りにしていればいい。まさか、全員で常に動くと思っているのか？　この大所帯だぞ、おいそれと全員を動かせるわけにもいかないだろう。皆みんな、それぞれ役職を持っているしな。事件が起きたときに動ける者同士で連れん絡らくを取り合って協力しあえばいいんだよ。そのための編成だ。要は公式で協力しあえる集まりを作ろうということだ」

　まあ、それはそうか。

　普段はそれぞれで対応して動くべきだ。生活をいきなり変えられるわけもない。

　そっちのほうがやりやすいし、危なくなりそうだったら、組めばいい。

　初代が一歩前に出て言う。

「さての。若いもんで強くなりたい奴やつはおるかねぇ」

「──っ。それはどういうことでしょうか？」

　リアスの質問に初代はしわくちゃな口元を笑ます。

「おまえさんたちはこれより儂わしが一から鍛きたえるでな。──全員、最低でも上級悪魔、上級天使クラスに成長してもらわんとこれを結成した意味がないぞぃ。ゆくゆくは最上級クラスになってもらうわけじゃぃ」

　──っ！

　初代が俺たちを鍛える！　確かに邪龍は強大だ。力を高めあったほうがいいに決まってる。それを指揮してくれるのが初代孫悟空なら、これほど心強いものはない！

　初代は続ける。

「おそらくこのチームが機能するのは、今回の邪龍だけじゃなかろうて。将来的にこの世界の外敵になるであろうものに対しても迎え撃うつことになるじゃろうな」

　先生もうなずいた。

「ああ、初代の言う通りだ。俺はこの『Ｄ×Ｄデイーデイー』が、異形の世界と、人間界の『切り札』になると想定している」

　異形と人間の世界の『切り札』か。

　初代が首を振ふる。

「だが、儂から言わせればのぉ、お主らはまだまだひよっこ──いんや、ひなのくせに外見ばかりが派手に育った歪いびつなもんじゃて。それじゃあ、邪龍どもに勝てやせんぞぃ」

　ヴァーリが不敵に笑う。

「俺の極きよく覇は龍りゆうは神にも届くものだと自負している」

「そうじゃな。そりゃ届くじゃろ。出力だけでいうなら、おまえさんは各神話体系の神にも届きうるだろうねぃ。──けども、それで終わりじゃろぃ？　その出力を維い持じするだけのスタミナがなければ、宝の持ち腐ぐされじゃい。おまえさん、その極覇龍状態とやらを何分保もたせられるんじゃろうな？　それとも秒単位だったりしてのぉ？」

「…………」

　初代の言葉にヴァーリも返すことができなかった。あれは消しよう耗もうが凄すさまじいらしいからな。

　敵がヴァーリの出方を見切ったら、対策を講じられて詰つまされてもおかしくない。

　まあ、そんなことができるのは、めちゃくちゃ強い相手ってことになるんだが。

　初代がヴァーリにさらに言う。

「その状態じゃあ、クロウ・クルワッハなどの凶きよう悪あくな邪龍には勝てんさね。一発のパワーでは、クロウ・クルワッハを上回るじゃろうて。では、二撃めが必要になったらどうじゃろか？　もしくは三撃めも撃てるのかの？　儂から言わせればのぉ、白い龍りゆうもそこの赤い龍も無む駄だにパワーを放出しすぎじゃい」

　手厳しい！　うん、それは俺も思ってる。特に真『女王クイーン』はあまりにスタミナの消費が激しい。あれをどうにか抑おさえられるんだったら、戦い方も様変わりできると思うんだ。

　あと新しく得た力。あの小型ドラゴンたちをもっと自在に使いこなしたい。課題は多いね、まったく。

　初代が見み渡わたすように言う。

「──お主ら二天龍は儂が鍛える。邪龍との戦い方は儂が一から教えてやるわい。特に神滅具ロンギヌス所有者、またその主あるじは将来、神クラスとやることになるかもしれんじゃろうから、神とも戦えるように鍛えてやろうかのぉ」

「……俺たちが、神と……？」

　サイラオーグさんが訝いぶかしげに聞き返していた。

　初代は煙管キセルをくるくると回しながら言う。

「お主らが思うている以上に、この世界の覇は権けんを狙ねらう神は多くてのぅ」

　初代は意味深に口元を笑ます。

「ま、いまは目先の大悪党──リゼヴィム・リヴァン・ルシファーへの対応じゃろうよぃ。常々、儂はお主ら神滅具ロンギヌスを持って生まれたもんは生まれたときから課せられておると思うてるわい」

「……課せられている？」

　俺の返しに初代は真まっ直すぐにこう答えてくれた。

「──神をも滅ほろぼす具現。儂は神滅具ロンギヌスの登場は神器セイクリツド・ギアシステムのバグなどではなく、世界の必然だと思うておる」







テロ組織特とく殊しゆ対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』参加メンバー







リーダー　デュリオ・ジェズアルド　天界（神滅具ロンギヌス『煌天雷獄ゼニス・テンペスト』）

サブリーダー　孫そん悟ご空くう（初代・現役復帰のため名前を戻す）　須しゆ弥み山せん

技術顧こ問もん兼けん総そう監かん督とく　アザゼル　冥界（神の子を見張る者グリゴリ所属・元総督）




所属メンバー

・サイラオーグ・バアル眷けん属ぞく　冥界（神滅具ロンギヌス『獅子王の戦斧レグルス・ネメア』）

・シーグヴァイラ・アガレス眷属　冥界

・リアス・グレモリー眷属　冥界（神滅具ロンギヌス『赤龍帝の籠手ブーステツド・ギア』）

・ソーナ・シトリー眷属　冥界

・御使いブレイブ・セイント（グリゼルダ・クァルタ、紫し藤どうイリナ）　天界

・幾いく瀬せ鳶とび雄お　人間（神の子を見張る者グリゴリ所属・神滅具ロンギヌス『黒刃の狗神ケイニス・リユカオン』）

・赤せき龍りゆう帝てい　ドライグ　二に天てん龍りゆう

・黄金龍君ギガンテイス・ドラゴン　ファーブニル　五ご大だい龍りゆう王おう

・西海龍童ミスチバス・ドラゴン　玉龍ウーロン　五大龍王

・黒邪の龍王プリズン・ドラゴン　ヴリトラ　五大龍王




暫ざん定ていメンバー

・ヴァーリ・ルシファーチーム　悪あく魔ま、妖よう怪かい、人間、魔法使い、魔物の混成チーム（神滅具ロンギヌス『白龍皇の光翼デイバイン・デイバイデイング』）

・白はく龍りゆう皇こう　アルビオン　二天龍







　New Life.







　チームの結成、今後の取り決めもだいたい決まったところで、『Ｄ×Ｄデイーデイー』は一いつ旦たん解散となった。皆みなが旧校舎をあとにして、残ったのはオカルト研究部のメンバーだけだ。

「レイヴェル、てなわけだ。俺は──ルフェイと契けい約やくしたいと思う」

「イッセーさまがそうおっしゃるのでしたら、本格的に契約を致いたしましょう」

　──と、俺はマネージャーたるレイヴェルとルフェイとの契約について話し合っていた。

　チームを組んだことで、彼女の過去が帳消しとならずとも、免めん罪ざいとなるのなら、俺はあの子と契約を結びたいと思った。レイヴェルも今回は前向きに応じていた。

　よし、魔法使いとの契約もなんとかなりそうだ！　いろいろあるけど……こなしていくしかねぇ。立ちふさがる困難もひとつひとつ打破していく！

　リアスが立ち上がり、部員を見渡す。

「チームが結成され、そこに参加する以上、リゼヴィム・リヴァン・ルシファーの暴挙を許すわけにはいかないわ」

　改めて気を取り直してリアスが高々に言う。

「やられっぱなしは性しように合わないし、皆みんなで強くなるわよっ！」

「「「「「「「「「「はいっ！」」」」」」」」」」

　俺たちは、気持ちを新たにして初代孫悟空たちとの修練に入ろうとしていた──。







　True Longinus.







「ＨＡＨＡＨＡ！　案外、早かったな。いや、訂てい正せいすンぜ。──予想を上回る早さだ。冥めい府ふはどうだったよ、曹そう操そう？」

「…………落とした本人が感想を訊きいてくるとは、本当に酷ひどい神だ、帝たい釈しやく天てん様」

「ゲオルクとレオナルドは？」

「……ゲオルクは冥府で魔ま法ほうの研究を始めてしまってね。当面帰ってくるつもりはなさそうです。レオナルドはゲオルクに付き添そっていますよ」

「ＨＡＨＡＨＡ！　神滅具ロンギヌス所有者ってーのはわけのわからねェ奴やつばっかだな。ま、いい。──約束通り、聖せい槍そうは返してやンよ」

「それよりもこっちで何か起こったようで？」

「──ちょうどいい。おまえも参加してみろよ？　他勢力には俺が話を通してやっから。聖槍に選ばれた『人間』ならやってみせろ。──邪じや龍りゆうとルシファー退治ってやつをよ？」

「……邪龍と……魔王ルシファー、か」







　あとがき







　お久しぶりです。石いし踏ぶみです。ハイスクールＤ×Ｄデイーデイーも16巻となりました。




・ギャスパーについて。

　16巻は「ギャスパー、故郷に帰る」というお話でした。物語を通して徐じよ々じよに成長していくギャスパー。初期の頃ころと比べますと、精神的に相当な変へん貌ぼうを遂とげたと思います。まあ、今回でついに姿形まですごいことになってしまいましたが……。

　変異の駒ミユーテーシヨン・ピースという設定からしてとんでもない資質は示し唆さされておりましたが、やっぱり、強すぎるよ、ギャー助すけ……。

　私はこの状態を闇やみギャスパー、ギャスパー・バロールと呼んでおります。

　停止の能力はインチキ臭くさいレベルになり、町を覆おおうほどの闇を使い、謎なぞの生物を産みだし、闇ギャスパー自身の身体能力も高いというどうしようもない怪かい物ぶつです。

　でも、一番怖こわいのはリアスの巡めぐり合いの良さなのだと思います。彼女の眷属集めの才能はお兄さんに匹ひつ敵てきというか、魔王クラスの引きの良さですよね。




・ドライグとアルビオンについて。

　──二天龍はわかり合える！　というふうにドライグとアルビオンが心の病を抱かかえた末にお互たがいの大切さがわかり合えた巻でもあったのかなと思います。

　思えば長かったです。最初はイッセーのおっぱいへの情熱を笑って見守っていたドライグさん。徐々にイッセーのおっぱいパワーに押されていき、あげく心を病やんでしまいました。ところが今回、同じ悩なやみを抱えるアルビオンと正面から語り合うことで復調の兆きざしを見せ始めました。16巻の裏テーマがドライグとアルビオンの語り合いでした。

　四章はドライグの復活でイッセーの成長を促うながす予定です。

　いちおう、アルビオンに励はげまされるドライグの姿は今巻の感動ポイントなんですよ？




・ヒロイン勢のパワーアップについて。

　14巻でアーシア、朱あけ乃の、ゼノヴィアのパワーアップを書きましたので、今巻はリアスと小こ猫ねこの新たな力を出してみました。

　リアスの新しい滅ほろびの力は一いち撃げき必殺技です。邪龍グレンデルですら、あの通りにしてしまうほどの威い力りよくです。レーティングゲームじゃ絶対に使えない実戦向けのものですね。

　小猫は浄じよう化かの力＋限定的な成長を見せました。浄化も邪龍相手に活かつ躍やくするでしょう。

　残るはロスヴァイセとイリナでしょうか。もちろん、パワーアップさせる予定です。




・ヴァーリの祖じ父いさん、リゼヴィム登場など悪役について。

　今回の大ボスはヴァーリの祖父さんこと、リゼヴィム・リヴァン・ルシファーです！

　正しよう真しん正しよう銘めい、亡なくなった前ルシファーの息子むすこさんです。実は、４巻でヴァーリが自分の出生（系けい譜ふ）を語る場面があるのですが、そこで自分が前ルシファーの曾ひ孫まごだと告白しているんですよね。ってことは、父と祖父がいるわけでして、お祖父ちゃんが黒幕として登場することになりました。見ての通りイカレちゃっているので今後も劇中でユーグリット、邪龍たちと共に大暴れしてくれそうです。

　ユーグリットも赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアのデッドコピーを装備して現れました。私はかなり前から赤せき龍りゆう帝ていＶＳ偽にせ赤龍帝をやりたかったので今回書かせていただきました。

　オーフィスの分身体であるリリスは今後さらに取り扱あつかっていく予定です。

　６６６トライヘキサについては、ヨハネの黙もく示し録ろくでグレートレッド（赤い竜）と並んで登場する「獣けもの」のことです。なお、名前と設定はＤ×Ｄデイーデイーオリジナルです。




・聖槍使いのイケメン帰き還かんについて。

　最後まで読んだ方は驚おどろいたでしょうけれど、ついにあの男まで帰ってきました！

　冥府に落とされた聖槍の主あるじ──曹そう操そうが地じ獄ごくの底から帰ってきました。

　イッセーに再会するがために冥府から帰還したぜ！　というのは冗じよう談だんで曹操の復活が今後どう物語に絡からむのか、こちらもご注目願えたらと思います。

　しかし、またイッセーのそばに野や郎ろうが忍しのび寄る……。16巻まで書きましたが、実はこの時点でイッセーに好意を寄せるヒロインキャラ同様、イッセーに興味津しん々しんな男性キャラも多くなってきているという濃こすぎる状じよう況きようになってきております。




・ついにチームを組みました。その名も『Ｄ×Ｄデイーデイー』！

　今回の敵はいままで以上に危険なので対策チームが立ち上がることになりました。

　チームを組みましたが、物語の進行、メインはいままで通り変わらずイッセーたちグレモリー眷けん属ぞくが主しゆ軸じくです。そこに各巻毎ごとにそれぞれの『Ｄ×Ｄデイーデイー』参加メンバーを活躍させていこうと思います。その辺りでイッセーたちとデュリオやバアルチームなどを共きよう闘とうさせていこうかなと。いきなり、「今後、全員で戦います！」というわけにもいきません。人数が人数ですからね。書こうにも人数が多すぎて文章ではお伝えしづらくなると思いますので、基本オカルト研究部＋どれかのメンバーでやっていく予定です。

　物語進行のなかで交流を持った者同士がテロリスト対策のチームを組んだと思ってください。フルメンバーで戦うとなったら、やはり四章クライマックスに限るでしょうね。




　最後に謝辞を。みやま零ゼロさま、担当Ｈさま、毎度お世話になっております！

　実はこれが出ている頃にはハイスクールＤ×Ｄデイーデイーが連れん載さい五周年を迎むかえていたりします。これほどまでに長期連載となりましたのもファンの皆みなさまのご支持があってこそだと思っております。これからも応おう援えんのほど、よろしくお願い致します！




　さて、次はついにロスヴァイセ回です！　そこに魔法使いなどが絡んできます。あと、匙さじが語っていたシトリー＋バアル共同出資の学校設立もピックアップします。
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